
OB会 会 長 の 挨 拶

1闘 鳩 麟

器 元気でお過ごしてしょぅれ

金沢は毎日梅雨らしい天候が続き、先日は豪雨
に範わ

'L各
地でJ出腋は 3111のは みま

われました.早く梅雨が終わり(スカーッとし
た夏が持ち通しいの:よ 皆さんも私も、同じ気
持ちだと思いま九

釜轟暇 5■チ ぐ96蛋 義手妻)

金沢大学ワンダーフォーゲル部・OB会

5月 11日 0、 12日 佃)にOB山J渥生

業を計画しましたところ、沢山のOBの参加を

いただきました。お蔭で山小屋周辺峰 る

ようになりました

登り日は踏み段も新しくなり、小屋の周りに

は昔のようにテントが張れるようになり、ス

かまどの周りにはベンチを作り、ゆったりと食

事や雑議ができるようになりました.心残りと

いえばt水場の整備ができなかったことです。

でも安心して下さい。今秋の山小屋作業には

水場の整備が出来るようにと、水の取り入れ日、
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ホースの設置ルー トとホニスの長さなどを完璧

に議 し、

…

も撮ってきました。今秋の

有志諸君の作業でもって、鋼晴らしい水場が完

成するものと期待しています。

山小屋周辺の整備が完成した後は 高二郎
^

の登山道の整備、そして最終的にはヽ 自山へ続

く道の整備へと、夢は大きくなります。

"年
前

の金大フングルの目標であり、そして数年間チ

ャレンジした夢でもあったのがヽ 「自由へ咄

です。この「 決して実現できそうもない夢」を、

いつまでも大切にもっていたいものです。

話機 ります沢 この●7J嘔聯業の脚

に、地元の北国断聞夕刊に

「伝瀬μ瑶卸瞼国剣盾を  目 1聞誂の苺期隣

金大ワングル部とOB会」

の熱 写真とともに大きく掲載されました

その日はたいしたニュースがなかったためだっ

たのでしようが、私めのコメントも載らていた

ので、捕 に動 しました

翌日IL71運い行き、先発の皆さんに報告した

ところ、一様に感動を隠せませんでした。残念

・なのは、記嗜があたかも同行取材したわ 記事

あように私はうけとりましたがヽ 実際の記者は

机上でそれらしく書いただけだったのです。

CtBの説明で判明。写真も昨年の撮影で、北

国鋼間の月刊アクタスにも掲載さ社 もの

北国新聞は昔からあまり好きではな,つて、

「バカヤロー、ちやんと同行して書け1■

と心の中で叫んだことでした。でも、種 の活

動がヽわずかでも世の中に紹介さ払 審

られればヽ本当に嬉しいで九

最後に、秋の山小屋作業には沢山のOB諸君

の参加をお願いし、ス 期待しております。

勘

観臓コJ難 は、ランゲル創畿者の熱

修行のため住んでおります。 (半年ぐらいの修

業ときいております。)修行が満顧成議します

ようにお祈りします。   ・

<糊 明> 21期 竹中 敏

湿原で昼寝をしていると どこからかクマタカー できた所です。

昼寝をしている人物は 草むらの中に隠れていて見えません。

でも 私 は 盛 をしているので

クマタカが飛んできたことも知りません

2年ほど前に、八ケ岳のふもとの小さな彗

辻 まことという人のi動勲陽 りました。

山の中を放浪することを、面文で描いた人です。

そんなものをかいてみたいなと思っています。

編者注 3日のそよぎを頬に感じるような糧
‐‐、そして自然、の優しい、温かい日を

感じるイラストを何点も、働
～
めに送pFい

～
だきました。

丹念に描かれた剥田脚覇ほ額に入れ、フF′1打ちに疲れ
～
目と中 のに隠匿

させてもらっています。 (役得じゃ。文句あっか !):  ‐  i
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聞 5ア モリ平成8年 (1996年 )5月 41日  (土曜日〉

金
大
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
と
Ｏ
Ｂ
会
は
今
夏
か
ら
、
金
沢
市
の
犀

川
源
流
に
位
置
す
る
高
二
郎
山

（標
高

一
四
二

一
肩
）
で
登
山
道
の
整
備

に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
、
Ｏ
Ｂ
十
七
人
が
十

一
日
、
荒
廃
の
現
状
調
査

犀 J

な
ど
に
着
手
し
た
。
高
二
郎
山
は
同
部
が
代
々
、
山
登
り
の
修

練
を
積
ん
だ
場
所
で
、
Ｏ
Ｂ
会
に
と

っ
て
は
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出
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い
山
と

さ
れ
る
が
、
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は
部
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減
少
で
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遠
に
な
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て
い
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こ

れ
に
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山
道
も
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、
同
部
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係
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は
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統
の
登
山

道
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復
活
に
全
精
力
を
注
ぎ
た
い
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し
て
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る
。

整
備
や
小
屋
も
修
繕

ま
ず
現
状
調
査
に
着
手

II源流 ⊂)高 一 良椰山

プ
ナ
林
な
ど
の
原
生
的
で
豊

か
な
自
然
に
覆
わ
れ
た
高
二
郎

山
は
犀
川
ダ
ム
奥
の
二
又
川
と

倉
谷
川
の
二
大
水
源
に
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ま
れ

た
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で
そ
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え
る
。
特
に
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
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群
生
が
有
名
で
、
山

登
り
愛
好
者
に
は
魅
力
的
な
山

と
し
て
知
ら
れ
る
。

金
大
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル

部
は
長
年
に
わ
た
り
、
高

二
郎

山
を
訓

練
場
と
し
て

親
し

ん

で
き
た
。
新

入
部
員

は
先

輩

か
ら
テ
ン
ト
の
張
り
方
や
飯
ご

う
炊
飯

の
基

礎
を
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び
、

リ

ュ
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ク
に
石
を

詰
め
て

斜

面

を
登
る
と

い
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た
修

練
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む
の
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、
山
の
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さ
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り
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な
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の
心
に
残
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ル
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Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
パ
ー

料
金
沢
市
の
高
〓
郎

１１１

い
る
。

し
か
し
、
ひ
と
こ
ろ
は
百
人

を
超
え
た
部
員
が
三
十
人
近
く

に
減
少
し
、

北
ア
ル
プ
ス
な
ど

の
名
高
い
出
を
好
む
傾
向
も
強

ま
り
、
最
近
は
由
級
と
さ
れ
る

高
二
郎
山
を
登
る
回
数
が
激
減

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
高
二
郎
山

の

登

山

道
は
か

ん

本
で
覆
わ

れ
、
歩
く
の
が
危
険
な
場
所
も

目
立

っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
Ｏ
Ｂ
会
は
今
生
二

月
の
役
員
会
で
話
し
合
い
、
現

役
部
員
と
と
も
に
高
二
郎
山
の

登
山
道
の
整
備
に
乗
り
出
す
二

と
を
決
め
た
。
十

一
日
に
は
大

阪
、
福
島
、
岐
阜
な
ど

な
つ
駆

大

島
良
治
Ｏ
Ｂ
会
長
は

「
い

な
山
を
登

っ
て
き
た
が
、

二
郎
山
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ

一
番

思
い
出

深
い
山
で

あ

荒
れ
た
道
を
手
入
れ
し
た
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OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB‐ 関 係 I青報

(♯ は日時の確定していないもの)

12月 ♯  製本手配 GUID

♯  会報4号発送 り、富イD
%年 (平成 8り

2月 7日  OB会役員会通信m19発送

20日 金沢市予算折衝にて、高二郎登山道

に助成金がおりる見込みに。

お日 OB会役員会開催 仮野 舟田

JUII岡部 栂 劇

%日  OB会役員会通信NO"発送

会報号外・返信葉書ull飯局

発 塗ラベノ1/rTi■ 略か

轡 、ラベル作成 C謝
3月 18日  OB攀 針田)

4月 8日 OB会役員会通信Ю21発送

11日 金沢市スポーッ振興課へ挨拶

篠  舟田)

15日 OB会役員会通信N02発送

16日 OB小屋作業の打ち合わせ

帳野 舟田 岡部 現役主将老田)

21日  /J弩彊鷲号を道夢郵勝メ、C敬郭 程野II)

22日 小屋イ動 へ最終案内 綺 田)

OB会役員も無事に任期の半分を終えました。

任期前半の反省、並びに今後の方針について、

2月 23日、話し合いました。

斗く熱 の 発 行 0こ ― い 硬
=

「年 2回 と決めないで、年 1回や、時には年 3

回など、状況に応じてでもよいのでは」

「負担がかかるかもしれない力ヽ 年2回をベー

スとして維持したら。OB会の基盤であり、

普通のOBは会報でやっとつながっている状

態にあるし」

「経費的には年2回の発行ベースを維持してい

ける。それは、%周年の繰り越し金も合めた

残高から見て」
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5月 8日 最終打ち合わせ (辰野 岡部 舟田)

5月 11、 12日 第 1回 OB小屋作業

盤 参加 のべ銘名)

21日  参加者

…

と原稿依頼

21日  OB会役員会通官NO"発送

6月 5田  部誌BHの打ち合わせ 暁 田 西馬)

6月 14日 秋の小屋作業打ち合わせ

卿  舟田 岡部 脚 II

老田 阪本 西日 鰤

6月 19日  スポーッ振興課より春の作業分

16万円受け取る

6月 20日 田村さんBH滞饉 o日 を経過

6月 26日 OB会役員会通信Ю24発送

7月 ♯  発送ラベノИ勧支皓倉)

♯  会計報告・勇羹り、ラベル作成 (識
♯  一言通信葉書作成 (坂局

♯  会報印刷 (中JID

♯  襲本手西l aUD
♯  会場競ξl■Jll・ 久動

「会報経費の6割強が郵因臨 現在残高で発行

ペースを考えるより、会費未納者からのヌ、金

促進を試みるべき」

「現在の事務局が出していけるのなら、年2回

で進めていけばよい。その時の役員や事務局

がやれる範囲の中での判断でよい。」

一年 2回の発行ペースで今後も進める。

■三⊂)B年 会 費 0こ ― い て

「会員の6害1カ滞り、 ほとんどが 1万円の一i舌

純入っ年配OBや役員のいる代の期の:ん入、率が

高く、若い代の綿入力沙ない」

「会計年度は総会から総会まで。第 1回投員会



では、強制せず、総会直前には未納者に繰り返

しお願いをしてみる一ということだった」

「年 2回の会報を受け取り、最新の名簿情報が

得られる点ではメリットを受けている。会計報

告もきちんと行っている。郵送費に一番食われ

ている点では、任意というより、もっと強めに

お願いできるのでは」

「OBは忙しくて、ちょっと横に置いて忘れる

と力＼ いくつも請求がくるから、どれを払った

のかわからなくなってしまう。絶対払いたくな

いというOBはいないと思う。未納の人には、

未綿にあることをはっきり伝え、納入を促進す

る対策を講じてみたら」

「他の期のOBに催促しにくいようであれ0ま

各期代表からもお願いするということで、さら

にフォローしたら」

―丁度夏号は、振込用紙を同封する回。振込促

追型蛙量上りさん力ヽ 智恵を絞ることに。

■C役 員 会 ‐懇 親 会 0こ ― い 薫
=

αO月 の、OB役員と現役 3回生合同の飲み会)

「半年、新人の育成にあたった3回生を慰労す

る趣旨はよいのでι丸 こういう時にでも顔を合

わせないと、卒業してOBになっても何もわか

らない」

「現役の生の声を聞けるのは楽しいJ

「現役にもそれなりの励みになってもらえたら

嬉しい」

―継続します

*支 部 活 動 へ の 援 助

「東海ヮングル会は、役員の旅費、役員分の会

費、連絡費を援助した」

朦 ヮンゲル会など、今後地域のOB全体に

よびかける世話人が出てくれば連絡費を援助じ

たい」

一現時点では動きなじ

*3著 閥レヽ こ )ネ甫峰

1)小屋作業

「98年には小屋修夏金として男曝 集。94年、95

年:よ 各 5万円を小屋作業時に渡した」

一金沢市からの補助金について、全額を現役に

回し彼等の士気を高めてもらうc OB側の出費

はOB会費から出し、労力を奉仕するOBを、

他のOBは会安で応援すると解釈する。

2)部誌BH発刊への援助

「 5年分の原稿となると、今の現役だけの責任

とは、いえない。こ曖 の発f醐 は、次の

代の士気にも関わる」

「BH誌を同国する時には、別に千円の振込を

お願いするといったやり方もある」

―見積もりもでてぃなぃ状態で、援助額を検討

できる段階ではない力ヽ 発刊できる方向への援

助をする。

*KUWV関 係 者 と わ か る

フ ッ ′ベ ン な の 件

「あった方がよい」

「40周年事業にからめてみても」

*C)]B7到 肇 作 業 ここつ ぃ て

(こ の時:よ 第 1回の口時や、段取りをうちあ

わせ。詳しくlよ 本号の特集中に紹介)

独
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OB一 言 通 信

*田村 昭夫    3期
鑽 群

今年は私にとっては還暦の年です。

「友よ、われわれがこの世を去る時、生まれた

ときよりも世の中を少しなりともよくしていこ

うではないか」

(ハーシェル・英国天文学者 。1尉当0
それには自分にしか出来ないことを実行する

ことだと思います。

日本で唯一の世界に通用する大学、会津大学

は創立四年目を迎ハ、 いよいよ来年は第一期生

を世に出します。数少ないロジック ICの技術

者である彼等の未来に栄光あれ

「やまざと」4号動 く読ませていた

だきました。会津大学WVの顧間に就任。

*ゴヒ 正昭         3期

やまざと%冬号醍亀

編集諸氏の御努力に深謝致します。「月見の

宴」楽しく読ませていただきました。小生も参

加の意、強かったのです力ヽ 都合がつかず断念

しました。仙田兄が来られた由、かえすがえす

も不参加が残念でした。

来る年もOB諸兄姉にはますます御活躍され

んことを祈り、小生も壮健の気をもって事に当

たりたいと念じております。

*川島 勇    5期

「やまざと」楽しく拝見いたしました。最近

時間的余裕も出来ましたので、山歩きを改めて

楽しみ始めました。昨年は富士山、谷川岳、安

達太郎山等歩いてきました。今年もいくつ力藻

しみに計画しております。

*亀田 武     5期
「やまざと」ありがとうございました。いつ

も編集の係の皆様にはたいへんご苦労をおかけ

しております。

年に 1度力＼せいぜい2度の帰沢しか出来な
いため、OB会の活動に協力出来なくて申し訳

なく思っております。

*富田 征也    5期
やまざと4号楽しく読まさせていただきまし

た。青春時代にもどると同時に、心の中はいつ

迄も青春でいたいと思います。

皆様方のご健勝をお祈り致します。

*金岩 孜   5期
会報をお送り頂きありがとうございます。0

B活動を少しもイテっていないこと、申し訳なく

思っています。

WV活動で得られた経験・ネットヮーク等を

ボランティア活動にも役立てられるようになっ

てはどうでしょうヵゝ  (口出すのみで、足が伴
いませんが一)

*合津 尚     6期
「宴の記」を楽しく読ませていただきました。

昭和銘 9年の建設当時よリアクセスが不便にな

っている感じがして、驚きました。

マラソンは4111FH1 5分 でした。今年のシーズ

ンにあと2回エントリーしていますので、今度

は切れると思います。

*自井 勇     9期
会報 4号ありがとうございます。いつものこ

とながら役員の皆様にはお手数おかけ致します。

暫く山歩きから遠ざかっています力ヽ そろそ

ろ再開をと思っています。

■森川 功     11期
城はなくなった力ヽ 金沢の香りがする「やま

さと」ありがとう。

それにしても年 2回発行はたいへんでしょう。

自然体で長く続くことを期待しています。
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*藩 日 好   1棚

「やまざと」N04あ りがとうございます。現

役部員の数が少ないのに驚くと同時に、9ftの

若者の姿が厠映されているようなミ何か寂しい

思いが致します。先日四年ぶりに15期の坂尻さ

んと逢う機会があり、たいへん懐かしく我が青

春の日 が々思い起こされました。 彼はベテラ

…

の新 らしい酷 でした。)

12・ l― さんの住所変更お知らせしま九

*松林 知
二     5期

あけましておめてとうございます。旧年中は

いろいろお世話になりました。「やまざと」4

号ありがとうございました。「月見の宴Jの感

想はがきをパスしてしまい、心薔しく思ってい

ます
`

本年もアウトドアライフの復活に向けて活動

を再開したいと思っていますので、せむ咄 声ヽ

をかけて下さい。家族ともども本年もどうぞよ

ろしく調願いいたします.

*坂尻 患秀    I"田

やまざと4号ありがとうございました 正月

ののんびりした時間の中で読んでいます。

昨年輔 凛 帥 ― α欣 月見

は 穴水で開いた恒日の悧脱針‐■多くのこ

とがあり、多くの人の心の温かさが身にしみま

しりL本年もよろしくお目い致します。

*佐野 哲 雄    鰤期

栂氏 C19D出演の花の百名山「自山」な

TV視聰しました。

身近に知っている人が出ているだけでうれし

く思いました

*舟田 飾子    15期
字が下手なゆえに独学でものにしたワープロ

(その御蔭でOB会もやってこれたのですが .

柳の下のネズミならぬパソコンの方はそれだけ

の必要性がなく、今の所節税に貢献したのみ。

それにしても、英語o薄め畿手男坊 C7Jヽ 3)が

喜々としてテーマパークを拡大していく様を眺

めると、髪を染めても、レンズを替えても、頚

しきれない中身の老化をつきつけられてしまう。

あせるか?それとも骨童の身を磨いて鐘く光る

道を行くか‐‐?今はやっばりあせって講習をィ

受けに行く。

「次の可能性に手をかけておきたい |」 書̈頭

の温

*川饉 戯 目  1闘

「やまざと」ありがとうございます。

金沢樹剛ほ は

…

ぎました 山歩き

よりもネオン積をヮンデリングする毎日です。

H7年は夏に1湖胆晒で入院しました。そ

の間横井先輩の死を知り、ベッドの上で祈りつ

つ命あることに感謝しました。またいつか自山

を訪れたいと思い、忙しい日々に向かっていま

丸

*離門 執   17m
過日は会報「やまざと」を有り難うございま

した。この中 入アライドシグナル・

シドウシャキキコーボレーションに転動になり

ました。何

…

りましたら、今迄通

り浦和の方へお願い致します。

追伸 会費をお払いしてありませんので、ど

の様な支払い方法をしたらよろしいでしょうれ

入 金額もお願ι)いたします。

縛噛漏より ;郵便に薇 用紙をもらい、

郵梗振善口座 00780-3-14120

金沢大学ヮンダーフォーゲル部OB会

久 ご送金下さい。年会費曖 ,000円ですが

5年分―括 (総会を区切りとする5年単D
l万円で、できるだけお願いします。)

*社 藤 1  1棚

去ヽ 子供 CPJヽ 6、 小2)の議 で、ばっ

たり2040松下君に会い、メロ調い しく―
をしました。

金沢に行く機会がなく、OB会の催し|こ参加

出来ないのが残念です。

荼
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*佐野 吏

大学のインターネットにワングルのホームペ

ージを検討してみて下さい。部員同士、現役と

OB、 OBと OBの意見交換や違終に活用でき

ると思います。

*竹中 敏    21期
冬になると、会社の近くに、ルリけタキが山

からおりてきま九 暖かい日には、その声を聞

くこともあります。夏の南竜のあたりで聞いた

ことのある、あの声です。

*7JЧホ ]Lた     劉

住所:変わりましれ

電話 :変わりました。

勤め先 :変わりませた

本人 :相変わらず軟弱です。

Q

OB会をひっばっていって下さる皆様には敬服

しております。私も福隣に戻って4年目になり、

ようやく子供を連いて自山に登れるゆとりも出

てきました。104りにスキーにもイ予きました。

皆さんに比べて軟弱で残念です。

*酒井 智治    24H
韻 0・n一 九

サラリーマンをしているだけで慶れてる私に

とって、皆様のパワーには頭が下がる思いです。

「やまざと」、運動電車の中で、楽しく、懐か

しく、読ませて頂きま九     、

また、OB会を通じて、思い出の金沢との接

点を大切にしていきたいと思っています。

*荒戸 美雅    2コ田

日々の皆様のご活曜が「やまざと」を通して

生き生きと伝わってきて、こちらの方も元気に

なってしまいます。

金沢には年に1度ぐらいしか帰雀できないも

のですから、BHまで足をのばすには、事前に

妻への根回しが麟要です。ミッキーマウスでも

いたら、子供も喜ぶかもしれません (ゴメンナ

サイ).

そういえば、BHにいた強そうなアプはまだ

いるのでしょうれ

*軒l'酷   2湖    ‐

「エリー」のカレーセットを食ヽながら反省

会をし、 晴割日 のお好み焼き屋でドンチやン

騒ぎをし、「赤玉」のおでん星でしこたま飲

「第7ギ ョーザ」のホヮイトギョーザを買って
~FEに

戻った謝 か しく思いま九

*劉‖ 嶽   翻

妹 当地では記録的な大雪 (狙母が嫁いで

きてからも記憶にないという)に見舞われまし

た。困り切っている周りの人達の中で、私と大

は大喜びでラッセ′%雪山とは全く縁遠くなっ

ている日常に、思いがけずプレゼントされたく

朧 >でした。            _
今年雪い れる現役・oBの皆様の安全

をお祈りしています。

*藤日 章ミ 靖代

“

期

お忙しい中、いろいろお世話いただき本当に

ありがとうございま九

「やまざと」楽しく拝見させていただきまし

た。金沢、帰省する度k自山を眺めて懐かしむ

機 贅 九

OB、 現役の皆様のご健康とご
゛
多幸をお祈

り申し上げま九            |

*コ マ 1好   期

19981月 2日、男の子を出産しました。名

前は「大地 (だいつ 」です。おぉらかな男の

子に育って欲しいと思っています。

*土井 泰彦     28B
事務局の方 、々本当に御嗜労様です。九州に

いると金沢の臨 ほとんど入りませんので、

「やまざと」だけが頼りです。

1(りも日
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先日、結婚式で金沢に行きましたがヽ大学の

中へは全く入れず残念でした。      ・

昔の若さを思い出しながら、仕事の苦しい時

に励みにしている自分です。これからもよろし

くお願いします。  1‐

*iL村  久秀     28m
返事が遅くなりすみません。「やまざと」を

読むたびに学生時代を思い出します。そして皆

¨ り、自分も元気づけられます。

*渋谷 敏行     29B
明 見の割 の際l… 9皆さんヽ 準

備にご尽力いただいたOBの方々にはヽ 大変お

世話になり、ありがとうございました。

硼甲爾磁油膚に眠 私と同年代のOB移
数競加してもらえればと思います。

この11月 にめてたく妻帯者となり、以下のと

おり住所が変更となりました。

*野田 和裕     304
最近はパソコン通信やインターネットtの普及

で安価な

―

こなってきました

平成8年 (1 3月27日  (水菫口)

パソコンを所有しておられる方ならやってお

られる人もあると思いますので、 IDナ ンパー

等を撼載するのもいいかもしれませんbちなみ

に私はニフティサープID RXU00614

アマチュア無線もあります。」K3RTO  です。

両方ともあまり詳しくないですヵ、導入の際は

協力いたします。

*犠 紋  34B

いつも御苦労様です.学校で年度末にクラス

文集を作るだけでも非帯に面倒くさいのに、い
つも頭嚇下がりま九  K7Jヾ肇藪員のくせに面

倒くさがり星なんです。)|の文があの会報に

載るのかと思うと恥ずかしくて、ぃっも自紙で

した。絶対に載せないで下さい。

傷諸性トーでも、載せてしまいました。デリカ

シーの無れ編集人を責めて下さい。)
いつもただ慣ただしぃ社会生活の中で、のん

びりと自由だったぁのヮングル時代を蘇らせて
くれるこの会報を、大切に読まさせてぃただぃ
ていま九 本当にありがとらござぃま九

JL 国 幸斤
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金 沢 市 か ら の 登 山 道 傷 富 欄 彙 鍼 こ ―pい て

輛余曲所、思い違い、ヨ願翻閉嗜カットし0

*帥  "年 9月

“

日

月見の宴α鶉舗閣材墟雪キャンパスに■

「尾山祭」の挨拶を終えた山出市長がヽわざわ

ざ車を停めて、

「山ですか?」

と声をかけていかれる。この臥

膵魔颯鐙嘘道の修復もよろしく」

とお願いしたの八 きいたのかどうか‐‐?

*現役3回生との議親会の直前

ナカオ山岳会代表林正=氏より、「登山道の

修復に動いているようない だ 、誂

を出してやるように」という声が、市長から、

農林関係の部署にかかり、そこから自分に問い

合わせが入った。こちらば医王山のナカオ新道

以外に手を広げる気はなく、もし金大ヮングル

が高二郎の道に取り組むつもりがあれば、その

ように口をきいてきてもよいがとのご厚意あり。

懇親会お警そ現役に聞いてみると返事

*10H万日 [OB`鰹摩tと搬 3口障蟻

瑯 も個人も万年金欠で、是非お願いしたい」

とOinそ の聰t上馬さん、栂さんからは自

然環境特別保全地区であるがヽ そのあたりを金

沢市が行政サイドで解決しておいてくれるのか

の懸念あり。

林代表に返事を伝える。

*鱗 2

高二郎に∞万円がおりる見込み

り。と

す部署はスポーツ振興課

. r-rDfflEt:flL(, ao#ttffi#EEl
と、請け負う団体を決める段階であった。神

域と金額についてはt振興課が先に割り振り

してあるようだ。高二郎については、金沢市
長より、指定地域に加えるよう特に指示があ
ったらしい。 __

。窓口に来ているのがナ″ォ山岳会だったため

沢 担靖 はナカオ雌 と金大ワン

'ヽ連名での請負をキ霧▲ eく のご好意での日

間きだったのに。この時、今回1回限りでは

なく、維持していくための酒代程度の経続援

助も進言して下さったそうでつ

*4月 11日

5期稲葉さんより、スポーツ
ー

というこ

とであればt課長は自分の
―

■度ワンゲ

ルとして顔出ししてきましょう一とのことで、

篠 さバヘ n・Hヵ¶日受漸砕、

金子Ⅲ靡瓢諄よ 稲葉さんとは中学時代の同

級生。しかも5期山田 允さんに薦ゆられて山

靴を買い、■緒に医王山へ登ったこと、林 克

郎さん他のOBもご存知はことがわかる。さら

に、1担当の尾崎 敬志主査略 の出身という

ことで、|「もしや、B H13愕で取材した林業事

秦所,議|～|いうな摯―」「僕の親父です
よ」―・(リ ラリクスム■ド漂う)

ここで、名刺暦わりの紙片く金沢大学ワンダ

.フ ォーゲル部OB会事務局長 金沢ナカオ山

岳会会計 舟田節子>を出す.

「ああ、これでわかった一」
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(よ うするに、折衝に来ているのは、ナカオ、

請t墳うというのが金大ワンゲ′曜 、どう繋が

っているのか、どう請け負ってもらえばいいの

林 彼等の方もわかり辛かったものらしい)

fヮ ンイルけ だから困るとフ＼ OB抑
らかの細識として認められるものでないと困る

るとか、そんな点での不都冶があるんでしょう

′》オa」

「補助金は、本来は作業に出た個人に渡すもの

であって、何月何日にMIIたのラヘ 岬

者となってお金の受け渡しをするのか、それら

の報告がなされればよい。書発についても、代

表者名が分かればということになるので、不都

合はない」

「スポーツ振興課としては、市民に手頃な (高

=郎 ?)ハイキングコースを推奨していくとい

う立場で、そんなコースを整備している人理に

草苅代程度の補助金を出そう一がこのお金の趣

旨です」

「その程度の趣旨なので、もし
―

P―
がからんでくるようでしたら、これまでワンゲ

ルがやっていたことだし、そちらで話をつけて

おいて下さい」

収 写真を使い、高二郎の現況を説明する。

「これl■
‐‐一年ではとても融 すね」

「これてlよ これからも出していかんなんね」

(やった !)

「今年は まず旧道の方で、頂上まで行ける状

態にしてみて下さい。あとは状況を見ながら進

めてもらうことに」

稲葉さんの

「わしはもう馬力がなくて作業まで出れんけよ

いもヽがにならたら、一緒に行ってみようや」

「ほうや、わしも歩けるうちに歩かんなん」

で、なごやかにしめくくる。

500名 OBの存在がワンゲルの財産になれれば

―‐の願いが叶ったような嬉しいや った。

*5月 Jヽ屋作業直前

栂さんより

―
1彙 帥 給 上は 縮 してもらえる

とありがたい。議 にすると面嗣にので、「口

頭で確認した」とするの返事だった。

―
の方は な

‐¬耐璽剛ドいる。しかし、腱

地区をさわるのは秋になってからであり、秋に

なってから、私が作成しておきますの選靴

*6月 4日

舟田、ス摯―ツ

…

小屋

―

簿

を渡す。補助金額は鉤万円で決定:これ15000

円X∞人徴 している額にあること.紬 板

については今年は出ず、秋にでも必要な断折に

ついて報告を出して貫えば、次年度の予算に考

慮してみる。機 は半額相当を今月中に渡し、

残りは、秋の作業級に渡す―等を聞く。

鞣 さんにHIヽた話し普通補助金は申請額の半

額程度.それを見込んで申請したり、足りなけ

れば、次年度も申請したりする。この30F円 と

いう額は、こんなケースでlよ 「よく出したな」

といえるだけの額らしい。ちなみに、登山道修

復の人夫賃の相場は日当11000から12000L
その点でしよ 日4000円は半額程度のラインで

でてきた数字とみなせそう。)

*6月 14日

現役3年生と秋の小屋作業の打ち合わL勘
動 で確定したこと。秋の小屋作剰な

全額を現役に受け渡す轟

*6月 19日

鶏 ユ 16万円 6000X32● を届けにおい

でる.規定の報告用紙に、押印を集めておいて

欲しいとのこと。
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山 /J運 酒 場 D゙会 員 登 録 0こ つ い ¬ご

(仮称 リフレッシュ会)       .

去る3月、会報号外にて、山小屋酒場 (仮称 リフレッシュ会改め)への登録をご

案内いたしましたが、もう少し正確にご説明します。

まず、OB会の活動は全OBに案内し、また事後報告も会報を通じて全OBにお伝

えすることを原則としています。会報を年 2回の発行としておりますのは、年 1回で

は形式的な報告のみに終わり、「活動するOB会」の基盤になれないのでは?の懸念

から維持しているものです。

山」ヽ屋酒場は、はっきりした討議をしているわけではありませんが、ほぼ、新緑が

きれいで高二郎登山もできそうな5月 頃と、紅葉の秋 9月 (正確には紅葉には早いが

昼時間もほどほど、かつ連体が利用できる)の 2回が、妥当なあたりとの感触を得て
います。

特に、秋については、近年現役達の小屋作業が行われており、一緒に大がかりな作
業を行えるメリットがあります。又、秋の連体あたりをくヮングルウィーク>と して

フングル関係者が自由に出入りし、気楽に親陸できる祭のように育ててみないか?の

提言もあります。

これらの企画や提言に対し、秋開催のものは、会報夏号でのご案内。申し込み受付
で間に合います。しかし、春開催のものを冬号で案内となると、あいだに 1年度変わ

りもある、役員自身も会員各位もまだ予定がたてられない―で、難しいのです。

そこで、春開催のものは会報とは別に案内を出さねばならなくなり、この「案内」

だけは会員登録者にのみ発送として、連絡費節減と、事務軽減を図ろうとするもの

です.

山小屋酒場は「参加者は労力奉仕、非参加者は会費で応援していただく」趣旨で運

営します。決してOB会内に、別グループを作るものではなく、登録者の中だけで別

情報を流すことはありません。

あくまで連絡事務軽減のためだけの登録である事をご了承下さい。次回会報でtも
う一度登録の確認をさせていただきます。
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「月見の宴」感想の追加

*平村 耕作     9期
拝啓 年質状を書く時期になり、整理していて

思い出しました。月見の宴では本当にありがと

うございました。現役の餘 事務局の舟日さ

んはじめ、多くの皆様のおかげで、本当に楽し

かった。ここ5年位、山へも行ってなく、体カ

的にどうなのかなとも思いましたがヽなんとも

ありませんでした。 ひ しオーパーかな)

ベルクハイムが立派出維持され、当時の山小屋

委員長としてとてもうれしかったです。次の磯

会にもぜひ参加します.      早々

登 録 希 望 者 か ら ‐ 通 信

O‐第 1回に参加希望

*I齢キ 昭夫  0 3期

「いつかある日」を読み涙が出た

灘亡曹りいた !俺は山小屋番になる。

*大島 良治  ○ 1棚

いつも頑張って下さり、本当にありがとう御座

居ます。

来扁郵 隆義  0   13期
月見の宴でふと思いついたことがヽ こんな大事

になるとは思ってもみませんでした。ほんの数

人でやろうと思っていたことが‐Ъ

でも、現設、OBの憩いの場として再びBHが

蘇ることを願って、チーフをやらせてもらいま

丸

*吉日 穂積  0   13期

*南 梅子  O  B期
いつも会鋼をお送り下さいましてありがとうご

ざいます.今回は新しい企画にこれからが楽し

みですれ

上記の作ですがt是非参加したい■思ι‐ヽますが

日帰り希望で丸 当方田舎ゆえ、電車の使が悪

く、こちらを始発に出ても、金沢着が8時過ぎ

です。駒帰行きのパスに間に合うでしょう汎

それとも運良くどなたかの車にでも便乗させて

いただけるか?などなど心配な点も多々あリー。

珈 方々粥 と照らし鍛 て、ご迷惑

をかけない程度に参加できたら一と思います。

勝手なことを申してすみませれ

…

張 の方々にはいつもお世話い

ただき頭が下がります。今後共よろしくお剛い

します。 ・

*都lJ議 _0  劇

登山遭離 には 参加しないではなく、参

加できない.体力に自信がありませんので。徐

々に身体を償らしていけば、そのうち参加にき

るようになるでしょう。

*麒諄』趾  ○   醐

天気が良ければ朝早く出発して高二郎のピーク

ヘ行きたい。‐緒に行く人いませんれ

*力勝t膳誘  ○ 1[刃じ:

新年度の日程が確定せず遅くなりました。よろ

しく劇願いします。

*舟田 飾子  0   15期
「金大?フ ン」の二男坊卵ヽセンター試験の結

―

に。無事合格。それなら一「ワンゲ

ル?フ ン.アホか !」 .かくして、

“

周年にむ

けて碗隔政権をうちたてる 躍嗜臼 はついえる。

現設を増やすのってホントに難しい。みなさ―

ん !大名山行も、奥方山行もできませんゾ。我

身を鍛えるの仇

*iLl:l隆次  0 lC』コE

*山上 正彦  0 16』U日

ただし、登山道作業は日程による。上馬さんの
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意見を聞いて、犀奥にも文化圏を作りたいと思

ってます。

*清水 重仁  0 1簡

全く根拠なしですが、会の自由さに甘えて参加

にしました。

BHに
― とパソコンを設置してもらえば、

―
   (?)も できるかもれ 最近はインタ

ーネット (も っばら関覧のみ)で裏も楽しんで

てます。αIF ID BYmm

刈割‖ 利弘  0   18期
実R4月 5月が事務所として大きな仕事があ

り、最も忙しい時なので、できるだけは協力し

ますがt今回はサブチーフということでお願い

土星塾 進次郎 lCロコロ

凛 中に登るという気力務 いてこない。体

力もな|ヽが ‐・。

作業当日、学会にて参加出来ず。皆様によろし

く:

*相F,鵠    1曲
失念しておりました。ごめんなさい。封筒内の

葉書に気付きませんでした。

先日、舟田様の連絡いただき、小生でも何か協

力できることがあればと、登録することにしま

した。しかし、日颯 祭日といえど、必ずしも

休めない自営の身.都合が良ければ、という条

件付きにてお願いします。       ,
します。

養黎 11喘  0  30B
も伝 仕事の指飩L獅 鰈 ない場合眠 出

来るだけ早く連絡します。(可能性有り)

*石川 明弘  ○   鈴期

就職場所

…

す沢 今年1年は金沢にいま

す。どうぞよろしくお願いします。

*仙田 厚太郎      1期
回答遅れて申し訳ありませんでした.同時にご

案内したとおり、今回転居しました。やっと少

し落ち着いた所です
=な

お、田村氏より愁心碑

03Mの ことでご相酸あり、でき中 にし

たいと思っています。少し費用がかかると思い

ますがt5月 11、 12日 の会の時にOBの皆さん

に¬応話をしてみて下さい。費用にようては0
B各位に少しばかりこ協力をお願いせざらを得

ないかと思います。大変申し訳ないと思います

沢 OB各位のご意見をお聞き頂きたくお願い

します。

*姓  遭曰L        3期

―
裁 11期

拠点のあるヮングラーの成功に期待を。部員の

増減を気にせずに地道な漱 広報活動を。

J柴田 茂樹・訓子   13期
嬉しいお便り有り難うございます6‐当方実は
5月 12日 (日)、 ―FAにて姪の

― とのこと
で、そちらへは何えないことになりました。
6月 9日 (日)馬周年 松申 で、落ち

着かない日 で々す。

*鶏 酷    圏

え瘍共に疲れ切っている現睦です.どこかでふ
んぎりをつけて、リフレッシュしたいと思って
います。

*松縄 宏     5期
昔ヽ秋の4、 5日間高二郎手前に幕営し、登山

― したことが畿かしく思い出されます。今

会の企画の意議に十分賛同するものの、残念な

がら時間の余裕もなく、遠くから声援を送るの
みです。OB先生の皆様のご活躍をお祈りしま

-14二 す  ゙ ′
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*FEX 菊トー

毎回OB会からの便りを拝見する度に、昔のこ

とを懐かしく思い出しています。今回もちょっ

と行けそうにありませんが、A7jヽ屋のニュース

楽しみに待っています。お手数です沢 山小屋

通信の送付、お願いします。

理 歓

*濯酬三 縦

高二郎に登ってみたいと思っていま九

*山口 雪枝 爾

歩荷トレのつもりで (?)8ケ月の赤ん坊をお

ぶって家事をしている今日この頃にす.活動に

参加できる脚 がぁまりなくて鶴 してもら

うのもどうかとは思ったのですか Ъヽできれば

お願いします。

*稀 鬱    31B
仕事で行けませ林 よろしくお願いします。

…

働

高二郎の道に補勘金■と聞いて、はじめギョッ
としました.補勁金を使っで閑歯願独 などと
いう仕事にこの一年でもうウンザリしていたの

で。機会あらば参加したいと思います.

爺ケ岳の春合宿に向かう現侵生に、松本駅で、

フイン3本を差し入れしたのが3月 17日昼過ぎ
のこと。その3時間ほど前に、彼等が予定した
のと同じコースでIcuパーティーの―

―
き込まれる雪崩があったことになります。 (金

大パーティーは信濃大瑚駅で登山中止を勧告さ

れれ ) ヽ

振り返ってみれ峰 だった、というところ

から何をどう提えるかしもどかしいけれども、

自然が相手の場合、それを繰り返すしかないの

でしようれ 信毎と朝日の
―

コピーを同

封しま九  劇陰鋼にも送餞帰

事釦 学    34m
今年の4月から下記に晦 しま九

*樫村 美智子   5期
連絡が遅れて本当にすみません。参加したいの
です力ヽ 修士論文の都合でまだ未定ですので、
一応Xとぃうことにします。

1[刃即日

1剛

家の前中 を刈っ・ヽ

*虐藤じ尊 将

代静とさせて下さい。

11噌田日

OB会のお世話にいつもご苦労礫です。日頃の

忙しさ娼紛れて、山とh鎌眠の

`断

繁送ってい

ます沢 いつかまた山、登りたいと思っていま

す。今、手をけがして作業には参珈にきません

沢 いつの日フヘ 駆 たてる日局 籠 と思

っています。

…

*坂井 尚登 1尚美 1〔】U:

今現在ではまだ続 く参珈できそうもあり

ませれ ?年後 (1-も )に参加にきるこ

とを願って、れんらくだけ下さる様お願いしま

す.いつもお世語をかけるばかりで恐縮です.

*碗 嗣   翻

大変遅くなってしまいました。子供が生まれた
ばかりで当分参加にきそうにないですけど、チ
ャンスがあれば参加したいと思っています。

*跡 鶴  _劉
県a閥賭渤咄 るコ団励鉢喘ィヒし、僣南餃

=苫労様です。在学中嫌だらた高
=郎

です沢 ぃず
れ登りたしヽとtヽ う気持ちにならています:遠方
で参加にきません沢 ぃずれ何らかのお手伝い
をしたいと思っていま九

1〔憑コ:
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*」コII 候懇罫 36m

大変意義あることだと掲いますので、是非長続

きするような形で行っていければと思います。

多卜妥義象課燿イズン` ら の 近塾侍奪

*高島 識

0‐‐第 1剛鋤疇理

?―■綻せず

? 3期

都合つけば、前もってTELして参加します。

*島林 仁司 0  1醐

ただ旧道を歩くだι九 つりを含め.

いろいろ迷いましたが、■度昔の地を訪れてみ

る事にしました。定年後の目指す生活には近い

ものもあり心は動きます水

ってなかなか入会とまではいきません。「いつ

かある日」に誘われた●人です。

*村井 匠    ?盤 期

5月 11●近くになり参加にきそうな聰 混ぜ

て下さいと連絡を入れます。その折りはよろし

く。今後もよろしく.

*西尾 皓史

*安藤 遺子
~―

ら見える山の名がわかったらいいな

ァと思いながら眺めています。

*北野 倫子      3期

*森島  稔     4期
舞 しました。1まんとうに「リフレッシュ」
の議 ぢたりです。リウレ

'シ

ュ蘭
いたいところです沢 地元行事がな 又の機会

に‐́。よろしく。

J:1島 勇

遠方で参加出来ず、近くの山歩きを楽しんでお

ります。

*影近 憲■   5期
協力餞難しぃが蔭ながら成功を祈ってぉります。

*亀田 武       5期
体力α艶ヒ2鍛載で ヵバー疎 る]豫誡崎´低
下する今日、自字析初の鍮 どこまで維持可
能かr__に期待しつつぁる硯在です。

*金岩 落    5期
遅くなって申し訳ありませた

さ大崎 進 6期

残念ながら参加にきませれ

*石橋 毅    6期
Bergheim`メ事真のコピー‐ 農k― て

下さし、 対m、 しま九

*合津 尚     6期
遠方であり参加にきませんので、よろしく。

*大磯 岩雄

ご苦労様です.

*沢田 孝雄

高二郎の麓にn/1遅 :を作ろう。初代の石造り小

屋を建てたのも僕撻です沢 何故か後輩の方々

の話にのってゆけない。もう、山に対するこだ

わりがなくなったのかもしれない.

*四十万 利之    7期
皆様の罐 と

―
祈ります。相変わらず

都会のジキングルにて鵬DttINGしています。

*永谷 洋三    8期
特になし

5期

7期
皿

3期
7期
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*黒崎 史平 8期

金沢の山々に思いを馳せつつ、神戸からはなか

なか行けそうにありません。

皿 _ J[雪 コ 曜 ヨ 8期

ゴルフ、テニス、エアロビクスなど金を掛けた
いわゆるパブル精神の余暇に疑間睦持たれたの

か、はたまた飽きられたのか、以前の者から見

ると、当然と思われる本来のリフレッシュ活動

が発足し、羨ましく思います。

…

くて

嫌 九 これから長ι望国になるよう祈りま

九

*僣日 扶    8期
いよいよ春です。西引国山地の山々に今年も挑

戦じ主な山は、昨年と今年で走破予定で九

整 _童た     9期

*伊藤 博道      9期

*罰IJ睦    1噺
4/1よ り西日野養護学校勤務となりま九 こ

れからl― mと れそうなので、一度高三

中 墜動ねたいと思っていま九

率芝日 真・驚姜 11期・12期

寂しいけれど、もうBerneimには行けないのか

なあ.遠くにいるので。‐Ъ

い ら)

さて、私も寄る年波に相応な山をみつけて登っ

ております。

5月には大型サイクリングを2回やりましれ

連体に、自宅から南アルプスを「中軸 ラ

イン」にそって南下して、静岡県まで行くので

す。自転車というのIatと はかどるもので、

このコースを2泊でこなしました。もう
.1回

よ

自宅から奎崎の方へ下り、夜叉神峠から北岳直

下の広河原に入り、1鵬 を越えて高速に下り、

自宅に戻ってくるもの1 1日半のコースでした。

南アルプスは麓に、.沐い谷や知られていない集

落が多いですね。我 に々は茶畑か新鮮です。こ

ちらに住んでいると、本当に行く所には困りま

せんれ      ‐

さて、インターネットをやっていますか?う ち

のHOme Pageに 寄ってみて下さし、

輛 .root.or.jp/shibataです.

*株 希厳    1蘭
OB会及びOB会員の活性化のな 御尽力ご苦
労さまで九 耗帥野にも1師いたしま九 残念
ながら、書々 の理由により参加できません八
今後の醸盛を祈ります。

■伊藤 純治      13期
仕事の都合上、実質的な応援は出来ないと思わ

れますがヽ金銭的には少々の応標が出来ると思

いますので、必要な時には御崚格を下さい。

*神林 博

(イ ンドネシア赴任0

整 早苗

みなさんお元気ですかし「号外」楽しく読ませ

てもらいました。村(ヤマギシズム実覇地)で
は今、犠 春休み、新入生がやってきたり。

転むロソ用理発したりとまた、新しいはじまりの

時で丸

*薔じな工 畝   19"
OB会の積極的な活動にはいつも感心しますし、

影ながら応援しますも私にとって「やまざと」

のパフーを読むのがリフレッシュです。

*佐野 哲雄      15期
参加したいのは「山々」なれど、愛知からでR

*金井 澄     5期
お誘いありがとう。でも行けそうにありませた

節ちゃんを通じて何か差し入れしま九 GWに
はカナダの山を見にイ子く予t

1〔廻リロ

14』田日
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J鉢 歯   醐
|

*山田 容子     16期

*鳩 敬・軒   躙

*燎 卜  17B
なにぶんにも遠方のため、あしから:彙 いつも

連絡をありがとうございます。

*麹 紋  閥

「やまざと」ありがとうございました 逮隔地
のためなかなか行けそうにありませな いうの

日か行けることを願ってぃます。会の動

らています。

*塞 櫛夢__   1圏
晦 しました。

壺グ踊獣 Ⅱヨ薔      _ 1鋤
高校教員で、土、日い でっぶれま九

皆様には申し訳なく思います沢 頑張りに敬意
を表したく存じま九

*佐野 吏   19B
「 しない」ばかりです●ませれ 岬 滋 つか

しいですね。現役当時、改膠購暑こ参加てき、

幸せでし,L近くの人l議 ですれ リフレッ

シュ頑張って下さい。

率横山 寿人

__ 20B

ワングルOB会活動にはほとん戦 出してい

ません沢 嫌ぃになったわけではなく、いつも

「参加して、もう_度やりたい」という気持ち
はあります。空間的に、時欄尚に、塁が厚いの

ですがヽ項張って取り除こうとしています。

*縞 錫   劉
小屋作業はたいへん懐かしい思い出となってお
ります。ぃつも行事に参加にきなくてすみませ
ム

*足立 美 津 江   劉

いつも通信をありがとうございます。忙しい日
の々収 フィ1憾めヽしさに浸ったりし姜九

地理的に遠く、なかな組 の方へ行くことか
できずt残念です。

*書 群  翻

ごめんなさい。

*聯 隆   劉

プランそのものは魅力的にす八 現在私が持ち
合わせている金と時間を注ぎ込む余力は無さそ
うです.数年後には仲間に入れて下さい。

ホ高橋 智栄子  
“

期

畦 麟    劉  .‐
休日の関係枷 きましヽ 、 鰊 ‐水体の
現役時代に屋根のベンキ塗りや木材をダムより

運んだこと欄 出ヽされます:

■神谷 明延

重 口 羅圏

OB会事務局の方 御々苦労様です。遠方につき

不参加とさせていただきます.到即引ヽ 高三

郎はヤブ山で好きではなかった力、 5回生の夏
、 に単独2泊 3日て倉谷を動 した思い出が

あります。今思えば、記録をヮングルに残せば

よかった。

*炉 難   劉

1は も高載 断 ってぃないので、難

的なことは言えません。ただ、私たちヮシゲル
仲間だけでなく、多くの一般の方も行きたいi

-18-リ
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*節 舗   期

ヮッペンの件、賛成です。今でもどこかですれ

違っているかもしれませんがヽあのキスリング

でないでしょうから一Ъできればテントもそれ

とわかるものがあるといいですれ

*金山 裕之     あ期

御苦労様です。遅くなり申し訳ありませム

*藤日 音=o靖代   節期

毎回ていねいな通信ありがとうございます。な

に赫 多忙のため参加できませた 申し

訳ありません。

*琳‖ 齢 ,ヨ駐  2囲 。2簡

*益田 珠美代     
“

期

登録しない―です。申し訳無い。です。

*J紡      劉

困期佐原君の連絡先をお知らせします。いつも

お曖れ様です。ありがとうございます。

*加藤 薫      る期

*iいFJ勝    28B
譜般の事情により不参加とさせていただきます。

御成功をお祈りします。

*中道 正壼      29B
4月末に結婚を控えているので、今回は登録・

作業参加とも見送らせていただきます。

*寺島 祥文      路期

*鐘‖嗜 耕輔      馬期

調膚aい に配属となり、金沢か

ら遠く離れてしまったため、今回はご辞退した

く、ご了承のほどお願いします。

寺崎さんからの返信

昨年春の

一

の折りには、舟田さんを

始め、金大ヮンダーフォーゲル部OB、 現役の

方々に色々と御画倒陣御嗜配をおかけし、申し

訳ありませんでした。あらためてお礼申し上げ

ます。ありがとうございました。私も元気で頑

張っております。

m
ざヽ 私の方崚 しばらく山の方雌

しておりました八 甚折l― Mと の低山

歩き、スキー、キキンプなどを再開しました。

女房叫 は絶対といっていいくらい山には

行きませんでしたが(捜索活動で何度か山麓に

入るうちに山の魅力が理解できるようになった

のか、何度か私と同行しています。

そうそう、それから6月 2日 (日)に念願の

枷 に登ってきました。遭難後

「寺さな いつか一緒に登りましょう」

と言ってくれる友人が沢山いて、その連中と登

りました。

6月 2日 は奇くも1年前に救勁された日で、

それだけに登頂の気持ちはヽ また格別なものが

ありました。当日は雲一つない快晴で、360度

の眺望を増能しました。特に本当の枷 頂

から見る大明神山に出融馘無量なものがありま

した。パーティーは健脚め若い人ばかりでビッ

チが早く、最近高い山に登っていなく、下界で

のトレーニング不足の身としては、登り、降り

共つらく、アゴを出した山行でしたがヽ 今もま

だ残っているフトモモとフタラハギの痛み八

輸 のモ避国コ(?)と一昨旧動 をほろ

苦く思い出させてくれま九

これからも―
―に登山を楽しんでいきた

いと考えています。

金大ワンダーフォーゲルの皆様方にも是非よ

ろしくお伝え下さい。

一
側 )
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第 ■ 回 O BrJ、 E作 業   (実行記録)

(     はダムヘ車を入れる人)

5月 11日 但D
*午前 6時半 工学部前集合  登山道補修A隊 (BH一新道|百二郎―旧道)

CL田部 伸― (18期) 上馬 1康生 (15期) 山上 下巌 (16動

島林 仁司 (10期 新道70缶付近まで。あと釣り。BH戻る。)

備 川 作業道具を積んでダムサイ トヘ。道具配布後、B隊に合九 5時まで

作業後、帰宅)      ―                   =

*午前 8時  工学部前集合     '
登山道補修B球 (BH―旧道-80m付近まで 5時にBHへ戻る)

CL清川 利弘 (18期) 坂尻 忠秀 (15期) 舟田 節子 (15期 )

田村 昭夫 (3期―個人装備搬入にダムとBH間を往ω

小屋作業本隊  (BH周鳳

CL長野 :隆義 (1鋤

lLJ:l 隆次 (16期)

*個別入山

程 典雅 (19期)栂 陸美

階段補修)

吉田 穂積 (13期) 吉本 良治 (13期 )

(21期)ダムからBHま で資材運搬後下山。

清水 nt■ (16期) 中野 淳一 (16期) 出島で本隊と合流.B隊に参加.

5月 12日 (日 )

*日帰り隊  金沢駅 8時発

CL鳥越 伸博 03期) 南 梅子 (13期 )

*個別入山  大島 良治 (13期) 10時 BH着

新道、旧道とも作業可能区間(後は残雪の下で不可)は 11日 で完了.12日 は、全員で

BH周辺を整備.階段補修、水場確認、小屋周辺伐開、整地、残材区分、焼却。|

ベンチ作り。作業道具の跡始丸 小屋の掃除。              ‐

10時半 早帰り組 (島林 山上 清水 中野)下山.田村―ダム事務所へ挨拶

2時  全員下山
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*お食事  :

11日 (‐Ll夕食

買い出し、食当CL舟田  (13人分)

岩魚の骨酒 (島林さんの釣った大粉

天墾羅 (た らの芽、こごみ一現地調達)う ど、経摩芋

カタクリ、ワサピも揚げて食べてみた

味増鍋 白菜ヽネギ、豚肉、味噌  その後煮込みうどん

他‐‐1花ツサビの書油漬け、ウドのきんびら

'1蛉

のワサビ書油、ホタルイカと,カ メの酢味噌和え

・イテクサいため (上馬さん推奨の なかなか食べられない山菜)

:  
おつまみ多数 お酒も多数

12日 (日 )朝食

‐ご飯  味噌汁 (ネギ ナメコ)

昼食 バン きゅうり

国多Ψ

九千し麟 梅干し 漬物 ふりかけ

ハム ウィンナ チーズ マヨネーズ 紅茶

*BH常設作業道具

両刃ノコ 2     アナ引ノコ   7      ナタ  5

金撻   2     カケヤ (中)  1      大撻  1

鍬 (ス テンレス)2  剣コップ    2     スコップ 2

ツルハシ 1     ペンチ    2

ステンレス針金 60m  釘 大 中 小

ポリバケツ 3    タッパーウェア (中 3)    砥石  2

草苅鎌  5     ローソク    20      トレベ

荷作リヒモ      赤布          スプレー錆止め

鍋    4     やかん  1

包丁   2     お玉   2    まな板 2

携帯コンロ 2    ガスボンペ     救急箱

背負子 (辰野)  トランシーバー (舟日)

チューンソー (田村)  カメラ (上馬 舟田一補助金報告書用)

差し入れ=一―ありがとうございました

3期 高島  誠様 金封   5期 稲葉 正己様 金封

1側 島林 仁司様 金封  1錮日 】輩予穏饉臓 罐ピール

15期 金井  澄様 ビ
=ル券 蕗期 清水 重椰様 罐ピール

翻 山ロ ー
ジョニ黒
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山 /J寸塾 濯 夢 易 の 績 議 韓

圏 闘 饉

昨年秋の「月見の宴」で久し振りにベルクハ

イムに行きました。その時の印象として感じた

ことは、今のワングルにはあまり必要りないも

のなのだろうか?という疑問と、寂しい気持ち

でした。

私達が現役の頃、丁度大学¨ 最中

で、大学はロックアウトさな コ時ノンポリだ

った私は時間を持て余し、よく仲間を誘っては

ベルクハイムに泊まりに来たものでした。そん

なこともあってなおさら、ベルクスイムヘの思

い入れがあるのかもしれません。

最近の現役はきっと忙しすぎるのでしょう。

だから、ベルクハイムに目を向けてくれないし、

もっとILの ことで目一杯なのだろうと思いま九

別にそれを責めるつもりはありませんし、それ

濤 の流れなのかなと思いま九

でも、ベルクハイムはなくしたくない。もっ

と言えばtよ り良くしたい。そして、ふと思い

出した時、恐 OB関係なく気持ち櫛 る

場所であって欲しいのです。そのためにもベル

クハイムをもっと整備し、食料とシュラフだけ

を持って行けばいつでも泊まれるようにしたい

と言うのが目的なので丸

また、もう一つ感じたのは「月見の宴」の時、

私達は「愁心の碑りを再築するという儀 をし

ました.確かに、準備や運摯落どきついものが

ありました。でも、自然の中での作業はとても

すがすがしいものがあり、楽しかったのです。

ただ予定された行事に乗っかって、欄 まっ

て帰るだけではなく、何かに参加するという満

足感なのかもしれません。

こんな事もあり、ふと思いついたのがヽ この

「OBで山小屋作業をやろう」と言うことでし

た。そのための前提としては、「決して力まず」.

だと思っています。

「― 渕 際 しく」 隧 患 かけ渕 橿

ットーに長続きできればと思います。

こんな単純な趣旨ですがにもしご賛同願にる

ならば、今後ご都合の良い時にいつでも参加し

て下さい。

この会の名前をいつまでも「山」ヽ屋リフレッ

シュ会」 mと してぉくゎけにもいかない

ので、言い出しっぺの私が

「
口疇rJ可蜃彗濯彗理馨」

副題は「お代はあなたの労働です」

という名前雄 したいのです沢 いかがでし

ょうヽ 別の提案があれば出して下さiヽ.

さて、これからの作業予定です沢 i以下のこ

と

―

かけて少しずつやれればと思い

ます。 (思いつくままに列挙してみました。)

1)川謗い らの登り道の整備

2)小屋周りのゴミの徹去

3)働 の曝

4)鳩 嚇 曝

5)脚 の搬

6)道暉帥酢面師所の搬

7)晦 の導

8)かまどの再築

-2-19)テントサイトの確保



10)目根のベンキ塗り

11)傷んだ箇所の補修

12)そ の他

この中から今回は 1)、 2)を中′さに、とり

あえずやってみようと言うことになりました。

全部やれなくてもいいんです。とにかく気楽に

やりましょう。

この中でも特に3)、 4)は人事なのです力ヽ

簡単にはいかないと思います。今回は下見だけ

です力ヽ しっかり設計しないと実行には移せな

いでしょう。また、現役の助けもいると思いま

す。

以上 この会の趣旨と目的を、何の脈絡もな

く羅列してみました。

要は、「楽しくお酒が飲めれば」

それだけです。

編者注 ;上記は、第 1回OB小屋作業の現場

で配布されたものですがt oB会報もこのまま

で結構とのご了解を得ています。)

預
】
喀
乳鼈



参加メンバー A隊一―島林(10期 )、 上馬(15期 )、 山上(16期 )、 岡部(18期 ,

B隊――坂尻(15期 )、 舟田(15期 )、 清水(16期 )、 中野(16期 ,

椿川(18期 )

2日 目(5月 12日 )は小屋作業隊といっしょに小屋周辺の整備を行ったので

省略いたしますぅまた私 (岡部 )は A隊に参加 した為A隊の行動を中心
に報告 します。

A隊 (登山道偵察)

その日のうちに高二郎登頂、BH帰還 ということで、出発を早め (6:

30工学部集合)に した。 (現 役時代ならたい した日程ではなかったと思

うが、今では・・・・)ダ ムまでのアクセス道路の変貌ぶり、またタ
ムサィ トに新たに出来たコンクリー ト構造物のヘ リーポー ト (後 で上馬
さんより教えてもらった)に びづくりしながらBHに向かうしダムサイ

ト沿いの道は思ったより整備されていて (山菜採 りの人が多いせいか ?)
とても歩きやすく感 じた。途中高桑君 (19期 )の碑に一礼 し、先を急 ぐD

9:25頃、15年ぶりの我がBHに着 く。建て替えて20年 も経つと言うのに、
どしりと建っているBHに 、『久しぶ りに会いに来たよ゛』と声をかけ

る〕

これからが偵察隊の本番と再び気を引き締めて出発。新道登 り口より、
いよいよ開始。ここもダムサイ ト沿いの道 と同様よく整備されていて、

また、赤布等の目印も数多く付けられていて、作業の必要性はあまりな

い様に思われた、)足に自信のあるOB精鋭隊 も久 しぶりの 新道の急登

にはアゴが上がったが、イワウチワ、ショウジョウバカマなどの山花に

励まされ、登り続ける。 (10期 の島林さんはこの時点でBHへ戻 り小屋

作業隊と合流することとした.〕 )750m付近より残雪が次第に多くなり、

登山道偵察が出来ない状態となった。 (10日 から2週間ほど遅れている

と思われた。)成ケ峰分岐まではロボット雨量計が有るということで、

作業の重点地区からは外 してよいと思われたぅ

この分岐からクラヨシ尾根に入ってか ら道は一変 してブッシュ、ブッ
シュo途中枝払いをしながら登ることを試みたが、作業も中途半端で頂

上にも登 りたいので、 1時間程で切り上げた,昼寝岩付近の尾根の痩せ

方は物凄 く、登山道ごとヨシアゲ谷に滑 り落ちている所が数箇所あった,.

分岐へ着 くと一面の雪、登山道偵察をあきらめて、高二郎山頂を目指すぅ

やっとの思いで山頂に着きあらためて雪の多さにびっくり、我を忘れ

て、『ボー』としているうちに雨が降 りだ したので、帰路につくことに

したぅ分岐直後のガレ場の荒れ方は激 しく、ロープを張ってはあるが、

登り降りには苦労する所、補修作業には頭を痛めそうな所である.〕 1059
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ピーク、951ピ ークとも雪で覆われていて道は見えず、800m付近で修復隊

の跡を発見 した。以後作業の終わった歩きやすい道を下ることになるの

だが、足膝が思 うようにならず、転ぶこと度々、足腰の弱体化を痛切に

感 じるばかりであった。

倉谷川に下 りたところで補修隊と会い、久 しぶ りの再会を確かめつつ、

いっしょにBHへ向かった。

B隊 (登山道補修 )

小屋作業本隊といっしよ。こヽ :、 食糧、小屋作業の道具、それに今夜の宴

用のアルコールと老体には酷なボッカとなったが (?)、 無事昼前にB

Hに着 く。昼食をBHでとって、旧道登 り口へ向かう。手には鎌、ナタ、

ノコギリを持ち、慣れない仕事に戸惑いながら、それでもなんとか750～

800m付近まで進む。ここからは登山道が雪で覆われていて作業になら

ないので、今回はここまでとし、作業を終了した。 (休憩のビールがと

ても美味かった。)倉谷川の河原まで降りたところで、後から降りて来

た偵察隊と合流、いっしょにBHへ向かった。 (18期椿川の報告より)

∠■つ発 に ン Jヽ 厘謹f/F当自  (そ姿 LLI書首 有有催夢 )

登山道整備は継続性が必要です。平地のアスファル ト道の様に永続に使

えるものではなく、自然主体の山の一部を我々人間が山道として借 りてい

て、それを毎年々手入れするという考えで行わなければいけないと思いま

す。

ワンゲルの小屋作業の意義について

1.ボ ランティア 活動の一部として一――一般登山者の利用の便を図る

2.自分達の活動区域を明確にする。一―犀奥、白山は金大ワンゲルの主な

活動区域 (地域性 )

3.ワ ンゲルの活動をアピールし、その社会的存在価値を認めてもらう。

(少 しおおげさかも知れませんが。 ?)

最後に、現役部員、OBも 交えた小屋作業を毎年続けることが必要であ

ることをもう一度強調 しておきます。  (文 責 岡部伸― )

―%一



OB小 屋 作 業

1棚 n・E鮮

陳 さした。小屋番になる」の通信‐私は楽

しいジョークだと思っていた J…
望者に最後の連絡を発送し、引関れ と、日村

さんから             ・

「先に、家団を送ったので、預かっておいて

下さい。」

転 まさか、まさか。Ъコンテナが届く。

中ιよ チェーンソーに、発電瀬がわりのモータ

ーに、鵬 ??前日さらに

'ψ

慟職用のトラ

ンタ!!!この企画は田村家を破職したのでは

ないのだろうか?彼のいわくに奥様は

「 こんなうれしいことはない」

とにこやかに送り出して下さったのだそうであ

る。私はヽ フンゲル教祖様を、変人だの、奇入

だの一そんな恐れ多いことなど日にはできない。

だって、どの発信に対しても、即逮筆で返信を

下さる方だもの。そんな単純な瓢 いかに「

心」がなければできないことか‐Ъだから、?

?や !!がわきあがる度に、かえって常磁を厚

化粧のようにはりつけてしまった我が身の方を

反省させられてしまうの洩

ともあれ 11日の朝は来た。大先輩は小立野

キャンパスでゴロ寝されているはずだった水

結局はちょっと書った昔の下宿のおばさん (つ

まりは、おばあさん)と盛り上がってしまった

そうで、二日配い気昧でご難 なった

頂上への偵察も兼ねたA隊 (CL瑠鵬翻秩

1幌鴨林 1螂 1園仙D倒的 21網前

に出発している。三階建てのヘリポートのでき

たヨ :1ダムで、運ぶ荷物を並べてみると、作業

麒 に漱彗瑠騎魚 食滲卜‐にコンテナ、 トランク.

中 す大荷物になってしまい、OBの篤

志も現実の重詈には負けそ― !であった:=ち ょ

っとたじろいで、「そのあたりのポートは?」

と浮気を考え、実際SCLの1801‖ さん八

ダム管理諄務所に入っていった。と、所長は彼

のよく知っている方で、OKだったがヽ あいに

くとポートはみな出払っているとのこと。観念

して担ぐ―Ъ

今年は雪解けが遅い。これまで見たこの時期

の高二郎では一番に自かった。A隊朧 して

るか?それとも楽勝になってるものか?はるか

な稜鯨を目で追ってみる。道の方嚇 だから、

まだブッシュがでていない。柔らかな土の匂い、

優しく揺れるキクザキイチリンソウなどの可憐

な花た。そして湖面の向こうの山々は新緑をは

じめ様々 の色相あ蔽 0(菫ら上がらんば
lfbりだ。何も夏までしっと北アを持っている

ことなんかない。残雪と花の世界は、麓から始

まっていくのだ。         .
見償れた赤い吊橋の手前で一服。出島からの

ガレ場がどれだけ崩れているものかと思った力ヽ

昨秋と変わらず、ほぼ落ち着いたとみなせそう。

ここで16期清水さんと、中野さんは自いついて

くる。清水さんは今朝嵐閥闘懃り議訥 らヽ出て

きたそうだ。その出発時間脚ヽ県内穴水からの

坂尻さんんとたいして変わらなかったのにはび

っくり。卒業以来の中野さんがヽ 寡黙なのは昔

のままと思いけや、彼の方は 仔記によれめ

この時、皆の余りの変わりように声も出なかっ

たというのが本当の所だったらしい。

倅職局長の方は、この鵡 な任割殊 場

峨 |こ記鵬剛∪熊日腹正できるようになりまし

た。204∞年分などもメモリ増幅しておりま

すし、誰と詢 であるかなどのデーターも

豊富です。よって、参加にあたり誰も自分を知

一

"一
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らないのではないか ?申捌 してもらえないので

はないか?の懸念は不用です。)

倉谷部落に入った所で、引き返す栂さん夫婦

に逢う。午後から町会育成委員の行事があって

とボッカだけやってくれた。」ヽ屋にはA隊のザ

ックが入っていたそうで、あちらも予定どおり

イ刊助している本驀子。

小屋にザックをドウと降ろし、昼食
`サ

ブザ

ックにカメラ、ノコ、カマを入れて、Btt lCL

潮 II 坂尻 舟田 清水 中野)亀
道 思々い出してみた。現役時代、私はちゃあ

んと毎年小屋作業に出ていた。あの頃は「強制」

以前の「当たり前」のことで、「それは強制な

んですか?」 と訊ねさえもしなかった。ゃっぱ

り皆単純だったんだな。それに、毎度飯炊き女

だった。ヘルメットをかぶってクリを取りにイ子

き、その皮をむくだけで明け暮れていたょうな
―。本当の実働部隊なんて初めてで、それをし

かもOBになってからやるなんて、ほんとに何

ていうの力＼ アホ極まるといったあたり。皆も

そうみたいで、アホ同士が集まっている楽しさ

に朝から浸っている。

BHへ引き返す島林さんに逢った。新道の雪

が出てきたあたりで引き返し、イヮナを釣って

いたとのこと。見事な戦果を見せてもらった。

「BHには小屋の補修隊 CL辰野 吉田 吉本

iUlDがいますから」

と交差した力ヽ こうやって高二郎の麓で、柱来

してるのがヮングル関係者ばかりというの力ヽ

また楽しい。

1日道上り口に着き、作業開始。ススタケも私

の半端な力でとなると、カマより鋸の方カメ」り

易い。カメラというのは、1笹駒前、イ徒野麦の上ヒ

較写真を撮るため一だったのだ力ヽ 実働をしな

い監督ならともかく、作業に夢中になると忘れ

てしまう。早い話がほんの上り口で撮っただけ

で、後は遅れをとり、皆の健闘ぶりは撮れなか

った。OBで も修復作業に出ようっていうのは

パヮアルぞろいで一登りながら作業ってのは馬

力のごまかしようがない。しゃあない、より美

しく―に方針を変える。錠の斜め切りを「おお

危ない |」 と地表すれす才kま っすぐに切り直

したり、これから」可渤 申ヾびる分も言十算し、よ

り控えてもらうべく補正をしていった。

そのうち私は、先行部隊が「男」ばかりであ

ることを思いじる。彼等は椿を切っていないの

だ。「きれいだから」の寛溶渤 誅ヾ の禍根にな

ること力ヽ 彼等には分からないのか |「だから

男っちゅうのは一」バッサリ。「そういう半端

をやるから」バッサリ。「ヤブになるんよ」バ

ッサリ。そのうち、枝の3-4本を切るより、

根元からバッサリの方が効率がよいと気づく。

たわわに葉を茂らせた椿の根元は意外に細いの

だ。「こんな細い足して」バッサリ。r可か根拠

が怪しげになってきたみたい一バッサリ。

もう徹底的に遅れ、どうせ引き返してくるん

だからと、こだわりだけで作業を続ける。それ

でも白雪姫ならぬユキツノ`キちゃんを抹殺する

継母の大腕もそろそろ聰 樹相も変わってき

て残酷物語もおしまい。あ、ポツンときたかな

?と思ったら、皆が降りてきた。800mか ら上は

雪で仕事にならず、A隊を待っていた力ヽ もう

引き上引奪刻に近くなったからとのことで、そ

の雪で冷やしてあったビータレを出してもらった。

おいしい !そ う、現役だった頃は作業してすぐ

ビールなんてなかったよ。真面目一途だったも

の。

おなかもキューと痺れて、下山する。手がか

りにする枝もないと自賛しながら、高原に降り

つく。あたりにはおいしそうなコゴミが茂って

いて、坂尻さん力呼慣れた鎌で刈り取ってくれ

る。と、A隊が降りてきた。今回のためにわさ

わざ軽登山靴を買い直した岡部さん一というこ

とは、今もやってる自山 3時間半往復はズック

でやっていたんだ |や っぱり卒業以来の山上さ
一肝一



ん―威厳をつけるのに口髭はやしたんだ !そ し

て同期の上馬さん一それこそ同期で顔を会わせ

る機会は多いけれど、山で会える嬉しさは格】七

フッと話に花が咲 く。彼等も700mfNl近まで作業

しながら進み、そこからは雪になったので登山

に専念した力ヽ 頂上は2時になったそうだ。 ト

ランシーバーは間に合わなかったのだ力ヽ 雪の

上に足跡が残っておりB隊が引き返した地点0ま

すぐ分かったそうだ。きれいにメリリ開けてある

のにびっくりしたと言ってくれたので、私はう

んうんと満足していた。

小屋に帰りつく。階段が見事に補修されてい

て感激
=そ

してバケツの中の雪で冷やされてい

たビールがまたおいしかった。ここで椿ナ||さん

がお帰り。忙しいのに、SCLと いうことで、

日帰りでもフルに作業していってくれた。

明るいうちに少しでも一‐と夕會向の支度にかか

る。小屋まわりに伸びていたタラの芽も天魏羅

の材料に加わる。みんなあいかわらずよく働く

し、ッーカーで、パッと連携動作ができていく

のは本当に気持ちがいい。先のコゴミ、タラノ

芽、ウドノのトンポ 鯛 、サッマ芋を次々

にJU:|さ んが揚げていく。イヮナ釣りの次には

植物採集もやっていた島林さんは、上馬さんに

お伺いをたてては、揚げてみて試丸 イヮナが

焼き上がり、 3べん爛酒を回した後で身はつつ

くもんだ一とヵ＼ oBになってからの雑学がヮ

イフイ飛び交 う。ウドのキンピラ、花ヮサビの

警油漬け、ホタルイカとヮヵメの酢味噌和え、

1台のヮサビ醤油 と、持 ち込みの肴も、BHの床

狭じとばかりに広げられた。これまで知ってい

る人はなかなかいないと、上馬さんのイラクサ

炒めもさらにカロわる。

山ガ屯議酵場のいよいよ格 。ダムに残してき

た荷物を無事回収してきた田村さんの、倉谷ユ

ートピア計画に、島林さんの「いつかぁる日」
の詩に感激して下さった話―。あとは昔ながら
にグラ話で笑い転げて、定かに思い出せない―

何か―清水さんが「天皇家の 3人の子供。あれ

みんな美智子はんの生んだ子やと思いますか?」

とやってたような一。昔の猥談とは一味違う。

皆、結婚もし、人の子の親になり、そして社会
での矛盾にもいきぁたりながら一何か皆、穏や

かに優しくなった。思いがけず持てたこの時間

をグラスの中にころがしながら楽しんでいるよ

うな優しい雰囲気が漂ってぃて一%周年にしろ

OB会にしろ、この/Jヽ屋作業にしろ、どこかに

まだわだかまりの残っている私にとっても、あ

あよかったと素直に酔えた時間だった。とはぃ

え、朝からの重労働に徐々に沈没一。外は雨―。

一郷 一



12日 。さわやかな雨上がりの醸L千鰯を焼き、

ネギとナメコのみそ:■ 演物、梅干し。そう、

OB′」ヽ屋作業は、「真の贅沢を問う」がサブテ

ーマなのだ。さて、今日は 。早帰り組もいる

し、登山道の方は雪が出てくる所まではやって

しまったし。16期組は小屋までの道の仕上げに

かかり、他は小屋周りの整備と水場の下見にか

かる。クマ笹を刈り開けると、やはり昔のテン

場の跡が出てきた。あと二段、テン場にしてあ

ったはず。持ち帰る予定だったホースもかなり

重い。燃やしてみたらちゃんと燃えた。焼き場

は穂積さんの担当。余熱で乾かしながら、次々

酬 その間に吉本さん |ま :残雪を確保にい

かれて、山」ヽ屋酒場は冷え冷えビールでメイン

テーマをまっとうする。

コーヒーブレイクの後、早帰り組島林さな

清水さん、中野さん、山上さんと、ダム事務所

に町着を預ける国村さんが出立。替わりに大島

さんカサl着。辰野さん、大島さんの水周リエキ

スパート組が水場を偵察。ついでに配管ルー ト

をざっと刈り開ける。この時の岡部さんの猛然

パヮーは、さすが自由3時間半往復を納得させ

るものだった。私力ψ」の如く
'お

お危ない」と

スス竹の切り直しに専念していると、「 このル

ートはちがう」の声。エーッ 1仕方がない。ダ

イェットダイエット。

続いて南さんと鳥越さんが登塊 昨秋月見の

宴に参加しているトリさんは、登り回の階段に

も、広々したオ握月りにも感激したそう。そう、

やればできるんよ。

トリさんは午後β時頃に椿りllさ んから掛かっ

てきた電話で、開店ギリギリのスタンドヘ走り、

どうにかチェーンソー用の混合ガソリンを購入

できたとのこと。坂尻さんによれば、チェーン

の過熱止めにもう一種オイノL功 いヾるのだが ‐で

も、日村さん一人で危ないものを使われても一

何か日興味な笑みを浮かべて黙ってしまった。

彼がもう一つ「下界」から運んできてくれた

の力ヽ 昨日の夕刊で、1ヽ屋作業のことが意外に

大きく出ていた。取材の経緯は栂さんから聞い

ていた (林さんから紹介された論 ヽ栂さん

の所へ取材に来、写真も借用していったこと)。

記事になっているの力ヽ 嬉しいような、しかし

見にもきていない人が去年の写真で、でかでか

の記事にしているなんて一いやはや。

昼食後はベンチ作り。木を切り倒し、皮をは

ぎ、切り込みをいれて脚部と組む込ませる。上

馬さんが

「こういった小屋作業を自分達の代だけがやる

のではなく、若手OBにも伝えていかなくては」

と言い、私も同感だった力ヽ 強制できないもの

をどうしたら?

一
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登山道は行政にま甲しつけているだけで4測齢寺

できない。その道を「愛する」人達力ヽ 継続し

て補修していくことが大事なのだ。私は百名山

を走り回るような人達にも言いたいのだ。そん

なに山力0子きだったら、どこか一本の道でいい

から整備してみませんか?それが山を愛するこ

とでしょう?

作業具を清め、鋳止めを吹きつけ、床を雑市

掛けして出立。降りた途繋k岩魚釣りにきてい

た12期大出さんに会う。そして引き返してきた

田村さんにも。あの話好きな田村先輩、一メ、で

大丈夫かしら?

楽しかった小屋作業は終わった。事務局長と

しては、早くも「次は?」 「どうしたら?」 が

湖面のゆらめきと重なるのだった。

「
」Ц/J可睡彗曜彗耀碧」 乗性質藝

10期 島林 仁司

BH周辺を訪ねたのは、

“

暉ぶりだったでし

ょう力、 天候にも恵まれ、御蔭様で楽しい一時

を過ごすことができました。BHイ子きのキッカ

ケとなったあの詩 。そしてOB会をここまで

もってこられた皆さんの情熱と努力に深く感動

致しました。筆不精の私が一言感謝の気持ちを

お伝えしようと思っているうちに先を越されま

したれ  備請罰生 ;感想の源爾範蝠彗があらたこ

と)

写真と分県ガイド、有り難うございます。写

真を見ながら読んでいるとわくわくしてきます。

膝が回復すれば、近畿外の山へもボチボチと考

えていました力ヽ これで第一候補になりそうで

す。

「無心」となれιま 時として意外な結果を得

る。今回のイヮナ釣りもその一例でした。アマ

ゴなら天然ものを合めて釣ったことはあったん

です力ヽ イヮナは全く初めて一。それに水面を

見た時、こんな所にニジマスがおるんかいな一

?それにしてはきゃしゃだなあと思ったほどの

奴。足下まで釣り上げた時、糸がプッツンー。

魚に夢中で竿は身代わりとなって水の中
～

肖え

ました。

その魚は皆さんの前でヒレ酒となって歓迎し

てくれました。身を呈したイヮナに感謝して頂

いたことは言うまでもなく、不必要な殺生をし

なくてもすんだ事に思いを寄せて一。もちろん

ホタルイカ、花ワサビの醤油漬け、山菜の天躯

羅等々。とても山奥の酒場とは思えないくらい

豊かな酒の肴があってのことでした。本当に濃

やかな心IIEい につつまれた「山小屋酒場」でし

た。

ふと思ったこと

わずかな期間に生命を育み、

のべてみたくなるようなカタク

思わず手をさし

りの札 御一緒

した上5さ んに道々、山菜

など草花を教えてもらった

中に、そんなカタクリの花

がありました。

以前倉谷の集落が残って

いた頃は沢山あった力ヽ そ

れも樹木が茂れt力肖滅する

との事。学生時代に全く記

憶がないので一当時を思うと残念です。BH周

辺でやっと4株見つけたのに、それも葉を 1-

2枚残して大盤羅の材料にしてしましヽこ酒こです。

そんな訳で、BHの前でカタクリを育てて:ま

どうか 1と。もちろん自然保護上問題がなけれ

ばです。L馬さんからカタクリの繁殖について
一∞一



は聞いてなかったのです力ヽ もし秋に球根を植

える必要があるのなら、早速今秋にでも田村さ

んを訪ねる時に予定します。この時が現役の小

屋作業と一致すればいいのです力ヽ 現在のとこ

ろ、未定です。

それでは「愁oと 」ヽの碑を心のよりどころとし

て、又の日を一。

お 熱 0ヽこ 応 え て

自然の中に溶け込み太陽のもとで息する

まるで田村さんのような姿を描いて

大阪の地で人混みの中で

うめき、ため息、ねたみ、うらみ、そしりを遠ざける日々――

4fF~Jを求め、何の為なのかもわからず

毎日を息する。

自らの息を感ずる時、

ふと我力弩 をふりかえる

遠くの宏、古きメ、 未知の限 、

1996.  5. 26

酒 を 飲 む コ ン デ

シ ョ ン 作 り

11オ ン
「

J7

16期 山上 正彦

山小屋に入る楽しみの一つは、夜半まで酒を

飲みながらよもやま話をすることなのだが‐‐‐。

人山する前の日は睡眠時間が 3時間という強行

軍ヽおまけに高二郎のピークまで偵察にイ予って

来たため、疲労困態、フライングして酒を飲み

始め、いつのまにか高新。目が醒めたらもう11

時近くで、皆寝翅亀 」V■―Aロカシヾ ッチリで

はしょうがないので、再び酒を流し込んで、シ

ュラーフにもぐった。

次回こそ十分な睡眠をとって、仕事量も程々

にして、良好なコンディションで酒を飲むぞ。

つまみも牛スジカヾ可力寸乍って持って行こうかな。

変なものを食べておなかを壊しても、轟

小生が診てしんぜよう。ただし15歳以下に限る。

砺緒整足―上記雌 神年齢を合むと拡大解釈

をしましょう。)

*          13期 吉田 穂積

BHにたどりついてまず漱 昼食時にまた

一な ガ嗜邑イ諜 を終えてはまた一杯一と、たっ

ぷりのイ本憩 (私だけかもしれないが ‐‐)を とり

ながらも、一応BHへの登リロの整備を終える

ことができた。

夕食は舟田さんの手によるタラの芽の天墜羅

はじめ色々な山菜料思 はたまた島林さん即席

手製の釣竿による岩魚の骨酒など、今まで経験

した事のない「味わい深い」山」ヽ屋作業であり

ました。皆さんに感謝します。
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「20年ぶ りの山小屋日記」       ‐

16期  中野 淳一

山靴 も、ニッカボッカも、ザ ックもどこかへいって しまったけれ どシュラフだけ|ま宝物

のように大事に保管 してあった。今、そのシュラフの中で約 20年ぶ りのベルクハイムの

夜を迎えようとしているっ周 りの寝息を聞きながらシュラフの中にうずまっていると懐か

しい想い出が次々に蘇ってくる。雨で何 日も沈殿 させ られた夏合宿の聖平、その沈殿明
'すの朝に峠から息を呑んで眺めた富士山、寒 くてガタガタ震えて夜中に何度も目を覚ました

春のシゲジ、そして何時も馬鹿でかっこ悪 くて気のいい仲間達。 もっと昔のみんなに会い

た くて、音の馬鹿な自分に戻 りたくて、ずず―っと深 く潜 り込むタイムマシーンの中。

突然の清水からの電話に条件反射的に 「俺 も行 く」 と答えて しまい、週末は山小屋作業

に参加することになってしまった。だいぶ前に案内文書が来ていたのを思い出した。 どう

しようかと迷つているうちに返事をだすのを忘れていたっその うちにすっか り記憶から消

えていた今回の催 しへの参加が電話一本で決まって しま うのだか ら相変わらず単純な男だ′,

さあ、それからが大変だった。卒業以来、山か ら遠 ざかつているため山道具が何も無いぅ

靴はどうしよう、ズボンは、ザックは。 シュラフだけは愛妻 (?)がクリーニングに出 し

て大事に押 し入れに仕舞っておいてくれてサンキュウ。靴は通勤用に買った 980円 のテ

ニスシューィ、服は会社の作業着、ザ ック代わ りはディスカウン トで 1‐986円 で買つた

アル ミの背負子という不格好な姿で出かけることになって しまった。それにして も前の 日

の夜、興奮 してなかなか寝付けなかったのは私だけだろ う力、

「こんにちはJと挨拶 したけれ ど何かおか しい。遅れて出発 した清水と私は休憩中の先

発隊に追いついた…と思った。でも知 らない人達のような気がする。向こうも何か不思議

そ うな顔を している。一瞬、焦ったがその中にようや く北川の顔を見つけて一安心。 20
年の歳月は恐ろしい。美男も美女もこんなに変わ り果てた姿になろうとは。

昼食後、夜の酒代かせぎの二仕事。ナタと鋸を腰にぶら提げて旧道整備へいざ出陣。急

勾配に喘ぎながらもナタを振り回し、鋸を引きまくりの縦横無尽の大仕事、久し振りに良

い汗をかいた。800m付 近からはまだ雪が残つていて作業ができず今日の仕事はここま

で。天然冷蔵庫で冷やした極楽ビールの味は格別だつた
`

山の朝の空気はやっぱり美味い。夜来の雨も上がり天気は回復の兆し。 「よし、行って

くるか」とスコップを肩に、ロール紙を手に持って久 しぶ りの雉撃ちに出かけた。倉谷川

の流れを前に、前方の山を眺め、朝日を浴びながらの雉撃ちは一発大猟だった。

ダムからの高二郎を何度も振 り返つて眺める。今回は残念ながらそめ憤には立てなかつ

たけど、無事なおまえの姿を見て安心 した。秋には必ずまた来るからその時まで達者でなっ

俺 もがんばるよ。
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*     B期 南 格子

25-6年ぶりのBH.懐かしさと不安の入り

混じった複燃 気持ちで●7」鐵 に申し込み

ました。もう随分と歩く生活から遠ざかってお

り、道も相締 ていると聞いてぃたので、キ
くのはダムからではあっても、やはり不安で,レ

れ
案の定t―Arはとても行けない所を、人間

複数になれ肩電強 もヽので、同行して下さった

鳥越氏のおかげてたどりつけ
～
ようなもっです。

手とり足とり導いて下さらたから|そです。

11」lごlittti■ :し、ょぃ

天気に意まれ、ダム湖か剤詣k若葉の本々を

抱いた山々い と同じで、日を楽しませ

てくれました

BHの登リロの階段には驚きました。T漱
い歩幅高さて上り易く、前日のご苦労を感じな

がら、

…

じめ上りました

今回は日帰り参加に、BHにいたのはほんの

3時間足らずでしたがヽ何よりよかったのよ

ヮンゲル仲間の雰囲気に浸れたこと‐‐Ъ初対面

のOBの方とも、もう何年も前からの知り合い

であるような、ワンゲ¨ 空気に触れられ

たことでしょうフ帆

しばし現実
…

ら触 タイムスリツプ

したような時間を過ごし、タイトルの傾称どお

り「 リフレッシュ」させていただきました。お

世話下さった役員は ありがとうございま

した。

*      1棚 剖 こ』鶏

わずか2-り であ年前にタイムスリップ

できる場所ヽそれが詢朔駐由eimである。204

年ぶりに訪れた昨秋とは異なり、今回はダムサ

イトから3ergheimま Fの道のりは昔のように軽
やかであった。

昨年は例年以上の積日であったため、修復し

た 中 の状態孵気麟かりであった八

無事であり、ひと安心した。

好天に意まな 小屋催霧―
それ以上に

書労して荷揚げした差し入れのビールは最高の

味であった 鮮掛 起闘鼠 労働の汗、採れた

てのILA冷えたピール。まきに「n7蝿動醐謝

の最高条件であった。

秋には「カサカサ」と落葉を踏みじめて歩く

ことができることを楽しみにして、また参加さ

せて頂きます。それに秋の味覚と「お酒」を期

待して‐‐Ъ

そして数年後には、昔のように「かまど」で

飯を炊き、 曜勁可日 引囲んで語り明かすこと

ができることを夢見て‐lЪ

気長にのんびりとやりましょう。



*第 ■ 回 OB小 屋 作 業 0こ

劫 口 し て

翻 譴 鵬

2日 目だけの参加に、途中で水上谷の増水等
もあり、BH到曜い祀1:00項となったため、ほ

とんど作業らしきものもせチ ー今回の記事が載
っている新聞と田村さんがお慎いになる予定の

チェーンソーの混合ガソリンを持っていっただ

けでしたので、感想といっても「 ウーン」とい

つたところなのです汎

ただ、逆に言うと、今回の私のような参加の

仕方でもどうぞどぅぞと認めてくれる、ほのぼ
のとした難 の中で気長に続けていけたらい

いんじゃないか―「というのが(率直な感想かも
しれません。

こういうことを書くと、上の方の方々からは

大変なわ叱りを受けると重いますがヽ少なくと

も私達(盤動 ぐらいから下のOBにしてみれ
ば、BHとぃぅのは既た出来上がっていた存在
であり、先輩方が全て1から作ったのだよと教
えられても、自分達のという愛情みたいなもの

に今―つ欠けてしまうという面は心のどこかに

あるような気がします。

ですから若手 (?)oBの一個人的な希望と

しては「BH錮          」を大

上段の日標ではなく、oB会の活動の輪を広げ
る一手段として位置付けていただけたらなぁと

勝手ながら思います。

私自身としては楽しい集まりでしたし、今後
とも都合がつく限り参加したいので、よろしく
お願いします。

κ口竹円/■
Efi8q(1996+) 4tr3E (水曜日) (2)

■

昨
番
、
仲
間
と
高
三
郎
山
へ
登
る

た
め
、
犀
川
上
流
の
旧
倉
谷
に
あ
る

山
小
屋
に
泊
ま
っ
た
。
夕
食
に
付
近

で
採
っ
た
カ
タ
ハ
や
ウ
ｒ
と
い
っ
た

な
じ
み
の
山
菜
に
加
え
、
ウ
パ
ユ
リ

の
茎
も
ス
ラ
イ
ス
し
て
出
し
た
。
実

は
自
分
自
身
、
初
め
て
だ
っ
た
の
だ

が
、
恐
る
恐
る
日
に
運
ん
で
い
た
皆

の
評
判
も
上
々
。
サ
ク
サ
ク
し
て
ク

セ
も
な
く
、
即
席
の
漬
物
や
サ
ラ
ダ

に
び
っ
た
り
の
食
感
で
あ
っ
た
。

山
菜
と
い
え
ば
、
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ

ラ
ビ
、
ウ
ド
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
浮

か
ぶ
が
、
食
べ
ら
れ
る
野
車
は
ほ
か

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
コ
シ

ャ
タ
や
ハ
ナ
イ
カ
ダ
、
ゴ
マ
ナ
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
は
雑
草
と
し
て
嫌
わ

れ
る
ア
カ
ザ
や
ス
ペ
リ
ヒ
エ
、
カ
ラ

ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
な
ど
。
食
料
難

の
時
代
に
は
よ
く
食
べ
ら
れ
た
と
い

う
な
費

ご
存
じ
の
右
０
多
い
は
ず

だ
。
近
ご
ろ
は
人
気
の
あ
る
山
菜
は

乱
獲
気
味
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
食
用
野

車
に
も
親
し
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

た
も
の
だ
。
た
と
え
有
名
な
山
菜
で

も
希
少
な
も
の
は
省
い
た
か
わ
り

に
、身
近
な
野
草
を
多
く
取
り
上
げ
、

全
部
で
百
種
以
上
を
紹
介
し
て
い

る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
山
菜

を
正
し
く
識
別
し
、
創
意
と
工
大
で

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

も

一
興
で
あ
る
つ
。

も
ち
ろ
ん
ヽ
植
物
の

生
育
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
に
変
わ
り
は

概

　

期

糠

（す
か
ん
ぼ
の
会

・
県
環
境
政

策
課
専
門
員
）

数
年
前
に
地
元
の
出
版
社
か
ら
出

し
た

「山
菜

・
木
の
実
ガ
イ
ド
ブ
ッ

之

も
、
そ
つ
い
っ
た
警
早
作

っ

な
い
が
、
人
間
の
食
物
の
ほ
と
ん
ど

が
他
の
生
物
の
命
を
奪
２ヽ
〓
絆
もし

に
は
得
り
れ
な
い
こ
と
豊
事
実
房

る
「
春
を
行
っ
て
懸
命
に
伸
び
よ
う

と
す
る
看
芽
を
折
り
採
る
と
き
に
感

一ず
る
小
さ
な
心
の
痛
み
と
い
つ
た
よ

う
な
感
性
を
、
今
、

一と
て
も
大
切
に

尽
■
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）
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●  :■ .  1:

サ イ ン洒 多 飲 日 譴 :

(シュタインン=.   1 :
‐ 3期 尊討 1躍床

‐■i ttt■ 1

1996 5/12(D‐
:‐ 精ね J雨のち晴れ

釧 Ю 諦

今日からBmei胡運野 となりました3期の

厳 す。こい   「安らぎの!劃 になるこ

とを望み、残りの人生をこれにかけます。

5/B明 )朝 のうち雨、のち晴れ

「カメ虫の命と人間の命の曖劣について」を

半年かけて考えてみたい。
-0町

に出か

け、村田さん (■り 、小林君 (制り に会う。

1-泊 まる。

5/14∞ 晴れ

奇1た 3要ド掏漏日色

5え5“ 断

4時超れ フイ痴 ・ 飯食う。のゴ嚇L
脚

…

ω m。

…電気科3T-7J颯 に訪れる。岩魚01L

5/16" 断

…

楡 lL臨

5470 断

Olain s釧 の作動ど彙 分解修理必要.岩魚

0ロニ

5/18 0  1‖に

犠          ¨

夫人、」渥を訪れる:金沢工大学生室炸君来る。

7"頃大出徹氏 CttD BergHe優野h3人で

drunken und schlaff.

5/19(日 ) 快晴

大山氏
^室

井君高二郎に向かう。 (5:3080

-ヽ
2匹難舞 大をサシミ|こ」嗜渭洒

-35-

イタドリの

熱ほ ナツメ差し入れあり。

5′40輌) くもり時々 雨

酒とヨ磨蒲鷹 クォークが究極とは思えない.

超磁理輸でクォークを説朋できれば究極理論の

完成である。正午ダムサイトまで出:舟由女史

にTel.夜来雨漏りあり。

5/2ω  晴れ

聖書を読む。午後金沢へ.舟日女史に会う。

…

雨漏り2ケ所らしい。

5/20Ю  翡 雨々

素粒子論を学ぶし午後松田権六著「うるしの

話」イ踊諸矢 感銘する。

5/8鉢 ) 朝隋れ のち曇 午捌晴れ

本日から日本酒港主食とする。 1食ЮOcc.

但しバン等ば副食と九 フイン、ウィスキーは

動 ・ 寺
・

前9瞑k輌 4-―
ムサイトまで.途中危険箇所2ケ所に安全ロー

ス 岩 kOL

5/2鮨録  晴賤 々わ ち晴れ

…

午後ダムサイトまでの構

師 の脚 り。4珀

"蘭

‖嗜LJ洸ん電 る。

5/%0 晴れ .■     | |
正甲興 理学部菫扉当哺曲麟饉ツ肝コ宅小

屋到着。午後学生達が山にでかけている間に、

便所建設完了.夜t皆で廃黙てキ■ンプファイ

ヤー.



5/器 (日)晴 れ

午後郷嚇罐た曝回雌 る:又静かさが戻

る。           :

5/2い )晴 れ

小屋まわり捌れ を層L ll胞見

5/28∞  晴れ

御申口札 金沢の街まで出る。途中山道整備.

食‖しヽ 葉書出し、ヮンゲル難き囲駐 生物

…

どうでもいい沢

…

ぁ

んな山中に移転したかし日本=不使な大学と言
われる由縁である。フンゲルと山岳部が同居し

ているのもおもしろい。いっそ昔のように「山

00」 に戻したらどうか、新名称は「金沢大学

山野漂泊の会」なんてのはどうだろうかリドイ

ツ語ならさしずめhmatt universぬ t Berg―

steigen und hnd―g Veleinα .U.B.W.V。 )

とでも云うところ九

5/"的  晴れのち曇

ダムサイトからBerg Hei■ に至る道の危険箇

所の足場切りやロープ張りほぼ完了。今後とも

脳続して修復は行っていく。約

"日

間の山小屋

生活から感じたこと、それ態気 日本人の多く

が捨て去った山村生活にこそ至福の生活がある

ということである。21世紀の日本人の生き方と

しての提言だがt若者は海外へ出て発展途上国

のい となり、現地の人と結婚して彼

の地に骨嗜埋めること、

…

た人達は山

村に戻り、父祖の地を復興させること。これが

日本人として活力を取り戻さす一策と思うが知

何に。

5/30" 晴れのち曇

ダムサイトまで電話を借りに行く。午後素粒

子論を学ぶ
`私

の思い上がりか知らないがクォ

ーク噛超磁で説調できる気がする。アインシュ

タインの式E=m♂もコ聯】な相躍謗理機

なくともエネルギーの式から誘導できる。とす

ると俺は宇宙をつかんだことになる。時間は宇

宙の轟 ある。ニュートン国瑠間をアプリ

オリなる直線 (∝た0と考え、アインシュタ

インは闘燿熙H国職 (1姉 と理露RI覇け鵬

間を面 (鍵た0と考えた。つまり時間tは 4

π♂である。但しrは宇宙当L

5/310 曇

カメ虫と人間についての問題の解答が出た。

カメ虫を人間が朦うのは臭いからである。故に

この対抗策として人間がカメ虫に嫌われる匂い

を出せばよい。つまり小屋にカメ虫の嬢いな匂

いのする塗料を使うことである。今日も無出な

至福の一日が暮れる。

6/10 曇

宮沢賢二の「雨ニモマケズ」の最後の方の‐

節「ヒデリノトキハナミダフナガシ、寒サノ夏

ハオロオロアルキ」が今までその鰤 はっき

りしなかった。それは百姓の気持ちになると云

うことだ。早魃にならぬかとえ昴 、冷害に

ならぬかと心配することだったのだ。俺にば百

姓の気持ちは今までわからなかった。工学なん

て学び、プラスチックの物赳なんてばかりやっ

ていたからだ。BHに住みつきはじめて、山村

の人達の心がわからた。人生にはわからないこ

とが多い。その立場になって初めてわかるもの

洩

聖書マタイ5章 3節も日本語の
―

は 1象
しきものは幸なり。天国は汝のものなればなり」

もどうもしっくりしなかった。しかし英文の聖

れ ではっきりした。それには

Happy are those tt m they are spiritta―

Hy poov;the Xingdom of heaven belongs b

them!

iこ
:Z
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「心が賓しい者」ではなく「増が貧しいと自覚

している者」であったの洩

6/2(日 )快 障

午後、岩魚釣りに来た南保さん (NTT動
を小屋に呼び込み、 3時頃まで談笑す。炭焼き

のに 帖 示さ誠 .― して帰る。

崎 月を見る。―
―

脚¬願醜

6/30)曇
旧道槽修7:30an-3:30B高二郎まで行けず

途中で引き返す。パテた。酒と天養羅油を交互

に飲み、あられを食ってたら腹が立った。「お

となの味」なんて書いてある。議が大人になる

ものれ 私 永遠に緑なのだ。大人になると云

うことが人生のはかなさを知ることなら、俺は

いや鳩 人生は永遠のものだ。神の御手にある

ものにとっては.サミエル・ウルマンの詩にも

あるではないれ

6/4(蛉  絆 雨

―
あやしいので山道作業は中止.屋根

罐 縮 .難 な生活をし、―

深く考える‐‐1私の造語である。贅沢すると人間

ば跡を考えなくなる。満腹だと眠くなる。粗食

して強 ていると商 ぎすまされる。した

がって頭脳が鋭くなる。

6/5(水)晴 れ

IBL-7:30an-4=00L1089meakか ら

=旦下った窪地の残雷の地点まで。鋼

明な為、登山道以外の本を切ったかもしれない。

山道で学生時代の俺に出会った。

「今なにしているんだ」

と学生時代の俺が聞くから

「いろいろあった人 今小屋番をしながら山道

の整備をしている」     ′

と答えた。

「ふ―ん」

と不審そうな顔をして、学生の俺が尋ねてきた。

「昔の理想はどうなったんだ」

今の俺は           '
隊 の文句じゃないが、富も名誉も恋も、遠き

憧れの日のことさ。今は一口睦照らすことに専

念することにした:お前に脚 からないと思う

が、やがてわかるさ。さようなら.Berghein

で待っている」

と答えた。

小屋に帰って昔唄った歌をハーモニカで次々

に吹いた い てきた 鵬u気 熱

ば去りぬ」れ

6/6Cわ  穆

わ園雪ま惨口:30an-5:20pL¨ ら縦3Ю

m、 きつかった 2819喘寇コ暉螂工劉鶴り新

4-0上 藤 山本暖 工化大学院

生曽野君 (ワ ンゲルOB)と小生で、高載

案内したことを思い出した。物 卜田教授と

現在の小生の年齢はほぼ同じ 先生にとらてさ

ぞきつい登山だったに違いない。帰りにオロロ

α腟攻撃にば面先生も参っておられた

拠 噸 局 の
― らへ臥 醜

6/70D 曇のち晴れ 夕刻雨
・

新道補修7:“田-5:10"昨日に+100mmJ

たか襲 大部会のサラリーマンと同じく、

項場に到着するまでにエネルギ‐を使い果たし

ろくな仕事ができないo山道を作っ■人の苦労

がしのばれる。彼等にとって山道畦 醐 だ

ったはずである.自分達とは事情が異なる。し

たがって意気込みが違う。け 設けるべ

し。
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6/8(土)曇 のち雨

剥顕耐洋ヘ ダークマター明罰味来の字

宙がこのまま拡大する水 または縮小するかを

決定すると云う。そもそもダーク■タニなるも

のは¬困障静帆 自然とは知れ曲 る程不可解

なものである。学問とは疑間を生む為のものと

も云える。そして自然 佃りの偉大きを知る手

段でもある。

6/9(日)雨 のち曇

J瑾1の還暦まであと80日 。8月 28日まで一日
~合

の日本酒で頑張ってみる。聖書と相対性理

歓 暮ら九

6/10明)曇 のち雨

ワンゲ鵜 アイルランド出身の女子留学

生が居ることを思い出し、便所|こ西洋式使器を

設置した。彼女に使用感想J聞き、改善するつ

もりである。現設違よ早く来い。

酒に印 ヽ ウグイスの声を聞く。自分がこの

世に実在している確力な証拠である。夢でなく

現実である。デカルトは疑って、疑って、疑い

ぬいて自己の実在に達したが(私は現実をある

がままに受t,黒 実在をゆ る。人生の目的

とは、神の世ヽ仏の種楽浄土をこの世に実現す

る為に、各自相応に努力することである。

鳥獣達醸 こ

…

としているがヽた

だ人間だけがt知能という生きる為の手段にふ

りまわされて、この世嗜住みにくくしている。

愚かなるもの汝の名lJIomosapigLS。 人類の祖

先はアフリカの草原に下り立った二人の女性(

男性数は不り にけ る。したがって皆血

縁なのだ:それだのに国だ、民俗だ、宗教だな

どといがみ合っている。これが愚でなくて何だ

ろう。繁殖しすぎた人寿は。人類の適性な人口

密度0こ戻れ それはl lmに 1.4人である。(東

■ MりIli-0静        `

6/11(ハ  雨

本格的な梅雨の魏 これもまた良し。昨日

から固形物のない鎮 酒t塩分、永 これで

生きれるはずだ。横山大観の操作「動

は酒によって画かれたという。ヮサビを替油に

溶いたものをなめながら、酒をチピリチピリ。

これが真の費沢と云うものであろう。

6/120Ю  晴れのち曇

朝t ttι ¶掛嘲tっていて初霜の様だった。朝

日と綿麟と自い7Lこれが挑源郷である。高級

プランディーRew Lttin入りの1厖熙りいつ

つ山を見る。このような幸せがあってよいのか !

―
の生活こそ理想的な生き方と思うので、

考えた結果、臓tteの南側を用にすることにし

た。                |

6/130村  晴れのち曇

一

日は式で展開した。昨夜■晩中

夢と現の中で計算した。Einsteinと 結論は―gt

した.ついに俺は「フイン 酒多側 となった。

(こ のノートの初めの所に書いた)

時 の設置完了。畑作りtt― ある。

竹Omtはりめぐらされているのにltaっ た。

ぼちばちやることにする。講陸硝書υ妻札

6/14 GD 曇のち晴れ

正午頃ぶらりと小屋を出たら、元倉谷に住ん

でいた夫婦に出会った。二人とも蜘 1年生ま

れ。私と同障樹である。テント張りの■歓 御

馳走になり、みやげまで戴いた。へ 小立野3

丁目に住んでいる方達である。あさって日曜日

にまた来るからおいでと云われた。有り難い、

あリカくたい。
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6/150配 曇 晴れ 曇 雨 一つゆ空

…

いるかどうか心配しているよ

うだから、どっこし撃 ている証拠を見せに金

沢い 出る。ヽJ― 風呂に入れてもらい、

カツオの刺陽の御馳走になる。長男が顔に出し

に来た
`立

派な青年に成長していた

6/16(日) 和 ち晴れ

午前田純劇嘲咤を出る。7」u観 臓てぃた

ので、そのままにしておいた.舟田節子女帝宅

に行き、女房からの小包をもらい、手土産まで

いただいた

午後 1専到硲卜に着く。羽場さん対日L嗽の

帰りを今や遅じと待っていて下さった。上井得

二郎 (ド ンソ)、 山崎隆 (キ ュービー)一‐ェ化

帥年尽器―と羽場さん国同緩性と分かり、ます

ます意気隣合す.そしてユ 山崎等と似たこ

とを云うことにも同級生を感じた。

6/17偶 )曇 時 雨々

ドアOlu鎌 研ぎ、etc i―で一日暮れる。

夜t素粒子と超磁について考える。
―

磁 、

6/18∞  曇のち晴れのち雨

駒帰まではがきを出しに行ってきた 途中ダ

ムサイトの道を昨日研いだ鎌で、笹やススキを

払いながら。 4時にBernei“に着いて飯を作っ

ていると雨:俺はラッキニに生まれういた。途

軽 の実を食いながらの良き一日であった。

6/19ω  雨のち晴れ

中   「
・ ―

補 ・ 謝

に読んだ時とは別な感想を持った。若い時に興

味のなかった宗教についての四国の考え方に共

感を覚える。これは璃齢のせいかもしれなしヽ

6翔 肉  曇

還暦を迎えるにあたりヽ4ま 考`えていたこ

とをまとめてみた。 日諦歌 イ詢虫 超磁につい
て」である。フンゲルの諸君に読んで欲しい。
今後は観雌囲論の展鴨睦進めたい。

金沢に出る。舟日女史と昼食像、角間の大学

へ行く。驚いたこと

…

はくBHに何時

の間にか浮浪者が住みつき、行方がわからなく

なった>と話題になっていたことだった 学生

部に顔を出して

麟 は私です。お騒がせしてすみませた 」

と詫びておいた。

前日先生、村田女史に会い、楽しく語り合っ

た :小林君宅に泊めてもらうつもりだった八

ガッポリJNE― 当が入ったので、ビジネス

ホテルに泊まる。

6″ ③  雨のち曇

工学部へ行き、電気の鈴木教授 (ワ ングル0

B“
"年

会しヽ 久u暖り申甲ら 次団曳と飯

でも喰いながら、続きを話すこキにする。物質

工学の中本教授とは漆や木炭の重要性について

語り合う。 51讃頃力爾獣。

6/復 ω  曇

朝プランデー入りのカプチーノを飲みながら、

一昨日舟田女史に提出した超磁についての説明

に不備な点があることに気付いた。早速金沢の

街に出ることにする。そして正国囲宅で泊まり、

私の初めての論文について討論しよう。
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6/23(日)晴 れ

金沢からの帰途、羽場さん夫婦に会う。サン

マ三匹もらう。飯を決くのが面倒だから酒にす

る。サンマと酒:何と幸せな贅沢な夜食よ。そ

れにしても正国君の生活を見て考えさせられた。

構 とはなんと余裕のない生活なのかと。

自分の好きな研究をして、若い人を相手に出来

るうらやましい職業と思っていたがヽ実情は違

う。雑用ばかりらしし、 自分の好きなことを考

え、行動に起こせる、私の現在の生活が‐番め

ぐまれている。神に感議 鳳 人にも:鶴塩

全てに感謝.食って、飲んで、寝る。

6/24")曇 のち雨

鳥のさえずりに日覚め、さわやかな気持ちで

酒を飲む。すると頭にひらめいた言葉がある。

それは 時間のもう一つの憲L
HEIとは、エントロピーの増加を表すための

婢扮濠醐k● ラヾメーター)である。」

これの方が

剛 とは宇宙の表面積である。」

よリカッコがよし、 7月 1日金沢の街へ出測際

に舟田女史に伝えよう。山に居ると頭が冴える。

当分山から下りられない。

6/25∽  大雨

"nin cats and dogs'僣 稿敵で習った'ド

シャ降り雨 "が降る。河原に放置してあった洗

濯物の入ったポリバケツと大型ドリタンそっく

り流されてしまっれ 勧 は次の通り。

山シャツ1志 =聞[シ ャツ1着、厚調旧Fl患

薄手靴下2足、バンツ1看. 動

ポリタンク1個にポリパケツ1個L C吐1ワ ン

グル備品)備品については弁償させていただく。

'Nature"又 は'鮨rican physical s∝ iety"

に投稿する為に原稿を書き始める。

現在午後2時半、雨は絶え間なく降っている。

天が汚れた人間社会に洗礼を施す様に。清めら

れよ、人の世よ。そして甦れ !午後5時、倉谷

川Iの濁流はものすごく、下の選歩道まで流れが

入っていた。金沢の街の無事を祈る。

私が大学け る申 には 浅野

川が氾濫したことがある。BHでは洪水の心配

はないがヽ自分のみ無澤であれば良いというノ

アの心崚にはなれない。

6/%“  曇のち雨 (降ったり上んだり)

のち晴れ

今日も至福のhilight Tineが訪れた。下手

くそな英文による「時間と存在」「エントロピ

ーと超磁」の原稿を書き終え、今紅茶にブラン

デーをたらしたや        でいる.

明日もし晴れたら、水平道 (ダムサイトー船

の危険箇所を修復しよう。

臓田鯉動υΨコ と「聖書」を読む。私の60

年の足 を振り返ってみる時、もの心が鈍 てヽ

殊 心配手、悩みのなかった時はなかった。

今は違う。毎日が囁沃である。あたかも鳥や動

物がヽ明日を心配せず、今日という日を精‐杯

楽しんで生きて居るのと同じである。それ心 、

自然の中で暮らし、神を受け入れたからである。

皆に伝えたい。諄 ればそこに天国があ

ることを.

6/η
" 

曇のち晴れのち曇 に 日ヽ竜Ю

午前中、河原で洗濯していて閃いた。「時間

は宇宙の表面積にある」と仮定して誘導される

力は 9-Lの 球 ある四つの力、

すなわち「重力」「磋闘力」「強い力」「弱い

力」を統■する力ではないか?と云うことであ

る。神に林 真理に輸凩
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6/280 曇時々雨  (さは晴対

昨日に続き 日贅この力」を考える。エントロ

ピー出超磁の数 (Σs)を意味する。統■のカ

を作り出す要素である。
.   

△ω

F一 Σ s。
一

/4π ゞ

△1

の式のΣsがエントロピーである。

(△ ω 3超磁重量 △13超磁長さ R;宇宙

鞠

我々は宇薔半径やエントロピーを見ることが出

来ない。したがって時計というものを作り、時

間をバラメーターにして、見ることの出来ない

ものを計測しているのである。・ 3ig L理・ で

神は空間とぶっしつを創造した。人間は職

考え出して、その時間によって苦しんでいる愚

かしい薇

神lJAに宇宙創造の秘密を打ち明けられた

今こそ、日本酒の抹茶割りで神をたたえん !乾

杯 !"我々の神とは天地之に由りて位し、万物

之に由りて育する宇書の内面的統■力でなけれ

ばならぬ
コ
西日 幾多罵

6/D(D 晴れ  Qヽも晴D
午前中、ダムサイト方面に道の状態を見に行

く。沢の入り込んでいる箇所は何処も相当崩れ

ていた

一

けることに

…

る。

6/30(日) 雨曇「
‐‐のち晴れ (心は無論晴わ

明日は■黎幕朽覗関魚 舟日女史に熱 に`金

沢に出る。超磁理論を学ぶ。必ずマスターする !

一世一代の論文 (英文)を書き終える。もう死

んでもよい。生きたあかしが出来た。乾杯 !神
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続 フ イ ン 酒 多 飲 日 記

7月 1日 明 )・曇

舟mに 会いt■方的にしゃべりまくらて

申し訳なかったがヽ 人と話す機会がしばらくな

かったもので、つい度を越してしまった。反省。

■引おりけ日鬱睦儀 して、帰り1胡饉轟顕

をもらう。金沢らしい伝統はここにもまだ生き

ている。―   「ばたん」国開店田間年で我々

中 のコーヒー‐杯の価格田円でサービ

スしていた.学生の客はない様だった 時代の

流れを感じさせられた.

7月 2日 (灼  曇

うるしかき道具を送る為に金沢に出る。食糧

類と偶濯財鶴ナた佃 晴 腱弱れ勁竜方」を

買う。7時頃小屋に帰若す。10峙半項ふと目を

覚ますと外は満月。寝るには惜しい。酒を片手

に小屋の外で月見の宴としゃれこむ。万感胸に

追り、昔山でよく唱った歌 "晰m the moom

coms over the motmtain"を 唱った。そろそろ

梅雨明けかもしれない。

暉硲Ю沢音高き月の夜に 重ねじ酒杯に

夜も眠れず」       暁風

7月 3日 0い  梅雨晴れのちこのち雨

―腱鐸り歩き方」竹内均著によれば

藤 おける第■級の仕事は 大胆な仮脱の

提案である。あとになってそれが実証されれは

その分だけその科学が大きく
―

る。観察や

実験によって反証さいまいで残った知識の全体

が科学である。科学l― あることを主張す

る脚 岬 なιヽ それよりもむしろ、偽

りであることが立置きれていないために、偽り

であるこどが量証されないうちは支持さⅢ .ま‐
た信頼される知戯の体系である」

これ程私に勇気を与えてくれる言葉はない。私

の初めての論文を竹内先生が支持してくれたと

云っていい。竹内先生にも私の論文を送ること

にする。 (竹内均氏ば四高出身であり「物理の

傾向と対策」で高校時代にお世話になった。)_“_

7月 4日 休}曇
遊歩道 (倉谷―ダムサイト)の道路整備。11

譴-5".中間点にあたる漣 丸木橋の材料

になる木を切る。

7月 5日 0 雨

英文の論文の結論 (3)の不備に気付いた。

∽
“

luslon

③ The tine neasured by tttch deserve to

only paneter in oder to o4_

universal(truep tine and enhpy。

これ励頓蘭資の顧EDだと』ルヽ汎

7月 6日 CD 曇のち晴れ

厠時―14:301報雲 1髪婆 ダムサイト
ー

道整備:■昨日の残り、中間点の沢からダムサ

イ稽
=行

きに,人、帰りに,人に出会う。ツ

ユも明ける頭に夏山シーズンの到床かり山道の

整備も始めねばなるまい:疲れて酒を飲んだら

気分が良くなり、何か書きたくなった。物理学

者の寺嘩 は"好きなもの イチス コーヒ

ニ、私 無 懐手して描 見物rとぃってぃ

る

'氏

私蜘 だけ違う。私は'好きなもの

フイス 同じ"である。久し振りに夕焼けがき

れいたち明日中 あるような予感がする。

7月 7日 (日) 曇

今日は聖日、たなばた祭b朝早くから、日本

酒の麦茶割に―
のハチミツを入れ、マリー

ムをなめなめ

―

ぅている。中

理に数学のテーマを頭に入れ、そのテーマの熟

成をゆっくり待つ。あたかもフインが出来るよ

うに。至福の人生に乾杯しここ動 の暮ら

しに疲れた人達の憩いの空間に、Berg heimが

酒と学問を愛する人達の梁山泊になればよい。

心からそれを願う。予感的中.昼頃大出餞君、

イ、屋に到着.越冬できるくらい大量の食糎をも

らう。麒 二人で金沢に下る。



7月 8日 偶)曇
金沢のビジネスホテル シマノで泊まり、午

後1時頃帰着.ドァにコーヒー、酒のツマミ等
の入った袋がかけてぁった。金山谷に居る向井
氏の所疇 江 学馴コ四薄卒α麺勧 らヽのも
のだった。感謝。留守にして申し訳ない。 1

7月 9日 (ガ  曇

今日も又、おだやかに暮れてゆく。紅茶にた

らした日本酒の香リカくたまらない:蚊取線香の

ききめバッグンである。

3atに又も付け加えのニペこジを書いてしま

った 舟眩 史に

…

ことと思うッ民 お

許しを乞うしかない。

「カメ虫ホイホイ」を製作すれば売れる。■

アルコール入リアイスクリーム、アイスキャン

デーも作ればホイホィ売れること請|〕い 、何

と素晴らしいアイデァでぁろうかり山の水と空

輔 な する。

7月 10日 IЮ  晴れのち曇のち小雨
一日中読書。こんなことで良いのかと自分を

疑う。もう■人の自分は今ごそじらくり考えて
次の― に備えよと云ら。糠こはたきな仕事
がある。この議 ュートビァにすなことだ。
その為のマスタープランを今練ることをぁる。
道盤 ることである。読書ばかりにふけって
はならぬ。ッュ明けとなったら戸外に出よ。そ
して皆の為の道を整えよ。あせらずt少しずう。
今は晴耕雨読で良いではないか。聖書を読現
そして祈れ !

7月 11日 肉  曇

朝6時半日本酒のコーヒー割を飲みつっ、我

決意す。'■才迄にこの地上に神の国を建設し、
801で逝く'ま ずその第‐歩は倉谷から.神よ、

我にその力を与えたまえ !

結 論

(1)存在は力を生ずる。宇宙の中心に発生する力は宇宙を拡大する力となる。

(2)こ の力は他の4つの力「重力」「電磁力」「弱い力」「強い力」を統一するかも

しれない。

(3)エ ントロピーは超磁の数のことであり、時計によって計られた時間はエントロピー

に 磁の数)増加のパラメーターである。

(超磁の長さ10 cm以下)

[Pray to Lord]
Our Father shich art in heaven,

Halloned be thy name.

Thy king-don come,

Thy r+ill be done in KURATANI,as it is in heaven.

Give us this day our daily bread.

And forgive us our debts,as ne forgive our debtors.

And lead us not into temptation,but deliver us fron evil;
For thine is the kingdom, and the poner, and the glory, for ever.
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続 続 フ イ ン 酒 多 飲 日 記

7/120 晴

朝 9H7J堰睦出る。金漏胸畑帥貶提出する

ことと、先祖の墓参りである。父方と母方の墓

地へ行く。泊まり由回のビジネスホテルシマノ.

8月 3日 の会津から出てくる家族の為の予約を

しておいた。午後8-出 る。「ぼた

ん」でコーヒーを飲みt「リリー。マルレーン」

で久し振りにドイッ語と英語でリリー。マルレ

ーンを唄う。山膨県米沢出身のアルバイトの女

子大生と知り合う。

7/13 仕)  1書

金沢で久し振りに自由軒のカレーライスを食

う。昔とちょっと味が変わった。もっとカラか

った気がする。年齢のせいか。味覚が変わった

のれ 遊廓の跡が茶星になってぃて、そこで抹

茶アイスを飲んだ。昔の廓の面影樹懸共 若い

鑓 の観瞬塑戟民 かつての限達が春を売って

生きていた事実を知って八 知らず沢 糧

性まで来ていた。時

…

ぎてゅく0午後

7時前にだヽ屋に臨

7/14(日 ) 晴

今日も又至福の夕暮を迎にる。橋を架ける為

の流木を珠 調 Il吊構を渡って最初の沢ま

で殖邸ヽ 帰り意 倉谷川にドンプリiと浸かり

汗を洗い流す。嶽 彙悪l駄に朦 出会う。

小屋で■服するようにと誘った力ヽ 山賊とでも

思ったの力、 J渥に来なかった。彼等はにわか

雨に会っている筈である。人を信ずれば良いの

|こ .

7/15倒)曇のち晴

夕刻5時傾ヽ英文の中 剛曝日 と「謝

辞」を持って金沢に下る。舟日女史の郵梗受け

に入れ、天神橋の卯辰山側にある無嗣休憩所で

泊まる。この休憩所は2間X3間の広さでBerg

:::L'I‰ 針

｀

重躍 鯉 弔

浅の川の川面の風で夕涼みとは、何とオツなも

のでござんしょう。

7/16∞  晴

まだ暗いうちに掃除のポランティァ婆さんが

やってきた:次に早起き会の爺さん連申の集ま

りが休憩所で開かれた。寝ているどころではな

くならた。私も爺さんの仲間に加わり、フイフ

イやった。八十才の爺さんとはやはり話が嗜み

働 ない。垣畢冽渥 に儲 .

7/17 ∞   麟

八月二日に金沢に来るという娘達にそれぞれ

便りを書いて、ポストに出しに駒帰まで下る。

途中隠才の元倉谷の住人と知り合う。動 に

定年まで勤めた乱

7/18" 競

今日も何事もなく穏やかに暮れてゆく。下界

はどうなっているか、私の関知しないこと。マ

タイ伝18章に次のようなことが書いてあった。

弟子達がイエスに 時 は誰がもっとも偉い

のですか」とたずねると、イエスは子供を呼び

よせて皆の前に立たせて云った。「あなた達が

変わり、この子供の様にならなければ天国は受

け祓 い。天重欺r―J圏障ぃのは、この報 の

様に、自分を何も知らない、無知なものと思っ

ている人間にある」と.島林君が闘いたら泣い

て喜ぶ言職こ 大人になれないなどと嘆くこと

はない。いつまでも報 の地端 ち続けること

が偉いことなのだ.

7/19 0  快晴

流木を切って―
の材料とする。直径

"m長さ3mは少 運々本のに力と時間加遷島 今日

は切るだ
`九

午後は丸裸で調 :Iで縫 。いい
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ものだ。俺は捨てた。世を捨てたのではなく、
古い自分を捨てた。ぁとは自然に、調 ‖の流
れにまかせて生きるだけだ。神にこの肉体を提
供したからにはじ人間とは単純で簡単なものを
わざと難しく考える性癖がある。この世を天国
にするのは簡単規

…

珈雌である。物
は人類皆平等に分かち合い、ェネルギーの消費
を少なくする:この世から釧えと戦争を追放す
る。これ等はすぐ出来る。出来ないのは愚者が
多いから,喘

7/20(D 晴

午前中倒床を切る。これも木活の材料bゴリ
を取りに来た人に会う。大学は既に夏休みに入
ったは九 J中高の]謝い も近い。お柿『の建
設を急がねばなるまい。犠 大統■理論につ

野 論 s計 謙 :蹴
」

鰤
辞 の歩き方」と西日 鯵 郎の「善の碗
榊 じたことは、「あらゆる欺 は川間の
ものであり、真理は神のものである」というこ
とである。したがって真実は無数にあり、真理
ltt-2

7/21(日 ) 快晴

今日はかなり山に入った人がいた様である。
小屋を訪被 人はなかった。午前中は昨日と同
ほ 倒木を切る。午後はジョン・パロゥ著「宇
宙が始まるとき」にのってぃた4つの力の分か
れる先の不明になってぃたところに、私の万有
斥力 (腱脚Ision)を書きi四矢 明日、舟田女
史に提出する刊己 顛 の動 く滴際に寝
そべりながら幸福感に浸った一日だった。これ
からの人生眠 Mで もいいょぅな生き方
をしたい.まだ見ぬ明日よりも今日を充実させ
よう.山道を整備することと、聖書を読むこと、
それが私の義務である。仕事である。神の国の
建設の為に。

1暖はォロロが出るんですょ !」

「でも、昔は人が住んでいたんでしょ。それ
なら暮らせんことないですょ。」
と、日村先輩は颯爽と、マウンテンパイクに

踏がり、倉谷へ戻られるのでした。

補助金を受け渡しにおいでたスポーッ振興
課の用崎主査 C7Jヽ 3ま で倉谷に住んでいた)

に、羽場さん夫婦が‐番上の姉であること‐―

「ほやわいね。そんなくもの好きな所>へ行
くモンな、昔住んどったモンくらいしかおら
んフィネ.」

…

たな

「 アノーオロロはどうしてぉぃでたんですか
?」

「 そんなモン.バチンと叩くだけゃヮィネ」
‐・‐
融 した。

さて、梅雨があ |六 猛署とオロロの基 ―修
行はいよいょクライマックス機 ょうとし
ています。

こんな折りに、日配翔h環課縫遡ぇられ
ることになりましれ 会津若松から、ご家族
がヽお祝いと偵察におみえになります。キリ
ストにlよ マリア様がt田村さんには、昭子
夫メめヽヽ らっしゃるのです。 時 の蔭に

さらに偉大な母性あり !)

8月 3日の晩Rリ リ上。マルレーンにて
く軟弱グト プ>と洒醸を張り、 4日 の昼は

噸 大島OB会鍋臥 他と、BHで炎
署の宴を張る刊己 動 方は 田粒先輩

が担ぎこまれた蚊帳の中で倉谷の夜を過ごさ

れることになっています―Ъ
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:ふ 職 中 ― 口 新 聞
11996年 (平成 8年)5月29日 (水曜 日)
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グロ義養興Lノデイ ド

「
ィコ月 I舅誕"だ L」

15期 舟田 節子

ナカオがこの仕事をうけたと朦 たヽのは鶉年

初めだったように思う (ワ ングルの馬周年記念

総会をやった年).夏には執筆メンパーの4人

が決まった:私が躍ばれたのは――‐
「女性蜘

もあった方がと、会の原稿については意地にか

けて G聾彙国家業で、報 に籠 癬 す爛

早出しを努めてきたからなのだろうがヽ 林代表

がどのような

…

をされた結果なのか

までは知る所ではなし、

2コースのい は

a登山やハイキングの対象として、地元で親し

まれている山

b登山道t遊歩道など、コースが比較的よく整

備されていること

c展望や日の出、桜などの花の山などヽ 何らか

の徹 のある山

d家族向きのハイキングに敵している山

となっていた.

諄 底 山麓からの機州出象 山頂稼

す写真の2点を必ずいれた上に、藤 登

山風景などを1コ ースにつき4-6点提出とな

っており、人物が写っている方がよいとの補足

もあったということだつたe

山

…

おいてはヽ 及動 くカツトさ

れてしまい、ガ ■ 赤兎など県境の山は石川県

からは道がない。県暁の山を含め、すべて編集

担当と打ち合わせのうえ、選定されていった訳

だがヽ その過程において― されたのは‐‐―山

と渓答隆R一 つの企画として榊 ガイド

を打ち出したものであろう八 いわゆる県民に

推奨できる登山コースの視点を持づ曝、ラ印1県

の山はあまりにアクセスが不便で、道標等の整

備も行き届いていないということだった。その

ことR近 年私達も「ヨLEO100山を登る会」

で

―

t「白山眺望の山・
―

ゆ

かりの山」の企画などで県外の山に登る機会が

増え、気付いていたことでもあった。私個人も、

年寄りが動けなくなってから押し込める施設を

デンと建てるより、気軽に自然に触れ合しヽ 眺

望を楽しめる登山道整備や、アクセス整備の方

にお金を使ってはしい、心身共に健康な老後の

為にも山を見直してはしいと思っている。

ともあれ、「社会性ある登山」「駆 脊山」
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の会のスローガンに沿うものとして、この企画

を受け止めたし、請負仕事ながらもそれらの願

いはこめて、世に送り出したつもりでいる。

蟻 52コース中きっちり4分の1の 13

コースが割り当てとなる。北は輪島岩倉山から、

南lt― 薙 師 まで、¨

の短いものが主体になる。   ■

「どうもお注還いいただきまして。」

と言ったら、         1ト
随 いから楽というわけではなも、行程の長い

山なら、右へ行って左へ行ってとそれだけでガ

イドが書けてしまう。短い山の方が何を書くか

輝 しをヽもスパヽ 」        .
と言われた。         1撃 i、

ただ、低い山の方は、選定に入ったからには

歴史や、文イ田な 言純量 記念碑など何らかの話

の種は持っている。株 欄外に書くべきこと

を本文中に混ぜてしまえば、書けないこともな

かった。もちろんわずか=行の確認のために出

直したことも再三ではあったけれど、 Vin
り」出政しい反鳳 気楽でもある。それ以外に

書きようがないし、実際には規定行数に納める

ために添削の「Hl」 の方が必要だった。ガイド

文については いざとなれば傘をさしてでも確

かめに行くわ !の開き直りもできれ

たいへんだったのはなんといっても写宴:カ
メラを持たない山行などありえない力ヽ これま

ではわざわざ高いリパーサルフィルムを使う気

まではなかったし、使うとすれば無人になって

からシャッターを切っている。要するにストッ

クなど躙K、 熱 りにイラいねばならないと

いうことだった。晴天 (霞がかかっておらず、

青空の日)と休日が重たる確率がまずネック.

さらに、躙 に石,II県の山は、地欄的晴天の

見込まれる午前中が逆光になるというハンディ

まであった。

この企画は会として受けたので、他の会員も

協力することになっていたけれど、なにしろ低

山担当で、その程度の山でせっかくの休日を潰

してもらうのも気がひける。写真にこだわると‐

天気オンリーで、人様の都合まで加える余地が

ない。結局、家族という一番効率のいい単位で、

いつでもカメラ入リザックが部屋にに転がって

いる状態の中で、ノルマをこなしてぃったod
の家族向きハイキングに適している山の点では

一男坊が格好のモデルになった。

低山がメインの私は麓からの写真に難渋した。

低くて、まわりの蔭になって見えなかったり、

どのデコポコに当たるのかがヽ分からなかった

り。麓の人に問いても分からない。山へ行こう

なんてまさしく、都会人の遊びであって、どの

デコボコにどんな名前がついているのか、彼等

にはホントに暇なことに過ぎないのだった。そ

こら中の林道を見えるか?と走りまわったりヽ

結局は頂上から、眼下に見える景色の中からス

ポットを選び、駆け降りて、今度は車でその地

点へ走り、「だめや。前宙で下

…

ん。」

を操り返し―‐Ъ こうして読図閉が否応無しにつ

いた後半lよ 「ここなら見えるはず」と走り「

やったゼ !」 になれた。ただ、はまりだすと、

「 もっと良く見える所」とか、「この間のは色

が悪かった」になり、いつまでもピリオドが打

てない状態になられ こうなると、職割豫 夫

のこだわりの方がひどく、私は車ぽ あきれて

ふて寝t彼の方が脚立を抱えて崖を登って行く

といった場面がくり広げられたり、現像フィル

ムが戻ってくる度tどれを選ぶかでまた戒

アッシーもやってもらっている手前…Ъ

また、― 中

…

というアクシデン

トもあらた。彼等の担当分を、やはり要領をつ
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かんでいる私達のカメラが補充することになっ

った.その間には、 日和|の自然百景」写真コ

ンテストで2席に入り、ちょっと自信をもった

一コマもあった。

師年9月、締め切り2ケ月前に林代表に全て

をお渡‐じし、ホッとしたような、農脱状態を味

わった。

この分県ガイド眠 1年に2回 4-12県ずつ

発行されていき、あと4県で完結となる。担当

編集者は二人いるらしく、片方は要項どおり1

ルートに2-3枚の写真で編集しているし、も

う片方が 1′ト トに5-6枚を掲韓し、人物も

正面を向いていようとおかまいなし。後者の編

集をそのように編集方針が変わったのかと勘違

いした私達は また登り直して標識の類を撮影

したり、顔がないわけじゃあるまいしと後ろ向

き人物しかなかったのを、上自を向いてにこや

かに■撮り直しもした。編集者が二人いで、そ

の渋い方に当たったのだとわかったのは、初喘i

が届いてから一b

熙

…

で切り取る。その写真をそ

こヽ 登ったこともなι哺謝褻颯民 どんな基準で

なのか、選択してしまう‐‐Ъ自分にとって快心

のカットが落とされ、どうということもないの

が掲載される。こエイ、フィクレムを、時間を返

せ !舟田夫婦は、声を合わせて編集者をなしり

合った。|― にせよ、映画にせよ、見る立場

以上の観点を持たなかった私にとって、そのあ

たりが驚き、歯がゆさ、そしてあきらめだった。

ありきたりだがt本当にいろんな勉強睦させて

もららた。

さて、マイナーな石川県がどれだけ売れるの

かと思いけや、全県を備えるマニアもいるので

1万 2千部を用意すると問いている。今、書店
では 夏山情報誌の横に R訓 l県の山」が積ま
れている。それを手にとり、自分の名前を確か

めて、ニヤッとしている私はまぎれもなく「‐

人のおばさん」だ‐‐Ъ

かつて、こんなふうに「かがのと百山」を手
にして、私はナカオ山幅会、入会希望の手紙を

出した。それから2摯‐b本はどんな
=人歩き

をしていくのだろうれ

|「Elll県の山」を購入された方ヘ

壻̈鎮については (莫大な時間をかけたの

でこだわる)、 舟HEOペ ージ全部と、
p∝L左■ p■k右ム βlム

酬 ム 硼 虫

“

囲L高ヨ隆訳

メ範L がη上、 lη左上、 p87■

―
LIの 4枚を撮影しています。

「石,1県の山」未購入の方ヘ

ーギ酔薔割引+m7J雄J亀金+醐 で、

1750FIよ り数10円安くなるだ:九 書店で注

文いただく方がよろしいようです.

もちろん著者サインの欲しい方はこの限

りではありません.ご希望の一言も添えて

下手くそなサインをし、郵送させていただ

きます.
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北日本新聞

994 (平成6 )5月 19

富 山 岳 違  '94
ガ ツ シ ヤ ー プ ル ム I峰
難  0

18期 田辺 隆一

富山県下詢余りの山岳団俸

…山岳連盟で、私はそのうちの一つである十全山

岳会          oB会 )ョ山聴燿限

及び、他の別の山岳会にも所属していま九

組織眠 親

…

会、自然築護R
指導委ti― 海外登山委などがあり、

中でも海外登山委で0ま 国際効な 鰤 の

っています C― に

もほとんどあると思いま力 .

数 でR― lhの レベルアップ、磨

若い人の海外登山の経験のために、近年酌 5

年毎にヒマラヤ逮征を企画、成功させています。

('田ナンガパルバッ田貶騒 '田 プロードピ

ーク8047E'94ガッシャープルム180688)

岳連の事業に参加するには ¨ 会員
である必要がありますがヽ一時的慮預かりの身

分での参加睦認められることもあるようです.

普段の山行や トレーニング等は、各出欧無

あるいは個人によるものがほとんどで、マッキ

ンレーやチョーオユー等の海外遠征から、四季

の剣岳や北アルプス等、各自のペースで行われ

ています。私個人は、冬は数回のリフト付スキ

ー場も含めて山スキァ、春は山菜取りを兼ねて

登山及び山スキー、 7, 8月は立山 《翻餞R

―

、秋は宴会登山。
1。と、一年中スケ

ジュールで一鸞←‐といいたいところですが、実

際lt― とるのがなかなか難しくtアールに

ひたってしまいます。

さて、昔も今も世の中いろいろ厳しく、長期

休暇がとれず参加を断念する人、退社する′な ′

様々です。私の場合は病院への貢献度の高さ故

(?)、 皆さん気持ちよく送り出してくれ、感

謝しつつも、当然当然と思い上がってみたり‐‐Ъ

5-6年静かに仕事をしたら、もう一度くらい

行かせてもらえないかなあと、思い出にひたる

毎日で丸

<6>

隊
員
の
健
康
預
か
る

レ
ー
ド
マ
ー
ク
だ
。

一
九
八
三
年
に
県
山
岳
連

盟
隊
が
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

⌒八
、　

〓

一五
屑
）
に
遠
征

ン
プ
に
く
ぎ
付
け
だ

っ
た
。

「
今
回
は
ぜ
ひ
、

上

へ
上
が

り
た
い
」
と
い
う
。

今
回
の
遠
征
で
は
、
標
高

五
千
屑
と
い
う
高
い
地
点
に

ベ
ー

ス
キ

ャ
ン
プ
を
設
け

行
き
た
が
る
の
で
、
気
を
付

け
な
け
れ
ば
」
と
話
す
。

金
沢
大
学
医
学
部
に
在
学

中
か
ら
同
医
学
部
十
全
山
岳

会
に
所
属
し
一
北
ア
ル
プ
ス

の
山
々
を
登
っ
た
。

山
雄
会
に
所
属
。
黒
都
市

三
日
市
。
婦
中
町
冨
崎
の
実

家
に
両
親
が
い
る
。
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ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
高
度
障
害

は
つ
き
も
の
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
中

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
大

な
り
小
な
り
頭
痛
に
苦
し
め
ら

れ
た
。
足
早
に
歩
く
と
す
ぐ
に

息
が
切
れ
％
た
め
、

ゆ

っ
く
り
と
し
た
ペ

ー
ス
で
歩
く
し
か
な

い
。キ

ャ
ラ
バ
ン
五
日

目
、
つ
い
に
佐
竹
剛

彦
隊
員
が
ダ
ウ
ン
し

た
。
朝
か
ら
調
子
が

悪
く
、
遅
れ
気
味
で

歩

い
て

い
た

の
だ

が
、
午
後
に
は
ほ
か

の
隊
員
よ
り
相
当
遅

れ
て
し
ま

っ
た
。
意
識
が
も
う

ろ
う
と
し
た
状
態
で
ウ
ル
ド
カ

ス
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
た
ど
り
着

く
な
り
、
倒
れ
込
ん
で
し
ま

っ

た
。田

辺
隆

一
医
師
に
点
滴
を
打

っ
て
も
ら

っ
た
が
、
食
事
も
の

ど
を
通
ら
な
い
状
態
。
翌
日
か

ら
も
何
と
か
歩
き
続
け
た
が
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
着
く
ま
で

調
子
が
戻
ら
な
か

っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
始
め
た
ア
ス

コ
ー
レ
村
の
標
高
が
三
、
〇
四

八
腐
。
こ
の
あ
た
り
は
ま
だ
高

度
に
よ
る
障
害
は
な
か

っ
た
。

標
高
三
、

四
〇
〇
屑
近
い
パ
イ

ユ
あ
た
り
か
ら
次
第
に
息
苦
し

ぎ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
。ウ

ル
ド
カ
ス
は
富
士
山
會
一、

七
七
六
店
）
の
頂
上
ぐ
ら
い
の

高
さ
が
あ
る
。
頭
痛
を
訴
え
、

田
辺
医
師
か
ら
薬
を
も
ら
う
隊

員
が
増
え
て
き
た
。
ポ
ー
タ
ー

た
ち
も

「
風
邪
を
ひ
い
て
せ
き

が
止
ま
ら
な
い
」

「
く
つ
ず
れ

が
で
き
た
」
と
言
っ
て
次
々
に

薬
を
も
ら
い
に
来
て
一
キ
ャ
ン

プ
は
さ
な
が
ら
野
戦
病
院
の
よ

大
な
広
場
の
よ
う
な
地
形
に
な

っ
て
い
る
。

正
面
に
ガ
ッ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム

ル
Ⅳ
峰

（七
、
九
二
五
層
）
が

立

ち
は
だ
か
る
よ
う

に
そ
び

え
、
パ
ル
ト
ロ
氷
河
は
大
き
く

有

へ
回
り
込
む
。
左
側
に
は
バ

ル
ト
ロ
氷
河
か
ら
枝
分
か
れ
し

た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

・
オ
ー
ス
チ
ン

氷
河
が
延
び
る
。
こ
の
方
面
に

は
、
ど
っ
し
り
し
た
山
容
の
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク

（八
、
〇
五

一
Ｐじ

、
世
界
第
二
位
の
高
峰
、

Ｋ
２

（八
、

六

一
一
層
）
が
成

容
を
誇
っ
て
い
る
。

八
千
屑
級

の
山

々
が
居
ェ

び
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
目
指
す

者
に
と

っ
て
は
心
躍
る
景
色
。

高
山
病
の
つ
ら
さ
も
い
く
ら
か

ま
ぎ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
目
指
す
ガ

）

シ
ャ
ー
プ
ル
ム
ー
峰
は
バ
ル
ト

ロ
氷
河
の
さ
ら
に
奥
に
位
置
す

る
た
め
、

ま
だ
そ
の
姿
が
見
・ん

て
こ
な
い
。
Ｉ
峰
に
は
ヒ
ド
ゥ

ン

・
ピ
ー
ク

（隠
れ
た
峰
）
の

別
名
が
あ
る
。

う

。

顔
の
む
く
み
も
高
度
障
害
の

一
つ
。
高
所
へ
行
く
と
、
小
便

が
出
に
く
く
な
２

そ
の
結
果

顔
が
む
く
ん
で
く
る
。
利
尿
剤

を
飲
ん
で
小
便
を
出
す
の
が

一

田
辺
医
師

⌒
中
央
）
に
点

滴
を
打
っ
て
も
ら
う
佐
竹

（
右
）
。
左
は
佐
伯

黒
崎
隊
員

（後
ろ

姿
）
＝
ウ
ル
ド
カ
ス
の
キ

ャ
ン
プ
地

番
効
果
的
だ
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
六
日
日
、
標
高

四
、
七
〇
〇
″
の
コ
ン
コ
ル
デ

ィ
ア
に
到
着
し
た
。
パ
リ
の
コ

ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
取

っ
た
名

前
だ
と
い
う
。
こ
こ
は
氷
河
の

分
岐
点
に
当
た
り
、
確
か
に
広
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荷
揚
げ
は
、
三
日
行
動
し
て

一
日
休
養
す
る
ペ
ー
ス
で
進
め

た
。休

養
日
に
は
Ｂ
Ｃ

（
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
）
の
テ
ン
ト
で
昼
寝

を
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ん

だ
り
、

読
書
を
し
た
り
、

隊
員

た
ち
は
思
い
思
い
に

時
間
を
過
ご
し
た
。

大
勢
で
楽
し
ん
だ

た
だ

一
つ
の
娯
楽
が

ト
ラ
ン
プ
。
黒
崎
泰

信
、
川
村
泰
臣
、
高

御
睾

し 一
凛
中
』
“
電
」

読
書
は
そ
れ
ぞ
れ
が

持
っ
て
き
た
文
庫
本

を
回
し
読
み
し
た
。

み
ん
な
洗
濯
に
も

精
を
出
し
た
。
空
気
が
極
度
に

乾
燥
し
て
い
る
の
で
、

日
本
に

い
る
と
き
ほ
ど
汗
臭
く
な
る
こ

と
は
な
い
が
、

洗
濯
を
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

洗
濯
場
は
Ｂ
Ｃ
の
そ
ば
の
氷

河
の
上
を
流
れ
る
川
。
氷
の
上

を
流
れ
る
水
の
温
度
は
零
度
に

近
い
。
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
で
手

が
真

っ
赤
に
な
り
、

ち
ぎ
れ
る

よ
う
に
痛
く
な

っ
て
く
る
。

冷
た
さ
を
防
ぐ
た
め
に
、

隊

員
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝

ら
し
た
。

ポ
リ
バ
ケ
ツ
の
中
に
川
の
水

を
た
め
て
お
い
て
、

太
陽
の
熱

で
温
め
る
。
半
日
ぐ
ら
い
置
い

て
も
た
い
し
て
温
度
は
上
が
ら

な
か

っ
た
が
、
直
接
川
で
洗
濯

バ
ヶ
ツ
で
川
の
水
を
何
度
も
運

び
込
ん
だ
。
と
て
も
体
を
浸
す

よ
う
な
大
き
さ
で
は
な
い
が
、

ほ
か
の
隊
員
も
こ
の
水
を
使

っ

快
晴
の
暑
い
日
を
選
び
、
短
時

間
で
済

ま
せ
る
し
か
な
か

っ

た
。Ｂ

Ｃ
で
は
毎
日
、
日
本
語
の

で
き
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
中
は
ラ
ジ
オ
が

荷
物
の
奥
底
に
紛
れ
込
ん
で
見

つ
か
ら
ず
、
全
く
聴
け
な
か

っ

す
る
よ
り
は
随
分
ま
し
だ

っ

た
。田

辺
隆

一
医
師
は
プ
ー
ル
を

作

っ
た
。
石
を
丸
く
並
べ
た
上

に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
広
げ
、

て
洗
濯
を
し
た
り
、
体
を
洗
っ

た
り
し
た
。

体
を
洗
っ
た
り
、
洗
髪
し
た

り
す
る
と
き
は
、
あ
ま
り
の
冷

た
さ
に
決
死
の
覚
悟
が
必
要
。

海
外
向
け
短
波
放
送

「
ラ
ジ
オ

日
本
」
を
聴
い
て
い
た
。
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
入
り
に
く
い
こ

と
も
あ
る
が
、
通
常
は
か
な
り

は
っ
き
り
と
聴
き
取
る
こ
と
が

た
。Ｂ

Ｃ
へ
入

っ
て
初
め
て
日
本

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
が
、

政
権
交
代

で
村
山
社
会
党
委
員
長
が
首
相

に
な

っ
た
こ
と
を
知
り
、

み
ん

な
び

っ
く
り
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
の
異
常
な

猛
暑
、
水
不
足
も
連
日
の
よ
う

に
伝
え
て
い
た
。
向
井
千
秋
さ

ん
が
乗

っ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
打
ち
上
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
も

ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。

大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
生
中

継
に
も
耳
を
傾
け
た
。
日
本
と

の
時
差
は
四
時
間
あ
り
、

現
地

で
は
午
後

一
時
か
ら

一
時
間
の

放
送
だ

っ
た
。

サ

ッ
カ
ー
好
き
の
松
田
靖
彦

隊
員
は
、

ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ

て
い
た
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
サ

ッ

カ
ー
が
気
に
な

っ
て
い
た
。

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
た
め

た
水
を
使
っ
て
洗
濯
す
る

田
辺
医
師

＝
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

一

"一
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富
山
隊
が
登
頂
に
成
功
し
た

翌
日
の
八
月
十
三
日
、
ガ
ッ
シ

ャ
ー
プ
ル
ム
Π
峰

（八
、
〇
三

五
腐
）
を
目
指
し
て
い
た
ポ
ス

ニ
ア
隊
の
隊
員
が
Ｃ
■

⌒キ
ャ

ン
プ
■
）
で
倒
れ
、
動
け
な
く

な

っ
た
。
半
身
が
ま

ひ
し
て
お
り
、
ど
う

も
脳
こ
う
そ
く
ら
し

い
。困

っ
た
と
き
は
お

互
い
さ
ま
。
各
国
の

隊
員
た
ち
が
協
力
し

合

っ
て
病
人
の
救
助

に
当
た

っ
た
。

、
ま
ず
、
た
ま
た
ま

Ｃ
■
に
い
た
プ
リ
テ

ィ
ッ
シ

ュ
隊
の
ド
ク

タ
ー
が
付
き

っ
き
り
で
看
病
に

当
た

っ
た
。

Ｂ
Ｃ

（
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
）

か
ら
は
ボ
ス
エ
ア
隊
の
隊
員
六

人
の
ほ
か
に
ア
ン
グ
ロ

・
ア
メ

リ
カ
隊
の
隊
員
二
人
も
Ｃ
ｌ
ヘ

急
行
し
た
。
ア
ン
グ
ロ

・
ア
メ

リ
カ
隊
の
二
人
は
第

一
次
ア
タ

ッ
ク
で
既
に
登
頂
を
終
え
て
お

り
、
救
助
に
向
か
う
余
裕
が
あ

っ
た
。

ボ
ス
ニ
ア
隊
、
ア
ン
グ
ロ

・

ア
メ
リ
カ
隊
の
隊
員
た
ち
は
病

人
を
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
せ
て

夜
通
し
歩
き
、

十
四
日
朝
、
ボ

ス
ニ
ア
隊
の
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
。

佐
伯
尚
幸
隊
長
も
Ｂ
Ｃ
か
ら
出

迎
え
に
向
か
い
、
し
ば
ら
く
ス

由移裔う

隊 l
長  |

ノ
ー
ボ
ー
ト
を
運
ぶ
の
を
手
伝

っ
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
は
、
急
き
ょ

手
作
り
し
た
も
の
を
使

っ
た
。

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
た
る
状
の
容

器
を
縦
半
分
に
切
り
、
そ
れ
を

五
つ
ひ
も
で
っ
な
い
だ
。
ジ
ョ

イ
ン
ト
の
部
分
が
自
由
に
屈
曲

す
る
の
で
、
で
こ
ば
こ
の
多
い

―
に
出
動
を
要
請
。
Ｂ
Ｃ
の
近

く
の
モ
レ
ー
ン
を
平
ら
に
整
地

し
、
臨
時

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作

っ

た
。正

午
近
く
に
な

っ
て
よ
う
や

く

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
到
着
し
、

病
人
は
ふ
も
Ｌ
の
町
、
ス
カ
ル

ド
ゥ
ま
で
運
ば
れ
た
。

富
山
隊
の
近
く
に
Ｂ
Ｃ
を
設

け
て
い
た
外
国
隊
の
う
ち
、
ボ

ス
ニ
ア
隊
の
ほ
か
に
も
、
ス
ペ

イ
ン
隊
の
女
性
隊
員
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ

ュ
隊
の
隊
員
二
人
も
体

調
が
思
わ
し
く
な
く
、　
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
下
山
し
て
い

っ
た
。

約
二
十
キ

・
離
れ
た
Ｋ
２
（八
、

六

一
一
屑
）
で
は
、
遭
難
が
続

出
し
て
い
た
。
チ
ェ
コ
隊
は
病

気
と
事
故
で
二
人
が
相
次
い
で

死
亡
し
、

遠
征
を
中
断
。
ア
メ

リ
カ
隊
の

一
人
も
転
落
死
し
て

い
た
。

そ
の
点
、
富
山
隊
は

一
人
も

け
が
や
重
い
病
気
が
な
く
、
全

員
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
い
だ

っ
た
。

氷
河
の
上
を
滑
ら
す
に
は
格
好

の
も
の
だ

っ
た
。

病
人
は
す
ぐ
に
テ
ン
ト
の
中

に
寝
か
さ
れ
た
。
意
識
は
か
す

か
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
声
は
出

な
い
。

こ
こ
か
ら
は
田
辺
隆

一
医
師

ボ
ス
ニ
ア
隊
の
病
人
を
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
で
Ｂ
Ｃ
ま
で

▲
運
ぶ
各
国
隊
の
メ
ン
パ

の
出
番
。
病
状
を
診
断
し
い
富

山
隊
が
緊
急
用
に
準
備
し
て
い
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|■  
「

花 の 百 名 山 」 取 材 あ 裏 話

話が違うでしょ                  
‐

NHK IBSIの 「花の首名山」を制作している「ウォーク」という会社から電話がか
かってきたのは、昨年の8月 10日 ころであったと思う。盆過ぎに自山を取材したいが、ど
んな花が見られるか?と いうので、「ハクサントリカプト・・・」などと答えた。翌日、
職場にまた電話があり、同行してくれないかという。わずか 5日 間の夏休みは残り2日 、
予定外の体みは取りづらかったが、頼み込まれ、承諾してしまった。後で聞いたところで
は、自山自然保護センターに

‐
も頼んだが都合がつかなかったそうで、期日も迫っており、

相手も必死だったのだろう。日は16～ 17日 と決まっていたが、14日 になっても詳しい案内
がない。仕方がないので、こちらから日程・コース、見られる花などを書いてFAXで送っ
たところ、担当者は出張しているという。人にものを頼んでおいて何といい加減なと思い
つつ、よく話を聞くうち、番組を見たこともない私は、たいへんな役を引き受けたことを
知った。「単なる案内ではなくゲストとして"出演"していただきたいのです。担当者か

らそうお聞きになっていませんか ?」

ディレクターは呑んだくれ

15日 、仕事を終えて、集合場所の市ノ瀬・永井旅館にかけつけた。36才のディレクター

に、カメラマン、音声担当、若いアルバイトの 4人が食事をしており、私も加わる。ビー

ルを少し飲んで、明日のコースや花のことを説明するが、どことなくうわの空。そのうち
ディレクターは焼酎を飲みだし、「栂さんは酒もタバコも飲まれるんですか。よかった。」
ほかの山で、酒もタバコも飲まない"学者"のゲストがけっこう多く、やりにくかったと
のこと。こちらは、変なところを評価されたようで複雑な気持ち。食事後に部屋で打合せ

と聞いていたので、こちらから催促して部屋に引き上げたが、もう呂律も回らぬような状
態で例の「よかったJを繰り返すばかり。とても打合せどころではなく、明日が不安にな

る。酒の弱い男だと思ったが、風呂でカメラマンが言った。「4時 ごろ旅館に着いて、ブ

ランディーを 1本空けているんですよ。酔うといつもあれで、すいません。」

花は取り合い

16日 、天気予報は午後から雨。早く高山帯へと焦るが、あちこちでカメラを回し、どう

でもいい花まで撮る。やはり、昨夜のレクチュアーは無駄だった。酒臭いディレクターは

しかし、元気いっぱい。日本山岳会に入るつもりだという。ようやく南竜道との分岐に着

いたが、肝心のハクサントリカプトは咲いておらず、雨まで降ってくる始末。アルバイト

の学生はTシ ャツ1枚で装備は皆無。黒いビニール袋を着て ?木陰で震えている。結局、

彼は室堂で熱を出し、診療所のお世話になった。翌日、御来光は無理ながらまずまずの天

候。クロユリやハクサンコザクラも何とか咲いていた。自山を象徴する花といえば、やは

りこれらの花がいいと進言したのだが、すでに他の山のメインとして使われているという。

日本百名山と違い、花は取材できる時期が限られる。複数のチームでこなしているのだが、

各山のメインの花は、取り合いとなり、いわば早いもの勝ち。結局、自山はハクサンシャ
ジンでいくことにした。観光新道の「馬のたてがみ」付近、「ありました、ありました」

などと言いつつ、居もしない人に向かって花の説明ができるほどこちらは役者ではない。
おまけに、前もってインタビューの内容は聞いてはいたものの、いきなり「栂さんにとっ

て花とは何ですか ?」 などという問いには絶句・・・。しどろもどろになったこの場面は、
一部音声のみに編集されていたのがせめてもの救いであった。夕方、永井旅館に戻るやい

なやビールを飲むディレクター。いわく「僕のやり方は、台本なし。その場の印象で決め

ていくんです。 !
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あとがき

春から秋の花が一斉に咲きそろう夏の自山。それは、可
憐な花たちが競演する舞台といえるのかもしれません。鑑

l賞の仕方はそれぞれでしようが、ゆつくりと自然の造形の

妙にふれ、その名を覚えれば、山量りの楽しみもひとつ増
えるのではないかと思います。
そのような目的で制作したr白山の花ガイドブツク」も、

発行以来 8年を経過しました。この間、しヽくつかのこ意見

をお聞きし、改訂の必要も感じていました。今回、一部の

写真を除き、全面的に内容を改め新版としました。もとよ

り、本書の存在価値は、白山と周辺の山で見られる花だけ

を扱つたことと、思い切つたポケットサイズにしたことに

あると思います。できるだけ写真を大きく、掲載種数も多

くして、かつコンノヽクトなものにしたいという相反する条

件のなかで、以前のものより縦に少し長くし、ベージ数・

種類数とも 2割ほど増やすことで改善を図りました。

また、和名に漢字表記を添え、可能な限りその意味を解

説しようと試みたのは、その花により親しみを感じていた

だけるのではないかと思つたからです。その反面、形態や

生態に関する記述をあえて最小限にとどめたのは、スペー

スの関係もありますが、ガイドブックとしての機能に徹し

たということをこ理解願いたいと思います。
筆者の浅学非才ゆえ、至らぬ点もあると思いますが、本

書が多くの方に利用され、自山を愛する人か一人でも増え

るならIま これに勝る幸せはありません。

最後になりましたが、元金大理学部教授の里見信生氏、

金大理学部教授の清水建美氏、並びに元自山自然保護セン

ター所長の米山競―氏には、数々の御教示を賜りました。

ここに厚くおネし申し上げます。

1996年 5月 17日  書 苦
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悲 Lノ い 山

20期 深田

子供の頃、山に行 くと言うと熊が出るからや

めろと母によく言われた。その後百数十回山に

登 って、熊に出会ったのはたった二回である。

昔はともか く、最近は熊の数もかなり減ってき

ているらしい。数年前の秋、九州の祖母山に一

人で登 った時、渓谷沿いの鬱蒼とした、今にも

熊が出そうな林の中を ドキ ドキしながら歩いた

ことがあった。帰ってから友人に「九州にはも

う熊はおらんよ」と言われて拍子抜けを して し

まった。実際、絶減 したかどうかは解 らないが、

長年熊は目撃されておらず、もし祖母山で熊に

会っていれば特ダネものであった。熊 (ツキノ

ワグマ)は十数揃四方にも及ぶエ リアを移動 し、

ドング リやブナの実、ウ ドやザゼンソウの葉な

どを食べて生活 している。また、まとまった生

息域の中に最低七、八十頭いないと子孫を残 し

てい くことは難 しいと言われている。開発の波

が里山から奥山へと及ぶに連れて、森林は道路

などによって分断され細分化されてきた。そう

なれば相対的に面積の小さい九州や四国では熊

が絶滅の危機に瀕 しても不思議なことではない

と思 う。

熊に会った二回の内の一回、それは尋常な出

会いではなかった。またそれは悲しい出会いで

もあった。平成元年のゴールデンウィーク、富

山、石川、岐阜、三県境にある笈ヶ岳に登った

時のことだ。この山には登山道というものがな

いので、無雪期は猛烈な藪漕ぎを強いられ、 自

ずとこの時期に登ることになる。雪が良 く締ま

っているので、カンジキも山スキーも要 らず、

つぼ足で十分だ。この時期は熊にとっては受難

の季節となる。冬眠から目覚めて間もない熊の

胆嚢には胆汁がたっぷり溜まっていて、それを

目当てに歩き易い雪の上を猟師が入って くるか

らだ。この時の山行は猟師小屋に泊めてもらっ

たので、文旬を言える義理でも無いのだが、感

したことを少 し書こうと思 う。

二日目の朝、私たちは笈 ヶ岳をめざし、猟師

連中はライフル銃を担いで熊打へと小屋をあと

に した。陽光を浴びて輝 く雪面を一歩一歩高み

へと登ってい く。紺青の空とブナの白い木肌の

コン トラス トが何とも言えず美 しい。膨らみか

けた冬芽がほんのりと赤味をさして、周 りの空

気までが薄赤 く霞んで見える。頂上への稜線に

達 した時、谷間からパーンという音が発 し、辺

りの稜線へ と響きわたった。続いて二発、三発。

銃声は山の張 りつめた空気を掻き回すように谷

間から稜線へと駆け登 り、再び谷間へと消えて

いった。「ああ、っぃに見つかってしまったか !

当たるなよ !当 たるなよ !」 とこの時私は心の

中で祈 っていた。それは一つには無意な殺生で

あるように思えたこと、もう一つは今晩熊を食

べる羽目になるからであった。  シ

雪山とは言え日差 しは強い。頂上での昼の宴

が終わる頃には、張りつめていた空気もすっか

り緩んで遠 くが霞んで見える。どこからか飛ん

できたホシガラスがオオシラビツの梢に留まっ

ている。フイフイフイとゴジュウカラのさえず

り。春を感 じながら、緩みきった雪の斜面を気

ままに駆け下った。主稜線から派生する小さな

尾根の末端に建つ熊打ち小屋に着いた時、もう

猟師達は戻 っていた。小屋に入るとス,ト ープの

上に、祭の夜店で売っている水の入ったヨーヨ

ーのような物が三つ吊るしてあった。はて ?と

近寄 って しげ しげと眺めると、 くすんだ緑色を

したそれは風船よりももっとしなやかで、触れ

ると破れて しまいそうな程の薄い膜でできてい

た。それは初めて見る熊の胆嚢だった。乾燥す

ると小さくなってしまうが、内容物は「 くまの

い」として数十万円で売れるそうだ。手招きさ

れて土間から畳に上がると、テーブルの上に横

の畑から取 ってきたばかりのわさびが摺 りおろ

してあり、その隣の皿には肝臓の刺身が圧倒的

ポ リュームで食べられるのを待っていた。下手

物好きの友人はさっそ く興味を示 していたが、

私は頭の中が混乱 していた:誘われるままに肝

臓の前に座 ったものの手を出せないでいると、

「 うまいぞ !さ あ !」 と催促。喰わず嫌いと思
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われるのも療なので、思い切って口に入れる。

「どうや !う まいやろ !」 。息もせずに飲み込

んだ私は一宿一飯の恩義もあって、顔を引きつ

らせて領 くだけであった。その日は肉よりも専

ら内臓が食卓にのぼった。取れた三頭の熊はそ

の場で皮を剥ぎ解体されたが、時間がなかった

ので腐 り易い内蔵だけを取 り出して雪の中に埋

めてきたそうだ。私にとつては悲惨な晩餐だっ

たが、熊肉とイラクサの入 ったラーメンだけは

美味 しいと思った。|

陽が落ちて雪深い谷間にはたちまち厳冬のよ

うな寒さが戻ってきたが、小屋の中はス トープ

と宴の熱気で頬が火照るくらいに暖かい。今 日

の獲物の話に花が咲 く。冬眠から目覚めた熊は

食糧を求めて急斜面の雪崩の跡に姿を現すとい

う。雪崩で剥き出しになった地面に新芽や昨年

の木ノ実が残っているからだそうだ。猟師達は

そういう場所を「なばた」と呼んでいた。雌熊

は冬眠期間中に出産と子育てをするので、この

時期は子連れも多い。母熊と二頭の子連れは

「みつびし」、単独の熊は Fいちこ」。これも

業界用語である。今 日取ったうちの一頭は「 み

つび し」の母熊だった。猟師達は子熊が独立 し

て生きていける大きさだと判断 したうえで、母

熊に銃口を向けたのだった。雪面を血で赤 く染

めて横たわる母熊の傍らで、子熊は「お母さん

どうしたの !」 と言いたげに、キ ョトンとした

顔付きで寄 り添っていたという。私は胸が詰ま

る思いだった。その気持ちを察するように老練

な猟師は言った。「わ しらは遊びや金儲けで熊

を取っとるんやない。これがわ しらの伝統なん

や。」確かに彼 らは祖父や村の長老達がやって

きたことを受け継いでいるだけか もしれない。

結果的に「 くまのい」や毛皮が現金になること

は否めないが、む しろ自然の一員として天敵の

無い熊を淘汰することを本分としてきたのだろ

う。それが猟師の伝統ということなのかなと私

は思った。私はこの話を聞 くまで猟師達にいさ

さかの反感を抱いていた。 しか し熊が減って希

少種となった今、害獣駆除という名日で しか伝

統を守ることができない彼 らも、また被害者な

のかもしれない。

早朝の空は自々と していて、雲のようにも青

空のようにも見えた。 ピンと張 りつめた谷間の

空気だけが今日の天気をものがたっている。昨

夜の熱気に満ちた宴の様子が夢 うつつのように

頭の中にごびりついていた。今 日は猟師達と一

緒に山を降りる日である。猟師小屋は奥深い山

懐の、偶然に開けたような平坦地の端に建って

いた。雪解け水がわさび畑を通 り抜け、サワグ

ル ミと トチノキの間を縫ってさらさらと流れて

いく。この平坦地を通 り抜けた流れは幾つもの

小滝となって深い峡谷の底に落ちていた。昨日

取った三頭の熊は二十 kgく らいの肉の塊に分け

られ、ビニール袋に包まれていた。その一つを

自分のザックに入れて歩き出す。峡谷の中腹に

付けられた細い踏跡を辿 りながら、今背負って

いる肉の塊が昨日までは我が子とともに多分幸

せに生活していたであろうことを思うと、生命

の空 しき、人間の傲慢さを感_しずにはいられな

かった。

峡谷を抜け里が近 くなると、山は本当に穏や

かな表情になる。ブナの新緑は日に滲みるよう

に美 しい。ヒメアオキ、エゾユズ リハ、アカ ミ

ノイヌツゲ、ハイイヌガヤ、厳 しい冬を雪の下

で凌いできた常緑低木が、解放されて陽光を一

身に浴びている。こんな時、山の厳 しさと同時

に人里の暖かさ、有 り難さが しみ しみとわかる。

普段、当たり前のようにして過ごしている生活

が、どれほど恵まれたものであったことか。そ

して恵まれすぎた現代社会は己のことしか考え

ない人間の傲慢 と無知の所産ではなかったかな

どと考えながら、猟師の村へと歩を進めた。 ミ

ズナラの林、カタク リの可憐な花、ホオジロの

さえず り「 自然もまだ捨てたものではないな」

と気を取り直 し、村へ着 く頃にはいつ ものよう

に心地良い疲労と満足感が体を満たしていた。
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「 ワングルは何故衰退 (部 員減少 )じ

たのか」に疑同あり       ,1
21期  山口 克己

「 やまざと」 4号の後半 46ペ ージ

に文芸作品掲載の解説の中で、「 ワン

グル表退 」の原因なるものにさらりと

触れ られています。

部員減少 =衰退 とす るところに議論

の余地があるようにも思いますが、そ

れはさてお き、 また、菜女史 (原文の

まま )と 久富氏 との議論は既に和解 し

ているとい うことですが、関係者の一

人 として一言言わせて下 さい。

某女史 (原文のまま )の解析・考察

によれば、表退の原因は執行部の任期

が変更 されたことにあ り、 その有力な

証拠 として、前田先生の言葉 を取 り上

げてあ ります。曰く、「 あんた らがシ

ステムを変 えたか ら上級生が出てこん

ようにな つて、活力がな くなつて しも

うたんや 」と。

果た して本 当にそ うなので しょうか。

部員数は 20期 をピー クに減少 し始

めた と解析 されていますが、少な くと

もOB会 名簿 を見る限 りでは、各期の

部員数は 15人程度で、特異的に 20
人 を超えるような期がい くつかあ り、

各期の部員数が 10人前後になつたの

は最近のことのようです。 また、私の

記憶では私が現後の頃の 4年生でさえ、

3年生 までに比べれば元 々足が遠のき

やすか つたように思い ますが、皆 さん

は如何だ P‐なで しようか。

久ゴ氏あゴメン トでは、 20期 が任

期 を変更 したようにな つていますが、

栄 えある金大ワングル執行部 を僅か半

年で次期執行部 に引き継 いだのは 21
期であ り、予定 よ り半年 も早 く執行部

を任 されたのは 22期 です◆現役 当時

「 体育会系の部 に しては,議 論 が多い部

だ 」と思 つてい ま したが、 21期 は も

ちろんの こ と、 22期 ・ 23期 に も任

期変更 につ いての議論 をお願い しま し

た。 その結果、 昭和 54年 4月 に 3年

生執行部へ移行 した時 も、 4年 生が完

全 にワンゲルの第一線か ら退 くのでは

な く、 リー ダー会議長 ,パー ワン審議

会議長 をは じめ として数名 の 4年生が

任期変更前 と同 じよ うに両会議のメ ン

パー として残 るような制度 に しま した。

また、数年後には任期変更 について見

直 しを して もらうよ うにベル クハ イム

誌の中に も書き残 してお きま した。 残

念ながら―早事しが実施されたかどうか

は定かでは あ りません。

当時良かれ と思 つてや つた ことです

が、結果が思わ しくなかつたので あれ

ば批判されて当然ですしt:久富氏「も仰

っているように現役の方 '々がやりやす

い よ うに改め られ るべ きだ し、真 に部

員減少の原因がそこにあ るのな ら、是

非 とも改善 して下 さい。や は り、 い き

い きと活動 してお られ る方 が望 ま しい

と思 います。

言い訳 しみた話 にな つて しまい恐縮

です。ただ、「 ワングル をあなた達が

勝手 にい しつたか ら、 ワ ングルが衰退

したんだ。 あなた達が悪 い Jと 言 われ

てい るの も同然ですが、 そ う言われ る

のな らまだ しも、「 解析 `:考 察 」の名

の下に 21・ 22期 をは じめ とす る関

係各期に「 汚名 」を着せ られ るのは ご

容赦願いたい と思い ます。

-56-



赫 へ の
一

某女史こと

15期 舟田 節子

山口さんの原稿は4月中旬頃ヽ事務赳

に送られてきたもので、その後破からは、取扱

いについては自由にとの電話もあったとのこと

です。会報にそのまま載せられるようまとめて

ありますし、こちらが作為的に打ち直したと勘

繰られるのも迷惑なのでそのま掲載しました。

←流断っておきますがヽこれまでも事務局で

握りつぶしたような原稿は‐本もありませた

蹴 ないで」の若干の返信はがきや、年賀状

と通信を兼用されたらしきものを掲載したこと

はありますか ‐Ъ )

編集者という有利な立場に立っての答弁は好

むところではありませんがヽ半年毎に丁 発々上

をやるのも、それはそれで、昔の落書き帳みた

いておもしろいかもしれません。読みたくない

人には読まない自由があるのだし=‐ち ことなか

れ主義やあたり障りなく主義より「まし」とも

思うし…‐.

まず、飲み会帰り同士であった前田顧間と、

久富さんの会話がどんな雰囲気で行われたか?

それを今はワングルOB会というアホ (!)な

―

にやりながら「実R以 路 の

帰りに一」と話してくれた久富さんと私の間に

どれだけの敵対関係があったとみなせるのか?

ヮンゲルOBなら、笑い話で読んでいるものと

思

ここは1ょ歯基婦りの規腸に私がいた訳では

ないし、それを口にした久富さんの本意は何か

とゎざゎざ問い質したはずもない一その程度の

電ヒ鰤[I勇雲鶴腫雲
るため|こ

二どうして、そんな受け止め方をする

のふな?場年の人生経験により「人は人の器な

りた解釈するもの」としてtこ っちまで同じ土

俵に上がらんわ !でケリをつけたいけれど―.

昨年園戦後Ю年ということで、山岳誌にも戦

御登山史の特集が組まれて、なかなか興味深い

記述がありました。

若者が山から離れ出したのは、KUWVに限

った現象ではありませんでした。どの大学でも

山系統の部 儀躙や トレーニングを必要とする

タイプの部)は薪人確保に苦労していますし、

社会人山岳会もそうです。部報や会報も発行さ

れなくなり、ポーラー風 も熱 ていったこと

がく全体現象として特集の中に述べられていま

した。

KUWVの部員減もまさにそんな時流に乗っ

てあことなのです。部の歴史をみると、「新2

トレ」が「 1、 2年山行」と名称を変え、春山

合宿がポーラー形式からラッシュ形式に変わり、

オープン登山がなくなリーそれらは正確には

何期の、何主将の代の執行部が決めたことと確

かめられるはずです沢 むしろ時流がそうなっ

ていたので九 決定の揺り戻し漣 くそう踏襲

されていったということは、その時代の現役の

多数の喘 にマッチしていた、その代がやらな

くてもいずれそうなったに違いない一ことなの

です。たえず新陳代謝している大学ワンゲル部

の場合、時流は即反映されていくのです。

4年生濯鴇醸こ忙しく、動 に忙しいこ

と自体は変わうていないというか、単位制が変

わった驀折までは大きな変動はなかったし、こ

の頃のむ ダブルスクール時代と比べ

れば右上がり成長の時代に、急に―
になっ

たとも思えません。むしろ心情的に4年生漱行

部が受け入れられない時代になった一 (こ のあ

たり、また言葉尻をつかまえての動 るん

・でしょうか ‐‐)よ くも悪くもある種の申

的なものが消え出した象堂だと私はヽ  南朝ト

考察」したのです。

3K一汚い、きつい、臭いの他に 剛睛Uも

敬遠されて、鰯 となり、韻 になった者の

間でも「組織=命令される、拘床される」部分

が、嫌われていったように見受けられます。こ

ういうことは、社会現象として、多くのOBが

職場でも体験されているのではないでしょうか?

一冒―



単なる「助言」「意見」沢 「口出し」と取ら

れ、二言目には「圧力をかけた」「干渉した」

の言葉ン嘔ってくる一いつの時代にも世代間ギ

ャップはありました。それでも相手の立場を尊

重する、相手嚇 にも一日おくといった良

識はほどほどに働いていたと思う。「X4L」 そ

のものがヽ その積み重ねでやってきたはず一で

丸

そんな人間としての智恵プラス儒教思想の年

功序列がひっくり返ったのがヽ 何といっても「

終戦」。その後いくつかあった歴史の「 トゲト

ゲ」部分のうちの一つけ    「共通―づuで
象徴されるはずです。それはまさしく、21期山

口さんが執行部の時代の1月のことでした。一

大学の一ワンゲルにも、見難

…

され

ている点非常におもしろいと思っています。

ですから「見直し」だの「改善だの」??
新

一

って何脚 入った。

…りたくて入った。誰も割りために入ってくる訳

ではない。申 でlHOや りやすいよ

に‐‐、そうにしかならないし、そうやっている

と思っています。

さらに「21期が決めた」などと一そういう表

現そのものにも、私は時流を感じるのです。で

はそれより上の人は何も感じなかったのか?「

"期
が決めたかのようなコメント」との抗議で

すが、

"期
は現役最上級生としての責任があり

ました。もちろん卒業間近の彼等は、現役の望

む方向にと見守るしかなかったのです力ヽ 「部

をつぶさなくてよかった」の気持ちを洩らして

もいます。何か視線が上を見なくなった時代と

いったものを私は感じてしまうのです。

また、OB数は硯役時代の活動の実数を示す

ものではありません。例えば私の所属する15期

lよ 新歓rdl名、新トレでは盤名いましたので、

OB名簿の困嘔では状況がわかりません。発足

の頃には1学年に100名近くが登録された期も

ありました。それで活動の実数を示す指標とし

て夏合宿の書 当とし、これを5周年

論 の崎 。1,10に掲載しました。er85
年からずっと∞から80tFtt前後し、久富さん

の代の903を ピークに、減少が始まっています。

そ拡 21期の頃にあたった事しそれが丁度

世相とし

…

れを始めた頃そあった

こと。そのい ヮンゲ羽内請では、執

行部が4回生から3回生、変更という形で現れ

たらしいこと―似上が某女史の「解析・考察」

で、久富さんにせまった理由でもありました。

そしてまた、彼が単に無人島への憧れだけで、

あれを書いたのかといえば、やはり時流をもど

かしい思いの中で見守るしかなかったOBの心

が前提になければ、読みとれないものがありま

す。それで、 隋報田 も「コメント」もつけて

います。私が「解析 。考察」の名の下、特定の

期に汚名を着せたなど、それこそ濡れ衣です。

5周年記念誌のうちの上巻は、その時代の執

椰 どう考えて部を運営していったかがわか

るようまとめました。10-は 、OBにな

ってからふり返っての時代の考察となっていま

したがヽ私は環役時代の声そのままを再掲の方

針にしました。現役のその当時にどう考えて運

営していたのかの方に私は漢いがあり、読み手

の各位にも、考察を加えないストレートのまま

を読んではしかったのです。

議論髪翼の中で、部罐 されていきますじ

曜酬週 と「個」の根本的対立もずっと抱えこ

んでいます。でもどちらかと言えば「ワングル

的なもの」はあまり変わっていない。かつては

時流そのものがヮングル的にあり、時流に乗っ
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見
が
多
か
っ
た
。
が
、
今
の
就
職
水
河
期
と
同
様
に
、
受

け
入
れ
育
て
る
体
制
も
不
足
し
て
い
た
。
し
か
し
私
の
代

に
女
子
は
サ
ポ
ー
ト
隊
に
混
し
っ
て
参
加
し
、
そ
の
後
ポ

ー
ラ
ー
方
式
が
ク́
タ
一■

方
式
に
変
わ
っ
た
時
に
は
共
に

頂
上
を
踏
む
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
女
子
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
厳
冬
期
の
甲
斐
駒
に
登
っ
て
も
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
ワ
ン
グ
ル
活
動
の
啓
蒙
を
意
図
し
た
オ

ー
プ
ン
登
山
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
山
の
歌
が
歌
わ
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
、
個
人
山
行

（部
の
承
認
を
と
ら
な
い
）

が
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
や
は
り
世
相

の
反
映
と
思
わ
れ
る
変
遷
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
ワ
ン
グ
ル
の
場
合
、
今
も
、
自
分
が
一

人
前
に
な
り
、
も
っ
と
活
動
を
広
げ
た
い
時
に
、
そ
れ
を

こ
ら
え
て
新
人
の
育
成
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
る
。

付
い
て
い
く
山
行
と
運
れ
て
い
↑
山
行
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

み
、
リ
ー
ダ
ー
の
責
務
を
果
た
し
て
事
業
し
て
い
く
。

「人
を
愛
し
、自
然
を
愛
し
」
の
創
部
以
来
の
精
神
の
方
は
、

世
代
や
変
遷
を
超
え
て
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

さ
て
、
引
き
続
き
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
に
横
滑
り
し
た
私

は
と
い
う
と
、
子
育
て

一
段
落
の
十

一
年
前
に
金
沢
ナ
カ

オ
山
岳
会
に
入
会
し
て
い
る
。
途
中
で
三
男
誕
生
と
い
う

「社
会
性
あ
る
登
山
」
「
生

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
ぁ
っ
た
が
、

涯
登
山
』
の
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
助
け
ら
れ
、
配
慮
も
い

た
だ
い
て
山
行
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｏ
Ｂ
会
の
お

世
話
も
こ
の
ス
ロ
ト
ガ
ン
に
沿
っ
た
も
の
で
ぁ
り
、
少
し

で
も
お
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
幸
い
、
労
を
い

と
わ
ぬ
気
の
い
い
Ｏ
Ｂ
仲
間
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
事
務
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

魂
詳
野
『
箭
〔瞬
日要
鵠
の「認
“

懐
か
ｔ
い
一
夜
を
楽
し
ん
だ
。

ち
な
み
に
、
こ
の
高
二
郎
の
ク
ラ
コ
シ
尾
根
コ
ー
ス

も
、
犀
滝
へ
至
る
コ
ー
ス
も
、
金
大
ワ
ン
グ
ル
が
拓
い
た

殖”』局ど締巨制御侵朔麺「］榔帥掛臨画部綱″

長
大
な
尾
根
ル
ー
ト
は
、
金
大
ワ
ン
グ
ル
究
極
の
コ
ー
ス

と
さ
れ
、
春
と
秋
に
八
度
の
踏
破
が
行
わ
れ
て
き
た
。
昨

年
は
夏
合
宿
に
始
め
て
こ
の
ル
ー
ト
が
加
わ
り
、
真
夏
の

¨
諄
哺
ぽ
一
瘤
断
」
は
醐
峰
達
に
は

一
。
Ｂ
か
ら

「
感
嘆

＋

県
内
の
各
界
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
の
情
報
や
経
験
が
、
現

|てヮングルも誕生しました。そねめヽ 時流の方

|が変わり、ワンゲルはむしろ時流とは逆行の価

1値観に存在することになりました。いつてお部

:は日らぎ腕けてきましたぃ部がたまたま抱えた

問題というよりはヽ 時流と「ワングル的なもの」

の軋みに喘ぎ続けてきたように眺めています。

最後に、あの、私がたいへ椰 しているあ

離 の「 OB`醤彊田國」の時も、山口さん

底 批判あるいは諄諄樹驚ケ文書を送ったと蘭

いています。「20に汚名云々」ではなく、ま

|ずOB会そのものを山口さんは受け入れられな

いのではないてしょうか。 い 行つ参加置

潤れ 」ヽとれ 枝葉末節を細かく批判するより、

OЁ会利囁叡綽■ヽ もっとlM田落所機

‐を展開していただけないでしょうれ

■ 原稿をお待ちします。

■

P59.00は 「自然赳 NO.34

'96。 1.覇目により

´
役
に
も
ど
う
に

か
伝
わ
り
始

　̈へめぼ師副̈
「

た

少
し
ず
っ
復
活

諄
し
て
き
た
よ
う

中
崚一聾詭中一蔵一

脚
剛型鍼弓議

押
”げつ是緋庫い

一警　い一願ち
て
ぃ



連
載
⑫
　
自
然
人
な

い
し
は
話

金
沢
大
学
の
角
腸
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ
の
移
転
を
契
機
に
、

金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
で
は
、
よ
う
や
く
０

Ｂ
会
が
発
足
ｔ
た
一

実
の
と
こ
ろ
Ｏ
Ｂ
会
は
何
度
も
発
足
し
な
が
ら
挫
折
を

繰
り
返
し
て
き
で
ぃ
る
。
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば
二
度
と
０

Ｂ
会
は
作
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
に
よ

り
、
今
回
は
Ｏ
Ｂ
の
七
割
強
か
ら
の
賛
助
金
を
集
め
、
二

割
が
参
加
す
る
総
会
を
開
催
し
、
年
二
回
の
会
報
発
行
を

含
む
運
営
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
十
五
周
年
記
念
誌
は
、
そ
の
総
会
に
先
駆
け
て
編

集
、
発
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
五
年
分
、
総
五
百
名

”̈月脚一互̈
瞳］罐展哺わ一議締″隷口酔勁“、

仕
事
や
家
庭
を
持
つ
Ｏ
Ｂ
に
は
編
集
会
議
を
持
つ
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
。
結
局
独
断
と
偏
見
で
押
し
切
っ
て
、
総

会
に
間
に
合
わ
せ
た
悔
い
が
、
編
集
長
を
務
め
た
私
に
は

今
も
残
っ
て
い
る
。
と
は
い
ぇ
、
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
部

が
毎
年
発
行
し
て
き
た
部
誌
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
か
ら
の
抜
粋

で
あ
り
、
各
冊
か
ら
二
十
ペ
ー
シ
前
後
を
コ
ゼ
ー
し
¨
項

目
別
に
配
列
し
直
す
手
法
を
と
っ
た
点
で
は
、
そ
こ
そ
こ

の
公
平
さ
を
保
ち
、
そ
の
時
代
時
代
の
現
役
の
姿
を
反
映

で
き
た
の
で
は
と
も
思
う
。

戦
後
五
十
年
の
今
年
、
歴
史
を
振
り
返
る
企
画
が
た
け

な
わ
だ
が
、　
一
大
学
の
一
部
活
動
に
も
世
相
は
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
学
生
が
交
替
し
て
い
く
点
で
は
、

．過
去
を
ひ
き
ず
る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
代
が
す
ぐ
飛
び
込

ん
で
ぐ
る
と
い
っ
た
印
象
が
あ
る
。
そ
の
変
遷
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
の
発
足
は
、
昭
和

三
十
三
年
．
平
成
天
皇
御
成
婚
の
前
年
に
あ
た
ち
。一
当
時

の
学
生
会
館
に
あ
た
る
尾
山
ク
ラ
プ
の
二
階
で
、
会
津
若

松
出
身
の
二
人
が

「我
と
来
て
、
遊
べ
や
金
の
無
い
ス
ズ

メ
．」
と
檄
を
飛
ば
し
た
の
が
始
め
と
聞
く
。
ュ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
活
動
も
隆
盛
を
極
め
て
い
た
頃
の
こ
と
、
た
ち
ま
ち

学
内
一
の
大
世
帯
と
な
っ
た
。
今
は
、
「汚
い
Ｌ
き
つ
い
」

「臭
い
」
の
三
Ｋ
の
最
先
端
を
行
く
部
と
し
て
、
新
人
勧

誘
に
も
苦
戦
し
、
往
時
の
三
分
の
一
弱
で
低
迷
し
て
い

る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
が
プ
ー
ム
と
い
っ
て
も
、
見
掛
け
の
い

い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
な
ど
に
人
が
流
れ
て
し
ま
う
と
の
こ

と
。
少
な
い
部
員
に
、部
運
営
の
た
め
の
負
担
が
さ
ら
に
か

か
る
こ
と
に
な
り
、
な
か
な
か
挽
回
は
難
し
い
よ
う
だ
。

発
足
の
頃
、
服
装
は
ま
ち
ま
ち
。
帰
省
の
度
に
秋
葉
原

へ
寄
っ
て
米
軍
放
出
の
シ
ュ
ラ
フ
を
仕
入
れ
て
来
る
者
が

い
た
り
、
は
た
ま
た
炭
俵
を
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
が
わ
り
に
し

た
り
。・・・‥
。
今
、
万
年
金
欠
に
か
わ
り
は
な
い
ら
し
い

が
、
服
装
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
、
装
備
は
最
新
式
、
部

員
の
三
分
の
一
は
車
を
所
有
と
い
っ
た
環
境
に
あ
る
。

そ
ん
な
現
役
達
の
山
で
の
食
生
活
は
と
な
る
と
、
肉
と

野
菜
を
い
た
め
て
煮
た
後
、
何
に
な
る
か
は
そ
れ
か
ら
入

れ
る
○
○
の
素
次
第
…
…
と
か
で
、
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
タ
も

加
わ
り
始
め
て
い
る
。
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
が
出
回
り
出
し
　

３４

た
私

（十
五
期
）
の
頃
は
、
財
布
も
胃
袋
も
そ
れ
で
よ
し

と
せ
ず
、
天
撻
羅
や
巻
き
寿
司
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
突
然
昼
食
メ
ニ
ニ
ー
に
登
場
し
た
耳
バ
ン

（
ハ

ン
の
耳
の
袋
入
り
）
は
、
日
持
ち
が
す
る
の
と
タ
ダ
同
然

の
値
“摯
ヽ
一
世
を
風
靡
し
た
も
の
だ
っ
た
。
さ
下
が
に

人
前
で
食
べ
る
の
は
暖́
離
さ́
れ
、
雄
状
な
景
色
を
前
に

こ
そ
こ
そ
と
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
屈
辱
は
、
右
記
の
長
所

を
圧
倒
し
、
今
は
消
滅
し
て
い
る
一
さ
ら
に
昔
の
創
世
記

と
な
る
と
、
生
き
た
鶏
が
食
材
に
出
て
く
る
。
自
前
で
歩

い
て
く
れ
る
し
、
新
鮮
さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
廃

鶏
が
、
久
々
の
外
の
空
気
に
卵
ま
で
産
み
落
と
し
て
く
れ

た
時
、
先
輩
方
は
命
乞
い
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
彼
女

を
絞
め
る
手
が
鈍
っ
た
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

菫̈
雌赫繭ｍ魏囃ぼ局蹴てっ」̈
％い」い」郎げ一
硼

有
名
な
山
、
恰
好
い
い
山
へ
行
き
た
い
と
い
う
嗜
好
の
変

化
が
最
大
要
因
の
よ
う
だ
。
地
元
の
山
で
は
、
ま
ず
医
王

山
か
ら
は
、
か
つ
て
の
有
料
化
で
離
れ
た
。
続
く
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
た
犀
川
源
流
山
域
か
ら
は
、
小
屋
二
露

和
三
十
八
年
犀
川
ダ
ム
建
設
時
に
廃
屋
を
解
体
し
、
倉
谷

の
高
台
に
建
て
た
も
の
。
現
在
は
二
代
目
）
作
業
の
衰
退

と
と
も
に
離
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
春
山
合
宿
も
、
も
と
も

と
は
地
元
の
山
ゆ
え
に
積
雪
期
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
敢
行
す

る
と
さ
れ

（雪
山
は
山
岳
部
の
領
域
で
あ
っ
て
ワ
ン
グ
ル

的
で
は
な
い
の
反
論
が
あ
っ
た
）
、
自
山
を
め
ざ
し
て
始

め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
今
は
雪
が
軽
く
ア
プ
ロ
ー
チ
も
容

易
な
後
立
山
連
峰
に
変
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
雪
山
に
関
し
て
、
女
子
参
加
が
拒
否
さ
れ
て
い
た

時
代
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も
女
子
部
員
論
は
前
述
の
部

誌
で
も
特
集
が
組
ま
れ
、
部
員
と
し
て
の
自
党
を
促
す
意



返信のアレコレ
α到幅翻陰通信より転動

・浅輪 都代 (8/9でOK)

りよ君握房要[生鮮整纂鮭島9貧ギ下が見
つか

子供が2人増えるかもしれません。

→ 待つてるぞぃ :

・黎 讐7課盗場済ちのみならOK
貢挙

“

1夕
月なので、嫁

,1・
子供は無理かもし

→ 幼児の参加も歓迎 !

(最も、お父さんに似てなければ無理かも?)

・宇野
書霧1早ζ:じ士否イ

・…
|‐

ボッカは私にまかせてくれ
1 体力に自信あり

→ 福井から日帰り出来つぞぃ 1

・小久保ぉ番霧だ蓉ぢ雪与..
‐ 体力に見合つた子供と楽じめる企画を期時 します。

:→ 撃漠[ヒ基菅慶麗れ1呼劇1の河原」があり、
あとは、お父さんの体力次第だ :

・興井

・窪川 淳― (8/9でOK)
いつも良くやって頂いて感謝しています.

→ これも、暇がなせるワザだ !

・小坂 陽克 (暇なし)

仕事の都合で、不可の可能性が大きいので、
のとおりとしました.(今後の都合次第)

皆さんによろしくお伝え下さい.

→ たまには、暇しんかい !

・鈴木 康之 (ムズイ)

今年の夏休みに海外研修 (ニューヨーク)を計画
しているので、出れそうにありません。
皆さんによろしくお伝え下さい。

→ 日外出て、日本の恥さらすなヨ !  `

・高橋 智栄子 (8/9で、多分OK)
金沢衆のいつものきめ細かやかな行動に感心して
おります。
今回は金曜日ということで、私にとつてちょっと
苦しいのですが、何とかしたいと思つています。

→ ナリ (中川)は、相変わらずザッパです 。・

登
り帥

軸
り、軸

一

ヽ
南

し
由嬢

わ
　
″
　
‥

に
３
　
る
　
い

共
が
　
あ
　
ぞ

∞力中です。」　峰
一̈̈̈
　̈一

・竹内 勝信 (8/16がいい)

言饗Et暑牟ぎRl｀
は未定ですが、子供も楽しめ

→ あとは、おしさん連の体力次第です !

・辻 政孝 (3/16がいい)

16日なら参加できるかもしれない

→ 君の体力なら、夕方に駆けつけ、明朝出社も
可能なハズでは?(愛知県から・・・ )

・戸水
響輌』8ィ良伊PIλ他準備、行でも承ります。
→ しや、南竜までの枕木ボッカ !

・朝
桑:Ji`:ね澤;|し

い誡
→
 言E響費l襲LI警h罰起,あ案配はいかが?

・名倉 均 (いつでも暇)

百こふこそ「:失占できたかも。い|デ:

||『 纂;惑櫻麓:獲雲tょ封。

・村井
「」:ζこ馨足碁してぃます。 ・

→ 来年は、富山衆で宜しく!    =|

・竹内
 智菅ぶ8ィ:豪農塁質陽をかτ?41押

:彎 壼El)1景ζittR″鴇毎漂ぅ暴ふ零ったら:

|   
→
 下蟄ンフリ弄り喜畳談、・日:勝中のカプ

・坪井 陽典(ムズイ)      ← 24期

i:lil:::[::::露I:ili[
非常に残念ですが、今回は行けそうにありません。
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以上 アレコレでした ,



メヒ 陸 C4コ 周 1996年 (平成 8年)2月 15日 (本曜B)

石
川
、岐
阜
県
共
同
で
新
年
度
か
ら

富
山
、福
井
も
協
力

碓
酔
謝
ま
ず
回
廊
ガ
イ
ド
知事裁定500万円

石
川
県
は
新
年
度
か
ら
、
岐
阜
県
と
共
同
、
富
山

・
福
井
両

県
と
協
力
し
て
、
由
山
を
中
心
と
し
た
四
県
に
ま
た
が
る
広
域

観
光
ル
ー
ト
を

「
環
白
山
田
」
と
位
置
付
け
、
全
国

に
発
信
す

る
。
白
山
ろ
く
の
山
岳
景
観
、
貴
重
な
動
植
物
、
独
特
の
山
村

文
化
な
ど

「
自
然
と
歴
史
」
を
メ
ー
ン
と
し
た
観
光
資
源
を
、

広
域
ド
ラ
イ
ブ

コ
ー
ス
で
有
機
的
に
つ
な
げ
、
観
光
客
の
動
機

づ
け
を
図
る
。
初
仁
態

は́
、
石
川
、
岐
阜
両
県
で
環
白
山
広
域

観
光
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る

「
白
山

回
廊
ガ
イ
ド
」
を
製
作
す
る
こ
と
と
し
、
十
四
日
の
石
川
県
当

利

　

初
予
算
実
知
事
裁
定
で
五
百
万
円
の
計
上
が
決
ま

っ
た
。

石
川
、
岐
車
両
県
は
こ
れ
ま

一
様
性
に
富
む
自
然
と
、
恐
竜
化

で
、
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
で
つ

一
石
の
分
布
、
Ｌ
界
遺
産
の
白
川

な
が
り
な
が
ら
、
直
接
交
流
は

一
郷

・
五
箇
山
合
掌
造
り
輿
落
、

少
な
か

っ
た
。
昨
年
二
月
に
両

一
出
作
り
農

家
、
秘
湯
と
清
流
、

県
知
事
が
初

の
懇
談
会

を
開

一
ス
キ
‐
場
な
ど
を
観
光
ル
ー
ト

き
、
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

一
と
し
て
紹
介
。
大
手
出
版
社
に

を

申

し

合

わ

せ

、

交

流

の

一
製
作
委
話
し
、
百
五
十
イ
、
四

″
壁
″
と
も
な

っ
て
い
た
白
山

一
色
カ
ラ
ー
の
本
格
的
な
潤
光
ガ

を
観
光
資
源
と
し
て
活
制
す
る

一
イ
ド
プ

ッ
ク
に
仕
上
げ
る
。

検
討
が
始
ま

っ
て
い
た
。　
　
　
一　
さ
ら
に
、
推
進
委
は
独
特
の

石
川
県
に
よ
る
と
、
気
候
風

一白
山
文
化
と
異
文
化
の
交
流
に

土
、
生
活
風
習
、
信
仰
な
ど
の

一よ
る
国
際
音
楽
祭
や
滞
在
型
セ

共
通
性
、
さ
ら
に
国
道
８
号
、

マ
ミ
ナ
ー
、
環
境
美
化
を
体
験
す

１
５
６
号
、
１
５
７
号
、
１
５

一る

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
商

８
号
の
各
線
を
利
用
し
た
回
遊

言
ｍ
化
な
ど
も
企
画
し
て
い
く
。

一̈一忙̈い一一『̈一̈一一̈摯一つっ光̈］一一一一〕

“
″
準
莉
一
舗
辞
師
糾
「
協
力

一い
一に
』
葬
詢
晟
釉
蜘
」
叫
詢
朴

一

白
山
回
廊
ガ
イ
ド
に
は
、
多

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
一
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新   聞 1996年 (平 成 8年 〉2月 16日 に 曜 日 )

石
川
県
は
十
五
日
、
国
有
財

産
の
金

沢
城

跡

二

一
０
七

珍

を
、
北
陸
げ
務
局
が
提
示
し
た

百
十
二
億
円
で
買
い
取
る
、
と

発
表
し
た
。
会
見
し
た
谷
本
正

憲
知
事
は

「
県
民
が
納
得
で
き

る
通
正
な
価
格
」
と
述
べ
た
。

本
年
度
内
に
売
買
契
約
を
交
わ

し
、
新
年
度
か
ら
都
市
公
園
と

し
て
整
備
す
る
。
谷
本
知
事
は

ま
た
、
同
公
園
を
主
会
場
に
平

成
十
三
年

（
二
〇
〇

一
年
Ｙ
度

の
誘
致
を
目
指
す
全
国
都
市
緑

化
フ

ェ
ア
を
機
に

「
本
格
的
に

県
民
に
開
放
し
た
い
」
と
の
意

金
沢
城
跡

向
０

小
し
た
。
曇

茎

額
に
つ

い
て
、
谷
木
知
事
は

「
城
跡
の

特
殊
事
情
を
は
じ
め
、
埋
蔵
文

化
財
調
査
や
旧
金
沢
大
校
舎
撤

去
な
ど
の
費
用
が
十
分
考
慮
さ

れ
、
県
側
の
見
積
も
り
と
差
が

な
か

っ
た
」
と
話
し
た
。
鑑
定

し
た
矢
代
隆
義
北
陸
財
務
局
長

は

「
配
慮
で
き
る
点
は
配
慮
し

た
」
と
述
べ
た
。

県
に
よ
る
と
、
取
得
財
源
は

三
分
の

一
が
国
庫
補
助
対
象
の

都
市
公
園
整
備
事
業

（
国
が
第

二
次
補
正
で
計
上
）
の
採
択
を

受
け
、
本
年
度
二
月
補
正
に
計

″:5

事業。写真はハクサン コザ クラ
ため、

白
山
の
植
物
を
保
全

石
川
県
は
十
五
日
、
自
山
の

量
菫
な
高
山
植
物
を
保
全
す
る

た
め
の
種
子
保
存
調
査
事
業
費

と
し
て
、
知
事
裁
定
中
の
新
年

度
当
初
予
算
実
に
百
五
十
万
円

を
計
上
す
る
こ
と
募
決
め
た
。

白
山
は
、
中
部
山
岳
地
帯
な

ど
と
は
離
れ
た
独
立
峰
で
、
高

山
植
物
も
狭
い
範
囲
に
し
か
分

布
し
て
い
な
い
た
め
、
山
火
事

な
ど
に
よ
る
絶
減
の
可
能
性
が

高
い
。
ま
た
、
科
学
技
術
庁
が

過
去
三
年
間
に
わ
た
り
白
山
で

進
め
た
調
査
の
結
果
、
遺
伝
的

県
、種
子
保
存
に
調
査
費

に
自
山
特
有
の
種
が
い
く
つ
か

あ
る

ヽ
こ
と
も
分
か
っ
た
ｏ

そ
こ
で
、
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
、
イ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ガ
ン
コ

ウ
ラ
ン
な
ど
計
二
十
種
の
高
山

植
物
を
対
象
に
、
石
川
郡
吉
野

谷
村
の
県
白
山
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
で
種
子
の
保
存
方
法
を
調

査

。
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
。

期
間
は
平
成
十
二
年
度
ま
で

の
五
カ
年
。
▽
年
五
種
ず
つ
現

地
で
種
子
を
採
集
し
、
生
育
地

の
現
状
も
併
せ
て
調
査
▽
温
度

や
温
度
な
ど
の
条
件
を
変
え
て

の
種
子
保
存
実
験
▽
無
菌
窒
で

の
発
芽
試
験
―
―
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。
科
技
庁
の
調
査
時

に
同
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
た
冷
温

室
募
使
い
、
高
圧
蒸
気
顕
菌
室

や
無
菌
室
用
の
ク
リ
ー
ン
ボ

ッ

ク

ス
な
ど
を
新

た

に
購
入
す

る
。県

環
境
部
は
、
こ
れ
ら
の
調

査

・
研
究
を
通
じ
て
種
子
の
確

実
な
保
存
方
法
を
つ
か
み
、
将

来
的
に
高
山
帯
の
植
生
復
元
の

た
め
の
言
の
供
給
体
制
を
確
立

し
た
い
考
え
だ
。

だ
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
状
況
次

第
で
史
跡
公
園
化
の
要
請
が
高

ま
り
、
跡
地
活
用
が
制
限
さ
れ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

重
要
文
化
財
の
石
川
門
、
三
十

間
長
屋
の
維
持
、
管
理
が
県
に

委
託
さ
れ
、
兼
六
園
同
様
に
有

料
化
す
る
の
か
、
無
料
か
、
の

判
断
も
迫
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
自
然
を
守
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
歴

史
と
自
然
、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ

ン
ト
、
相
反
す
る
利
用
価
値
を

ど
う
考
え
て
い
く
か
、
県
庁
移

転
後
跡
地
利
用
と
の
整
合
性
な

ど
も
課
題
と
な
る
。

（
報
道
部
　
山
本
義
之
）
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石
川
県
は
二
日
、
金
沢
市
の
金
沢
城
跡
で
本
年
度
か
ら
始
め
る

「
金

沢
城
址

（
じ
ょ
う
し
）
公
園
」
整
備
事
業
の
主
な
方
針
を
固
め
た
。
江

戸
初
期
に
掘
ら
れ
た

「
い
も
り
塩
」

（
外
壇
）
や
、
加
賀
藩
主

・

前
田
利
常
が
整
備
し
た

「
玉
泉
院
丸
底
園
」
な
ど
遺
機
の
復
元
が

自
玉
。
城
跡
に
じ
富
に
残
る
埋
蔵
文
化
げ

に
つ
い
て
は
、
当
面
予

備
調
査
に
と
ど
め
、
同
公
朦
を
主
会
場
に
二
〇
０

一
年

（
平
成
十

二
年
）
の
開
態
を
見
込
む
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
後
に
本
格
着
手
す
る

段
階
的
調
査
と
す
る
。

彗

難

簑

薦

攀

曇

轟

綺
辮
魏
壁

同
じ
江
戸
初
期
に
掘
ら
れ
た

そ
の
後
、
明
治
末
期
に
埋
め
ら

れ
、
旧
陸
軍
被
服
慮

を
経
て
戦

後
、
ヨ７
あ
県
兼
六
日
‘
一ス

コ
ー
ト
と
な

っ
た
ヽ

玉
泉
院
丸
庭
園
は
寛
永
十

一

年

（
一
六
三
四
年
）
、
二
の
丸

一鍵

靱

た
。
兼
六
園
が
金
沢
城
の
外
磨

一

と
の
位
置
付
け
に
対
し
、
同
鷹

園
は
由
結
正
し
い
内
庭
だ
っ
た

が
、
明
治
時
代
に
人

っ
て
か
ら

は
荒
れ
、
旧
陸
軍
の
馬
場
に
も

一な

っ
た
。
復
元
ま
で
に
は
庭
園

爾

緊

電

場

整

二

方

、
絵
図
や
資
料
か
ら
、

城
跡
に
は
御
殿
や
円
の
跡
ヽ
精

賀
藩
の
行
政
施
設
跡
な
ど
膨
大

■,■|=■■111■■■‐ :

埋
文
は
段
階
的
調
査

一本
格
着
手
は
２００‐
年
以
降

総
合
公
園
と
し
て
都
市
決
定

さ
れ
た
金
沢
城
址
公
日
は
、
金

沢
城
跡
二
０

。
七
０
と
周
辺
の

外
壇

（そ
と
ば
り
）
公
園
七

・

八
惨
を
合
わ
せ
た
約
二
八

・
五

わ
ｏ
こ
の
う
ち
二
四
ｏ
二
珍
が

今
後

十
年
間
の
整
僣
対
象
と

な
る

事
業
認
可
区
域
で
、
本

年
度
は

基
本
設
計
と
旧
金
沢

大
校
舎
の
撤
去
な
ど
が
行
わ
れ

く
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主 将 の 挨 拶 と 部 の 近 滉

39B 老田 浩章

ワンダーフォーゲルと―いう聞き馴れない部の名前に目が留まり、どうい

う活動をしているのかと気になった。小学校のころから父親によく自由

に連れて行ってもらっていたので、登山に関しては少 しなりにも知識が

あったため入部することにし、現在に至っている。わたしは登山にはヮイ

ル ドな一面が見 られ まヽたひとつ間違えると死亡事故につながるという

性格上山での行動に慎重という点をみても登山には危険、男らしさとい

うイメージをもっていた。しかし、近年のレジャーの増加やアウトドアプ

ームによる登山の普及によってか、最近ではたくさんある娯楽の一つと

して、昔 |こ比べよりたくさんの人に親しまれるなどソフトな面を感 じる

ようになった。そんな中でこのヮンゲルの主将を努めるに当たり、わたし

自身は今でもそんなに登山の知識を人に教えるほど詳しくはなく最近に

なってゃっと山の本当のすばらしさというものに触れることができるよ

うになったと思 うのであまり偉そうなことを言えた身分ではないが、登

山を初めてやる人などに、少しでもその醍醐味などを感 じてもらえれば

と思いなんとか頑張っている次第である。  ・

部の近況については今年の1年生は10人の入部となり、近年では10人前

後の入部に落ち着いている。今現在の部の人数は4回生が14人、3回生が9

人、2回牛が8人、1回生が10人 と全員で41人である。今年の1年生入部から

の行事としては上回生のみの参加の5/11,12の 雪上訓練、5/18,19の歩荷

トレ、5/31,6/1,2の 新入生 トレーニング山行、6月下旬の第二回 トレーニ

ング山行、7月上旬の第二回 トレーニング山行、そして8月上旬には夏合宿

本番となります。今年の新人生 トレーニング山行は山道整備に入る前の

高二郎山は山道の状況が今までよリー番悪いく、それに加えてダムから

廃村までの道がとても歩きにくいということを考えて今年 1年のつもり

で場所を医王山にしました。今年の夏合宿は北海道、北アルプス縦断 (針

ノ木―槍 ヶ岳、予定 )、横断(燕岳―槍ヶ岳―薬師岳 )、南アルプスの4partyが

あり、普段の練習はpartyご とに走ったり、筋 トレをしたりしています。
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95年度行事及びPo W。
*立山山スキーPW  l1/25-26

悪天によるバス運体のため中止
L宮本 sL宇根 吉原 西田 小西 黒須

*冬合宿償察山行 僧ガ岳  12/3-4
金沢―宇奈月―平和の像=ぶ

-1450m―宇奈月
L宮本 sL佐川 金吉 宇根 小林 三浦 小泉       ■

*冬合宿 僧ガ岳  12/27-29
金沢―宇奈月―平和の優ぶ-1043mふ ―宇奈月

岬

礁
糊 了二神羞各IUi甲 ∬ 韓 蔦 :[l::可lir

L金吉 sL小林 石川 友野 小泉
ネスキー合宿  1/10-13

妙高高原 。轟

*ζ至覇燎I幕
む

高
名
 :ラ:182午

5名  1年 8名 計26名 )

L書資
~瞭

■畠
セ
編=評―宇はげ山一― スポ=ツセンター

幸1蚤
Ψ靭 冨ぶ二脇理雲根ふテル

L川本 sL西田 山本 山口 新堀 西届申春
雪厨軍璃黒豊写_臨 基選f二ヵ樹由トト

LJ♯ sL蝋  報  側 :1 婚
‖

∬ 露 戦 ‰ 山ふ― H ttm― 粟巣野スキー場
L岩倉 sL福田 藤牧 坂本 山本

ネ春合宿 爺ガ岳  3/17-18
駅 出合で雪崩発生のため、中止.

cL小林 scL三浦 (含む3年 10名  2年 6名 1年 3名 計 19名 )

*1.2年 山行                _く澤
埋Lご尋緊空轟 山Jユ名κ上占

…L川本 sL西田 rhE上 田 :掛布 中野く鍬
菫裏

=極

楽品f鼻二
=二

枷 _1420m―― スキー場
L岩倉 sL小泉 西日 後藤 薔川 高岩

q酷
三沢濃二ζ;二F‰ _明神池―沢渡

L坂本 sL小西 老田 山崎 加藤 村井 利 :|

*白
群 眸 if:百iF■幕 齢

L坂本 sL小西 金吉 友野 三浦 倒 :|

96年度行事及びP.W.
中高
量震具事_犀月多1=:.H。ル_刷‖彙

L小西 3L西田 三浦 宇根 制 :1 友野 中野
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*雪
童贄:豊冨駅‐昌

`阜

1瓦裏ふ屋鳳 平―立山駅
cL小西 scL小 泉  (etF4年 3名 3年 7名  2年 3名 計 13名 )

*新トレ偵察山行 戻平山  5/25
金沢大学―前山一三蛇ガ臓■ナカオ新道―前山

L老田 sL西田 (含む3年 6名 2年 5名 )ホ
竜隷単

=二
釜

“

当『 _冒毒岸二_呈こル島
=早
ζ鼻新道―夕霧峠―医王の里″

― 響

cL老田 scL岩 倉  (etP4年 4名 3年 8名 2年 7名  1年 8名 計 27名 )

夏合宿

今年は 4パーティー出ることになりました。   |
*1鞭 一ヽテイー  6泊 7日  8月上旬
L西日 SL後藤 山崎 村井 森田 田村 谷本
旭岳温泉―旭岳―トムラウシ岳―オブタテシケ山一十勝岳―十勝岳温泉
・第 1回 トレーニング山行  日三方岳  6/20-30

L自目 SL老田 後藤 山崎 」ヽり:1 砂塚 田村 森田 谷本
。第 2回 トレーニング山行  自山  7/13-14
L後藤 sL西田

男1当出合―南竜ガ 出合

*北アルプス縦断パーティー  7泊 8日  8月上旬
L小泉 sL岩倉 上田 中野 竹内 長谷川

〒翼T薔くす重三ヲヲ言再
鳥帽
天霧

=水

品
言薦三百〒

ガ岳
…L小泉 sL岩倉 上田 中野 高岩 竹内 長谷川1佐藤

。第 2ロ トレーニング山行  自由  7/13-14

島』愴ごl島」X[ヒ欝ダ亀F‰溝堪卜脳踏

*北アルプス横断パーティー  7泊 8日  8月上旬
L老日 sL川本 小川 高岩 林 佐藤 砂摩
中房温泉―燕岳―大天丼岳―槍ガ岳―双六岳―水品岳―黒部五郎岳‐薬師岳―折立
。第 1回 トレーニング山行  他のパーティーと合何
。第 2回 トレーニング山行  日山  7/6-7

島讐理合略銑 牌 鼻鰯 _難鱚出合

ホ南アルプスパーティー  8泊 9日  8月 上旬
L坂本  sL小西 掛布 前川 加藤 市山 得田
塩川一三伏峠―爾 :1岳―赤石岳―聖岳―茶自岳―光岳―易老渡一本谷ロ
。第 1回 トレーニング山行  人形山  6/22-23
L坂本 sL小西 掛布 苗川 加藤 村井 市山 得田 林

。第 2回 トレーニング山行  自山  7/13-14

島雪富合i喜裟野馬塚オー菫菫_藤言殿 墨里別当出合
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その他の予定
*小E作業   9/21-23

cL
*冬合宿        1
ホスキー合宿      ・

*4回生追い出しヨンパ

幸春合宿
攀1.2年山行

2月下旬
1月上旬  ~
1月 下旬
3月中旬―下旬

3月下旬-4月上旬

2 学年暦

平成8年度の授業及び試験期間は次のとおりです。

□授期間 圏轟期|
４

月

″
Э

口
う

８

月

７

月

６

月

１

月

・２

月

‐ｌ

丹

１０

月

９

月

３

月

２

月

科
目

4月 12日0   '

7月 22日幌)

10月 1日 00

12月 20日 0

醐
　
印

郎
　
邪

翻畿

文

字

部

4月 12日 0

7月 22日 帽)

10月 1日00

12月 20日 0

1月 13日 帽|

2月 3日幅)

菫
市
学
部

4月 5日 0
^   7月 29日 幅)

9月 2日明)

9月 30日 幌)

10月 8日 ∞

12月 20日 0

1月 9日 内 |

: 1     2月 20日い

法

学

部

4月 12日0
1   '  7月 22日幌) 靱

10月 1日 υ0

12月 20日 0

1月 13日 0

1月 31日 (0

電
済
ｔ
部

4月 12日 0

7月 22日幌) 輻
10月 1日 ω

12月 20日 0

1月 13日 幅)

2月 3日 偶)

理

学

部

4月 11日い

7月 10日 (→

9月 2日 明)

9月 30日 幅)

10月 11日 0

12月 24日 ∞

1月 13日 輌)

3月 14日 0

薬

学

部

4月 11日 の

7月 22日 倒)

10月 1日 し崎

t2月 24日 (ガ

1E13BG)

2E6EAq

塵
颯閻

二
十
「
g=半

4月 11日い

7月 3日 ●

9月 2日 0

12月 6日 0

1月 138(月 )

3月 12日 ●

保
壁
学
”

，
一■

一昴

4月 12日 0

7月 22日 偶) 辟
10月 1日 OЮ

12月 20日 0

1月 13日幌)

2月 3日 (月 ) 漁 i壼次

産工
一

品

4月 4日肉

7月 18日

"

10月 1日 00 i

12月 24日 (ハ

1月 13日 帽)

2月 7日 0

耐
〓
一
”

日

一

■

日

馳， 一動

現役と打ち合わせをしていても今―ビンとこないので、息子の学生便覧からコピーして

きました。同じ金沢大学といっても、夏体み、秋休み、歩調が合わない体制になっている

ようです。
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十
七
日
午
前
九
時
こ
ろ
、
北

ア
ル
プ
ス
爺
ケ
岳

（一ヽ

六
六，

九
研
）
に
壁
山
中
の
国
際
基
督

教
大
学

（東
京
番
一一ほ
ご

ワ

好

Ｃ

野

％

製

隷

北
ア
で
雪
崩
大
学
生
不
明

年
菊
池
拓
哉
さ
ん
雀
こ
が
雪
崩

に
巻
き
込
ま
れ
、
行
方
不
明
に

な
っ
た
一
身
場
付
近
は
雪
崩
の

悪
れ
が
あ
り
、
強
風
で
県
警
ヘ

リ
ふ
テ
籍
障
挙
代

大
町
署
は
こ

の
臥
の
授
質
を
見
送
っ
た
一
十

八．貯
午
前
五
時、・■
り、
稿
暑
員

・
　

　

Ｉ
Ｅ
Ｔ
軍
（〕
害
を
朝
か
見

一悌
残
墨
幅
器
諾

田
一
美
・
大
町
山
案
内
人
組
合

量

、
企

蓬

期
芝

ぅ

呼
び
掛
け
た
と
い
う
。

にい薦ιヽ…時飾二

救
出
に
向
か
す
た
信
大
生

国
際
基
督
教
大
学
の
ワ
ン
グ

ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
の
メ
ン
パ
ー

か
り
勲
望
事
（め
り
れ
↓
〓

〇
番
通
報
や
行
方
不
朗
の
菊
池

拓
哉
さ
ん
全
↓
救
出
の
た
め
現

場
に
行
っ
た
信
大
ワ
ン
ダ
ー
フ

ォ
ー
グ
ル
部
の
メ
ン
パ
十
五
人

は
十
七
日
夕
方
下
山
し
い
≒
扇

1996年 (平成8年)3月 18日 (月 曜日)   .

信 濃 募 l― 新 聞

一う
「
そ
の
二
時
間
後
の
午
前
十

時
、
同
大
の

一
人
が
助
け
を
求

一つ
て
、
テ
ン
ト
に
飛
び
込
ん
で

茫

。 耀
蒙
臓
蒙
け

一が
悪
い
の
に
と
思
っ
た
」
と
い

沢
全
体
を
埋
め
る
よ
う
に
雪
崩

が
発
生
し
て
い
る
。
●
は
雨
で

か
な
り
重
く
、
手
の
つ
け
ら
れ

る
状
態
じ
ゃ
餐

ち

こ

轟

し
た
。

信
大
メ
ン
パ
ー
は
十
七
日
ま

で
に
爺
ケ
岳
を
登
り
終
え
、
同

日
は
彗
崩
現
場
の
下
部
に
当
た

や
同
大
Ｏ
Ｂ
ら
約
二
十
人
が
地

上
か
り
捜
索
に
向
か
つ
。

　
　
一

同
署
の
調
べ
だ
と
、
尾
根
の

．

取
り
付
き
点
を
探
し
て
い
た
同

パ
ト
テ
ィ
ト
が
扇
沢
沿
い
に
十

分
ほ
ど
登

っ
た
と
こ
ろ
、
沢
の

上
部
で
雪
崩
が
発
生
。
五
人
は

ザ

ツ
ク
を
投
げ
出
し
て
遷
難
し

と
２
し
た
が
、
理
望
拓
た

菊
池
さ
ん
が
巻
キ
沢
要
れ
た
ら

Ｌ■
■
サ
ィ「ぬ
お

同
日
午
後
三
時
前
、
県
警
ヘ

リ
で
現
場

一
帯
を
偵
秦
し
た
同

署
員
に
よ
ス
了
ヽ

露
崩
は
り
ょ

‐
長
苺
綺

一Ｆ
に
及
奄

登
山
計
画
書
な
ど
に
よ
る

ヽ

五
ム貧
平
七
日
、
国
フ
イ

ン
の
冬
季
ゲ
ー
ト
ま
で
行
き
、

ノ
ー
シ
ェ
ド
内
で
ア
ン
上
Ｆ
）

て
い
た
。
午
前
八
時
こ
ろ
、
国

これは、今号15p中の

“

期奥出さんが送ってく

れた新聞記事コピーです。この雪湖事故のため春

合宿は中止になりました。

雪崩ビーコンもアマ無線の話も、あれっきりに

なっています。

‐応「親切」に「 興役が望むのであれlf‐ ―」と

言い続けてきてはいるのですがヽどうも今の体制

では 来年度のことまでは関係ないほ 現実とし

て「 3年生=執行部=リ ーダー」の結果、日先の

1散 追われてしまい、一年近く前に
― 予約

といった発想にはなれないようです。

しかし、15月の雪上トンは今年2年目。冬合宿、

春合宿とも、冒山右離れる徴候はありません.中

高年登山者が山にあふれるようになった今、昔以

上に雪山は若ι兄嗜魅きつけるのではとも思われ

ます。             |
雪山へ行くのであれば、神頼み以上のことを、

工夫できないものでょうか?「転ばぬ先の杖」と

のことわざもありますか‐―。
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OB会会計報告
(平成 7年 12月 1日 ～平成 8年 6月 30日 )

.            会計 23期 鳥越

《収 入―の 部 》

10B会暮‐
月見の宴会貴

1,ラ

"シ
ュ会寄付

―
預金利息

74,000

5,000

25,000

18,765

122,765

| 「
1・     ■《

t:L』:1驚ときと)h島農
″      郵送料

OB役員会

リフレッシュ会案内郵送料

″

役員等連絡費

文具費その他

案内制作費

作業用道具代

食貴

備付用救急品

その他

″

″

″

″

44,950

114,240

57,950

56,580

25,225

97,878

21,044

7,534 
‐

15,827

19,320

20,588

計

《差 引 剰 余 金 》

前回 (7.H。 30)現在繰越金

収 入 の 部

支 出 の 部

481,136

2,008,518

122,765

481.,136

差 弓1合 計 1,650,147

以
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<事務局より>|
*OB会費納入者一覧は、掲載いたしません。

,*今号に、振込票と振込お願いが同封されている方は、会費未納です。よろしくお願いし
1ま す。  ―   ‐

同封物のない方は、納入済ですので、枕を高くして会報をお読み下さい。

会費未納者対策については、その筋のエキスパート鳥越氏が秘策を練っています。私は

銀行さんの表の顔しか知りませんが (も ちろん トリさんについても)、 「取り立て」の時

はどんなノウハウがあって、どんなお顔になられるのか (ヮ ー、見てみたい !)。 そうい

えば、 1期仙甲先輩は、銀行員時代、管財人として多くの破産処理に辣腕を奮われたと問
いております。転動の折りには、「お蔭で死なずに済みました」と見送りまで受けられた

とか―。けじめはけじめ、心は心がやはリワングルOBには一。

ともあれ、「秘策」は「秘策」として、プライバシーを尊重すれば、その分、事務局員

が蔭でやる仕事が増えてしまいます。速やかな完納をお願い申し上げます。

く部誌BHの こと>

先日、ノウハウゼロで困り切っている西馬編集長と、編集会議 (二人だけ)を持ちまし

た。編集方針をたて、やることをリス トアップ.プ リントショップ多田とも渡りをつけ原

稿をうつ段階に時間を食うからと、整理のついた原稿については手渡し、発刊の見込みが

たってきました。

前回、私は、現役の部誌発刊を援助していきたい一と書きました。しかし、これもピン

ポケだったようで一。今の現役にしてみれば、それはかつての現役がやり残していった仕

事であって、自分達の責任 ??の感覚になるようです。それこそ「何期が悪い」と言う為
にこれを打っているのではありません。仕事をやり残していっては、誰も責任を持たない

状態になっていく―の繰り返しを、今後のためにも処理しておきたい.OB会 費からのご

協力をお願いしたいと思います。

今回、現役からの原稿はきれいにヮープロ打ちされた、そのまま印刷原稿にできるもの

を受け取りました。これだけ機器が便利に安価になった今、やればできないことはない。

何より当事者達にとって価値あるものになるはずの活動の記録を、是非残していってはじ

いと思います。
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一 ゴ 火 の 山 ゴ還 酒 場 z,こ や
案 内 一

*日 時  9月 よ り

‐
甕 暑 El)

・期間中、日帰りから3日間まで、出入り自由です。

。現役も同一期間に、金沢市からの補助金を受けての旧道補修作業を

行います。 (1089p付近に前進基地を設け、作業の予D

土
月

く

　

く

日
　
日

■

３

２

２

*葡 議 難 可 多夕置

。資材運搬

・小屋周辺一水場の整備、 トイレ整備

・登山道修復一旧道整備 現役と一緒に作業

*髪 舞J強 申 し だヽみ

(CL 13期

(CL 18期

義

一

隆

伸

野

部

辰

岡

。8月末日までに、同封返信葉書にてお申し込み下さい。

一言通信欄 (申 し込み専用の書式にはしてありません)に、

参加可能日、遠方で」R等利用の方は到着見込み時刻と出発見込み時刻、

小屋周辺参加か、登山道修復に参加か、高二郎登山希望か?活動希望を

書いて下さい

十「山小屋酒場」の精神は、「楽しくお酒を飲む」にあります。

作業は強制されませんが、できれば一緒にいい汗をかいていただき、よりおいしく健康

的に飲めたら一と思っています。

十小屋作業をどう捉えるかについては、各自の気持ち次第です。小屋周辺チーフと、登山

道修復チーフがいますので、それぞれの企画にご協力下さい。

+基本的には、気楽に参加できる企画に育てていきたいと考えています。その時の体調や

気分次第一など、構えず参加していただきたく思っております。

しかしながら、「テント、食糧・機材のポッカ」「足η確保」など、いきあたりばった

りではすまない面はつきまとぃます。まずは、締め切り肇守、迅速な連絡にてご協力下

さい。今回はアマ無線も備え :(堺在確認は、現役 2機、OB2粉 、兵隊不足の方は智

意とキャリア、文明の利器で補おうとしています。

十参加希望者には、 9月 10日 頃、封書か電話にて、詳細をお知らせします。
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編 集 後 記

「ほやから、登れんくらいなら、く立山バス>なんて名前にせんとく室営バス>にすりゃ

いい力uや !」

たしかに、彼女の口にした

一

:よ 「
・

lh」 柱復噛難しいようでした。

ここは某山登山帰りのパスの中。年季の入ったオパタリ・アンニ人がt夏の予定を勧議中.

「そんなもん、く立山バス>ねんもん。登ってくりゃいいわいれ パスなんか待たしとき

ゃいいがいね !」

彼女達は「立山」という名詞に固有名詞としての厳密さを求める割には、その「立山」

には「41h」 という固有名詞があることは知らない人 気にはしていなιゞようでした

「バスに間に合わんがや。どいて、どいて !」

と駆け下りる (それも無事ならいいけれど)姿を想像して一ち

「ありゃりゃ」おじいさんが家から飛び出してきました.捜が少しでも外の空気をと、河

縁の柳の枝にかけた巣箱ではヽ すでにメジロはショック死していました。巣箱の中でオロ

オロしていた蛇を、彼は棒で突つき出し、したたかに打ち据えて死議を浅の川にほうりな

げました。「キカンやっちゃ !」 とののしりな力くら‐‐t

キカンやつの生活日に、お供えのごとく巣箱をぶらさげたのは誰だったというのか 、

夏休みのデ七無 週 4回の時間帯の中から、都合のよい2回を選んでくるように、塾の

生徒に渡しました。ある親は4回隆部にC嗜つけて戻してきました。夏休み中は畷で全部

都合がつくから、勉強させておいてくれというわけ…Ъ

ワングルOB会の仕事はそれなりに手間暇をくうけれど、こんな日常のもろもろを忘れ

させてくれる、心晴れる時間にす。とはいうものの、大先輩の行状に???、 !!!の続

く私は、結局のところは前記の人達とは五十歩百歩のところの俗物にす。

かつてKUWV教をうちたてられた教祖様は、続くOB編で― まっとうすべく倉谷

で御機行中です。この夏はカメ虫ともオロロとも伸良く過ごされて、皆様のお越しを楽し

みに待っていらっしゃいま九

尚、OB会剰の発行時期は、ポーナス時期とからませる必要もなくなり、事務局員の

手のあく時期を優先しようということで、 8月 と1月 Cor 2月)に変更します。
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